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１．総合人間科学研究科の教育研究上の目的及び人材養成の目的

人間の尊厳を基盤とし，科学の知，臨床の知，政策・運営の知にかかわる学際的教育・研究を行い，理論と実践・

臨床を両輪として社会に貢献しうる人材を育成する。前期課程では，実践・臨床の場で活躍できる高度専門職業人及

びこれらの場を視野にいれた研究者の養成を目指し，後期課程では，実践・臨床的知見を踏まえ学問的に貢献しうる

人材育成を目指す。 
 
 

２．各専攻のカリキュラム・ポリシー

教育学専攻 

【博士前期課程】 
博士前期課程では，講義・演習・研究指導を組み合わせたカリキュラムを作成しています。学生は教育学各領域の

講義，演習科目を受講して，幅広い学識と柔軟かつ多角的な思考力・分析力を身に付けます。また，指導教員による

論文演習・研究指導を通じて，研究者として必要な能力を養うとともに，修士論文を完成させます。必要に応じて複

数の教員が指導にあたり，教育と社会をめぐる課題解決に必要な情報収集・分析能力など，研究者として必要な素養

を培います。 
 

【博士後期課程】 
博士後期課程では，教育学各領域の講義・演習科目に加えて，博士論文作成のための論文演習・研究指導科目を設

置しています。また，専攻では博士論文執筆のための「研究スケジュール」を作成して，博士後期課程入学から学位

取得までの手順を示すとともに，３名からなる指導委員会を設置して研究指導を行うなど，学位取得までの一貫した

指導体制を築いています。学生は，「研究スケジュール」に従って研究を進め，指導委員会による研究指導を受けて

博士論文を完成させます。併せて，専門分野における情報収集・分析能力，および研究能力を向上させ，自立した研

究者としての能力を身に付けます。 
 

心理学専攻 

厳密な科学的アプローチをしつつ，暖かなまなざしをもって人間を見つめる姿勢を涵養します。学部からの一貫し

た教育ポリシーに基づき，学部での基礎トレーニングを基盤に大学院での専門教育を設定しています。 
 

【博士前期課程】 
心理学の基礎領域と臨床領域を車の両輪として，基礎・実験系心理学，社会・発達系心理学，臨床心理学のそれぞ

れに関わる共通科目の履修と，それぞれに特化した科目群を設定し，基礎と臨床の両面からカリキュラムが構築され

ています。 
 

【博士後期課程】 
それぞれの専門テーマの追求とともに，領域横断的な視点をもった対人支援の専門家として行動できる心理学者を

養成します。 
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社会学専攻 

本専攻では，ディプロマ・ポリシーに掲げた人材を養成するため，理論と方法の基礎科目および現代社会の重要な

諸側面を扱う幅広い専門科目を開講しています。 
 

【博士前期課程】 
本課程では，社会学理論と社会調査・データ収集分析の方法に関する必修科目を通して，先人の残した理論および

経験的調査，データ分析のために必要な方法を身につけます。さらには，各自が設定したテーマに沿って，教員の指

導を受けながら，学んだ理論と方法を駆使して実際に研究をおこない，修士論文を執筆します。 
 

【博士後期課程】 
本課程では，各自のテーマに沿って，博士論文の執筆，学際的研究の推進，関係学会における研究発表，学術雑誌

や紀要への論文投稿に関する個人指導がおこなわれます。こうしたトレーニングを通じて，研究者として独立するた

めに必要な専門的知識・能力の養成と資格・実績の獲得をめざしています。 
 

社会福祉学専攻 

本専攻は，従来の狭義の社会福祉を超えた新しい福祉社会の実現に貢献する人材育成のために，斬新なカリキュラ

ムを編成し教育に取り組んでいます。 
 

【博士前期課程】 
従来の「研究者養成プログラム」だけでなく，理論と方法に裏付けられた「高度福祉専門職養成プログラム」を提

供し，多様な人材養成に取り組んでいます。福祉政策・運営管理系および福祉臨床系の科目群を開講し，社会福祉を

広く深く，バランスよく研究することができます。また，コアカリキュラムとして，3 つの社会福祉研究法の演習を

開講し，高度福祉専門職や研究者に求められる研究法を身につけるよう科目を配置しています。そして，社会福祉フ

ィールドワークと，援助事例分析または地域事例分析により，学んだ研究法を実際に用いつつ，理論と実践を統合的

に学ぶ能力を養い，修士論文を執筆できるように研究指導をおこないます。 
 

【博士後期課程】 
福祉政策・運営管理系および福祉臨床系の多様な専門分野で研究している教員の中から，指導教員を選び，指導教

員の指導を受けて，必要な場合には博士前期課程の科目群から，博士論文執筆に必要な研究法や関連科目を履修しま

す。先行研究の検討や調査実施により博士論文のテーマを絞り込み，研究を進めていきます。そして，学会発表や論

文執筆を積み重ねて研究者としての能力を高め，実践・現場との共同研究などにも取り組み，研究をまとめ，博士論

文を執筆します。 
 

看護学専攻 

【修士課程】 
本専攻は，国内外の医療健康問題の動向における重要課題に鑑み，①小児・家族共生支援看護学領域，②がん・緩

和ケア看護学領域，③メンタルヘルス看護学領域，④国際共生支援看護学領域の４領域に焦点をあて，「共生支援」

のキーワードにもとづいて，良質のケアリングにかかわる発展的かつ実践的な研究を行うためのカリキュラムを設け

ています。 
具体的には，講義，研究ゼミ，演習だけではなく，国内外における主体的な取り組みをとおして，実践力ならびに

研究に必要な企画力，発展的な批判思考を修得できるよう「フィールドワーク」を開講しています。さらに「看護学

研究特別指導」では，修士論文作成にあたり，学生が必要とする場合には主たる領域研究指導者だけでなく，本専攻

の専任教員全員から指導を受けることができます。 
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３．各専攻のディプロマ・ポリシー

教育学専攻 

【博士前期課程】 
教育学の領域における幅広い学識を有し，人間の尊厳の理念および社会のさまざまな事象についての情報収集力，

柔軟で多角的な思考力・分析力を身につけ，教育と社会をめぐる課題に対応し得る研究力を備えた人材に，修士（教

育学）の学位を授与します。 
 

【博士後期課程】 
研究者として教育学の領域における幅広い学識を有し，人間の尊厳の理念および社会のさまざまな事象についての

情報収集力，柔軟で多角的な思考力・分析力を身につけ，かつ研究論文をまとめる力量，教育実践力・指導力の基礎

を獲得した人材に，博士（教育学）の学位を授与します。 
 

心理学専攻 

人間の尊厳を守る社会を実現するために，時代が求める「心」を探求する専門的な知識と経験を，総合的視野に立

って駆使できる人材に対して学位を授与します。 
 

【博士前期課程】 
基礎心理学コースでは，厳密な科学的アプローチを中心として，高度な専門知識と研究技術の獲得をめざします。

臨床心理学コースでは，人間の尊厳を重視したヒューマニズムを中心として，心理専門職として活躍するための実践

的な知識と技術の獲得をめざします。 
 

【博士後期課程】 
臨床的視点を持つ研究者，研究者の視点をもつ実践家の養成をめざし，科学的視点を基盤にした対人支援を実践で

きる専門家に博士（心理学）の学位を授与します。 
 

社会学専攻 

本専攻は，人間の尊厳を守る公正な社会の実現に向けて，社会が直面する様々な変化やそれに付随して生じる社会

問題の根源的なメカニズムを理解し，冷静な分析力と機敏な応用力を兼ね備えた人材の育成をめざし，学位を授与し

ます。 
 

【博士前期課程】 
本課程では，社会学理論と方法論を中心に専門分野の知識の批判的学習，現実社会の理解・分析をとおして，高度

な専門的知識と技術を兼ね備えた研究者および実践をも視野に入れた職業人を育成します。 
 

【博士後期課程】 
本課程では，博士前期課程で備えた理論的知識や方法論的技術をより発展させることをとおして，オリジナルな研

究が行える専門研究者を育成します。 
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社会福祉学専攻 

本専攻は，人間の尊厳を尊重し，新しい福祉社会の実現に貢献する人材を育成します。 
 

【博士前期課程】 
「科学の知」「政策・運営の知」「臨床の知」のそれぞれを学び，理論と実践・臨床を統合して理解することによっ

て，福祉臨床の知識・技術，福祉社会をデザインし作り出す知識・技術を修得した高度な専門職業人(実践者・行政

官・社会的企業家等)や研究者となる，高度な専門的知識と実践能力，研究能力を身につけた人材を養成します。そし

て，研究をまとめて修士論文を提出し，その審査および最終試験に合格した者に，修士（社会福祉学）の学位を授与

します。 
 

【博士後期課程】 
博士前期課程で身につけた高度な専門的知識と実践能力，研究能力をより高めていく研究指導をおこない，新し

い社会福祉の研究と実践を積極的にリードする研究者を養成します。そして，研究をまとめて博士の学位申請論文を

提出して，その審査および最終試験に合格した者に，博士（社会福祉学）の学位を授与します。 
 

看護学専攻 

【修士課程】 
本専攻では，人間に対するケアリングをディシプリンとして捉えるとともに，実践に生かせる研究力ならびに指導

力を兼ね備えた人材の育成を目指しています。 
看護の対象者であるあらゆる地域および年齢の人々の発達・健康のレベルに応じた良質の健康支援および次世代育

成ができる実践能力とともに，その支援や育成を推進できる研究能力を有する人材，次世代の看護を担う人々への教

育を推進していける人材，学際的，総合的な視野から国内外で活躍できる人材に修士（看護学）の学位を授与します。 
 

６	
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３．各専攻のディプロマ・ポリシー

教育学専攻 

【博士前期課程】 
教育学の領域における幅広い学識を有し，人間の尊厳の理念および社会のさまざまな事象についての情報収集力，

柔軟で多角的な思考力・分析力を身につけ，教育と社会をめぐる課題に対応し得る研究力を備えた人材に，修士（教

育学）の学位を授与します。 
 

【博士後期課程】 
研究者として教育学の領域における幅広い学識を有し，人間の尊厳の理念および社会のさまざまな事象についての

情報収集力，柔軟で多角的な思考力・分析力を身につけ，かつ研究論文をまとめる力量，教育実践力・指導力の基礎

を獲得した人材に，博士（教育学）の学位を授与します。 
 

心理学専攻 

人間の尊厳を守る社会を実現するために，時代が求める「心」を探求する専門的な知識と経験を，総合的視野に立

って駆使できる人材に対して学位を授与します。 
 

【博士前期課程】 
基礎心理学コースでは，厳密な科学的アプローチを中心として，高度な専門知識と研究技術の獲得をめざします。

臨床心理学コースでは，人間の尊厳を重視したヒューマニズムを中心として，心理専門職として活躍するための実践

的な知識と技術の獲得をめざします。 
 

【博士後期課程】 
臨床的視点を持つ研究者，研究者の視点をもつ実践家の養成をめざし，科学的視点を基盤にした対人支援を実践で

きる専門家に博士（心理学）の学位を授与します。 
 

社会学専攻 

本専攻は，人間の尊厳を守る公正な社会の実現に向けて，社会が直面する様々な変化やそれに付随して生じる社会

問題の根源的なメカニズムを理解し，冷静な分析力と機敏な応用力を兼ね備えた人材の育成をめざし，学位を授与し

ます。 
 

【博士前期課程】 
本課程では，社会学理論と方法論を中心に専門分野の知識の批判的学習，現実社会の理解・分析をとおして，高度

な専門的知識と技術を兼ね備えた研究者および実践をも視野に入れた職業人を育成します。 
 

【博士後期課程】 
本課程では，博士前期課程で備えた理論的知識や方法論的技術をより発展させることをとおして，オリジナルな研

究が行える専門研究者を育成します。 
 
  

─ ─

社会福祉学専攻 

本専攻は，人間の尊厳を尊重し，新しい福祉社会の実現に貢献する人材を育成します。 
 

【博士前期課程】 
「科学の知」「政策・運営の知」「臨床の知」のそれぞれを学び，理論と実践・臨床を統合して理解することによっ

て，福祉臨床の知識・技術，福祉社会をデザインし作り出す知識・技術を修得した高度な専門職業人(実践者・行政

官・社会的企業家等)や研究者となる，高度な専門的知識と実践能力，研究能力を身につけた人材を養成します。そし

て，研究をまとめて修士論文を提出し，その審査および最終試験に合格した者に，修士（社会福祉学）の学位を授与

します。 
 

【博士後期課程】 
博士前期課程で身につけた高度な専門的知識と実践能力，研究能力をより高めていく研究指導をおこない，新し

い社会福祉の研究と実践を積極的にリードする研究者を養成します。そして，研究をまとめて博士の学位申請論文を

提出して，その審査および最終試験に合格した者に，博士（社会福祉学）の学位を授与します。 
 

看護学専攻 

【修士課程】 
本専攻では，人間に対するケアリングをディシプリンとして捉えるとともに，実践に生かせる研究力ならびに指導

力を兼ね備えた人材の育成を目指しています。 
看護の対象者であるあらゆる地域および年齢の人々の発達・健康のレベルに応じた良質の健康支援および次世代育

成ができる実践能力とともに，その支援や育成を推進できる研究能力を有する人材，次世代の看護を担う人々への教

育を推進していける人材，学際的，総合的な視野から国内外で活躍できる人材に修士（看護学）の学位を授与します。 
 

６	
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件

要件項目名
必要

単位数

必要

科目数
備考（上限，その他）

総単位数

授業科目

‣必修科目

┗論文演習Ⅰ

┗論文演習Ⅱ

‣選択科目

┗自専攻科目

┗自研究科他専攻科目

┗委託聴講科目 単位まで修了に必要な単位として認める

研究指導（必修） 単位なし，毎学期履修すること

修士論文 必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること。修士論文の審査基準は別に定める。

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論文

登録をすること）

【修士論文審査基準】

１） 研究の内容が教育研究に寄与し，オリジナリティを有すること。 
２） 研究テーマが十分に絞り込まれた明確なものであること。 
３） 先行研究が十分に参照され，明記されていること。引用が正確になされていること。 

データが適切に処理されていること。 
４） 論文の構成が組織立っており，論理が明晰で，論旨が一貫していること。 
５） 論文の言語表現が的確で正しいこと。また，目次，註などに関する体裁が整っていること。 

教育学専攻 博士前期課程

─ ─

２．授業科目の編成・単位

 

科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

教育哲学講義

教育哲学演習

教育哲学特殊講義Ⅰ

教育哲学特殊講義Ⅱ

日本教育史講義

日本教育史演習

日本教育史特殊講義Ⅰ

日本教育史特殊講義Ⅱ

外国教育史講義

外国教育史演習

外国教育史特殊講義Ⅰ

外国教育史特殊講義Ⅱ

生涯教育学講義

生涯教育学演習

生涯教育学特殊講義Ⅰ

生涯教育学特殊講義Ⅱ

 

 

科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

学校教育学講義

学校教育学演習

学校教育学特殊講義Ⅰ

学校教育学特殊講義Ⅱ

教育社会学講義

教育社会学演習

教育社会学特殊講義Ⅰ

教育社会学特殊講義Ⅱ

国際教育学講義

国際教育学演習

国際教育学特殊講義Ⅰ

国際教育学特殊講義Ⅱ

国際教育開発学講義

国際教育開発学演習

国際教育開発学特殊講義Ⅰ

国際教育開発学特殊講義Ⅱ

論文演習Ⅰ（前期）

論文演習Ⅱ（前期）

 

    

３．履修上の注意

１）担当教員の「研究指導」を毎学期履修すること。

２）２年次に指導教員の「論文演習Ⅰ・Ⅱ」を必ず受講すること。

３）同一名の授業科目であっても，年度によって授業内容の変わるものは，重複して履修することができ，単位とし

て認定される。

４）修士論文提出予定者は，修士論文を提出する学期の履修登録期間中に必ず修士論文を登録すること。６	
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件

要件項目名
必要

単位数

必要

科目数
備考（上限，その他）

総単位数

授業科目

‣必修科目

┗論文演習Ⅰ

┗論文演習Ⅱ

‣選択科目

┗自専攻科目

┗自研究科他専攻科目

┗委託聴講科目 単位まで修了に必要な単位として認める

研究指導（必修） 単位なし，毎学期履修すること

修士論文 必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること。修士論文の審査基準は別に定める。

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論文

登録をすること）

【修士論文審査基準】

１） 研究の内容が教育研究に寄与し，オリジナリティを有すること。 
２） 研究テーマが十分に絞り込まれた明確なものであること。 
３） 先行研究が十分に参照され，明記されていること。引用が正確になされていること。 

データが適切に処理されていること。 
４） 論文の構成が組織立っており，論理が明晰で，論旨が一貫していること。 
５） 論文の言語表現が的確で正しいこと。また，目次，註などに関する体裁が整っていること。 

教育学専攻 博士前期課程

─ ─

２．授業科目の編成・単位

 

科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

教育哲学講義

教育哲学演習

教育哲学特殊講義Ⅰ

教育哲学特殊講義Ⅱ

日本教育史講義

日本教育史演習

日本教育史特殊講義Ⅰ

日本教育史特殊講義Ⅱ

外国教育史講義

外国教育史演習

外国教育史特殊講義Ⅰ

外国教育史特殊講義Ⅱ

生涯教育学講義

生涯教育学演習

生涯教育学特殊講義Ⅰ

生涯教育学特殊講義Ⅱ

 

 

科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

学校教育学講義

学校教育学演習

学校教育学特殊講義Ⅰ

学校教育学特殊講義Ⅱ

教育社会学講義

教育社会学演習

教育社会学特殊講義Ⅰ

教育社会学特殊講義Ⅱ

国際教育学講義

国際教育学演習

国際教育学特殊講義Ⅰ

国際教育学特殊講義Ⅱ

国際教育開発学講義

国際教育開発学演習

国際教育開発学特殊講義Ⅰ

国際教育開発学特殊講義Ⅱ

論文演習Ⅰ（前期）

論文演習Ⅱ（前期）

 

    

３．履修上の注意

１）担当教員の「研究指導」を毎学期履修すること。

２）２年次に指導教員の「論文演習Ⅰ・Ⅱ」を必ず受講すること。

３）同一名の授業科目であっても，年度によって授業内容の変わるものは，重複して履修することができ，単位とし

て認定される。

４）修士論文提出予定者は，修士論文を提出する学期の履修登録期間中に必ず修士論文を登録すること。 ６	
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４．開講科目一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名

※ ＊：非常勤教員
備考

春 論文演習Ⅰ（前期） 加 藤 守 通 対象

春 論文演習Ⅰ（前期） 湯 川 嘉津美 対象

春 論文演習Ⅰ（前期） 髙 祖 敏 明 対象

春 論文演習Ⅰ（前期） 田 中 治 彦 対象

春 論文演習Ⅰ（前期） 奈 須 正 裕 対象

春 論文演習Ⅰ（前期） 酒 井 朗 対象

春 論文演習Ⅰ（前期） 杉 村 美 紀 対象

春 論文演習Ⅰ（前期） 小 松 太 郎 対象

春 教育哲学講義 加 藤 守 通

休講 教育哲学特殊講義Ⅰ

春 日本教育史講義 湯 川 嘉津美

休講 日本教育史特殊講義Ⅰ

春 外国教育史講義 髙 祖 敏 明

春 外国教育史特殊講義Ⅰ 見 世 千賀子

春 生涯教育学講義 田 中 治 彦

春 生涯教育学特殊講義Ⅰ 村 田 晶 子

春 学校教育学講義 奈 須 正 裕

春 学校教育学特殊講義Ⅰ 佐久間 亜 紀

春 教育社会学講義 酒 井 朗

休講 教育社会学特殊講義Ⅰ

春 国際教育学講義 杉 村 美 紀

休講 国際教育学特殊講義Ⅰ

春 国際教育開発学講義 小 松 太 郎 授業はすべて英語で行う

休講 国際教育開発学特殊講義Ⅰ

春 授業はすべて英語で行う

秋 論文演習Ⅱ（前期） 加 藤 守 通 対象

秋 論文演習Ⅱ（前期） 湯 川 嘉津美 対象

秋 論文演習Ⅱ（前期） 髙 祖 敏 明 対象

秋 論文演習Ⅱ（前期） 田 中 治 彦 対象

秋 論文演習Ⅱ（前期） 奈 須 正 裕 対象

秋 論文演習Ⅱ（前期） 酒 井 朗 対象

秋 論文演習Ⅱ（前期） 杉 村 美 紀 対象

秋 論文演習Ⅱ（前期） 小 松 太 郎 対象

秋 教育哲学演習 加 藤 守 通

休講 教育哲学特殊講義Ⅱ

秋 日本教育史演習 湯 川 嘉津美

休講 日本教育史特殊講義Ⅱ

秋 外国教育史演習 髙 祖 敏 明

秋 外国教育史特殊講義Ⅱ 小 国 喜 弘

秋 生涯教育学演習 田 中 治 彦

秋 生涯教育学特殊講義Ⅱ 湯 本 浩 之

秋 学校教育学演習 奈 須 正 裕

休講 学校教育学特殊講義Ⅱ

秋 教育社会学演習 酒 井 朗

秋 教育社会学特殊講義Ⅱ 岡 本 智 周 秋学期集中

秋 国際教育学演習 杉 村 美 紀

秋 国際教育学特殊講義Ⅱ 吉 川 裕美子

─ ─

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名

※ ＊：非常勤教員
備考

秋 国際教育開発学演習 小 松 太 郎 授業はすべて英語で行う

秋 国際教育開発学特殊講義Ⅱ 林 真樹子

秋 修士論文 教育学専攻各指導教員 対象

５．研究指導一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ

リング
担当教員名 備考

春 研究指導 加 藤 守 通 指導科目

春 研究指導 湯 川 嘉津美 指導科目

春 研究指導 髙 祖 敏 明 指導科目

春 研究指導 田 中 治 彦 指導科目

春 研究指導 奈 須 正 裕 指導科目

春 研究指導 酒 井 朗 指導科目

春 研究指導 杉 村 美 紀 指導科目

春 研究指導 小 松 太 郎 指導科目

秋 研究指導 加 藤 守 通 指導科目

秋 研究指導 湯 川 嘉津美 指導科目

秋 研究指導 髙 祖 敏 明 指導科目

秋 研究指導 田 中 治 彦 指導科目

秋 研究指導 奈 須 正 裕 指導科目

秋 研究指導 酒 井 朗 指導科目

秋 研究指導 杉 村 美 紀 指導科目

秋 研究指導 小 松 太 郎 指導科目

６	
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４．開講科目一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名

※ ＊：非常勤教員
備考

春 論文演習Ⅰ（前期） 加 藤 守 通 対象

春 論文演習Ⅰ（前期） 湯 川 嘉津美 対象

春 論文演習Ⅰ（前期） 髙 祖 敏 明 対象

春 論文演習Ⅰ（前期） 田 中 治 彦 対象

春 論文演習Ⅰ（前期） 奈 須 正 裕 対象

春 論文演習Ⅰ（前期） 酒 井 朗 対象

春 論文演習Ⅰ（前期） 杉 村 美 紀 対象

春 論文演習Ⅰ（前期） 小 松 太 郎 対象

春 教育哲学講義 加 藤 守 通

休講 教育哲学特殊講義Ⅰ

春 日本教育史講義 湯 川 嘉津美

休講 日本教育史特殊講義Ⅰ

春 外国教育史講義 髙 祖 敏 明

春 外国教育史特殊講義Ⅰ 見 世 千賀子

春 生涯教育学講義 田 中 治 彦

春 生涯教育学特殊講義Ⅰ 村 田 晶 子

春 学校教育学講義 奈 須 正 裕

春 学校教育学特殊講義Ⅰ 佐久間 亜 紀

春 教育社会学講義 酒 井 朗

休講 教育社会学特殊講義Ⅰ

春 国際教育学講義 杉 村 美 紀

休講 国際教育学特殊講義Ⅰ

春 国際教育開発学講義 小 松 太 郎 授業はすべて英語で行う

休講 国際教育開発学特殊講義Ⅰ

春 授業はすべて英語で行う

秋 論文演習Ⅱ（前期） 加 藤 守 通 対象

秋 論文演習Ⅱ（前期） 湯 川 嘉津美 対象

秋 論文演習Ⅱ（前期） 髙 祖 敏 明 対象

秋 論文演習Ⅱ（前期） 田 中 治 彦 対象

秋 論文演習Ⅱ（前期） 奈 須 正 裕 対象

秋 論文演習Ⅱ（前期） 酒 井 朗 対象

秋 論文演習Ⅱ（前期） 杉 村 美 紀 対象

秋 論文演習Ⅱ（前期） 小 松 太 郎 対象

秋 教育哲学演習 加 藤 守 通

休講 教育哲学特殊講義Ⅱ

秋 日本教育史演習 湯 川 嘉津美

休講 日本教育史特殊講義Ⅱ

秋 外国教育史演習 髙 祖 敏 明

秋 外国教育史特殊講義Ⅱ 小 国 喜 弘

秋 生涯教育学演習 田 中 治 彦

秋 生涯教育学特殊講義Ⅱ 湯 本 浩 之

秋 学校教育学演習 奈 須 正 裕

休講 学校教育学特殊講義Ⅱ

秋 教育社会学演習 酒 井 朗

秋 教育社会学特殊講義Ⅱ 岡 本 智 周 秋学期集中

秋 国際教育学演習 杉 村 美 紀

秋 国際教育学特殊講義Ⅱ 吉 川 裕美子

─ ─

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名

※ ＊：非常勤教員
備考

秋 国際教育開発学演習 小 松 太 郎 授業はすべて英語で行う

秋 国際教育開発学特殊講義Ⅱ 林 真樹子

秋 修士論文 教育学専攻各指導教員 対象

５．研究指導一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ

リング
担当教員名 備考

春 研究指導 加 藤 守 通 指導科目

春 研究指導 湯 川 嘉津美 指導科目

春 研究指導 髙 祖 敏 明 指導科目

春 研究指導 田 中 治 彦 指導科目

春 研究指導 奈 須 正 裕 指導科目

春 研究指導 酒 井 朗 指導科目

春 研究指導 杉 村 美 紀 指導科目

春 研究指導 小 松 太 郎 指導科目

秋 研究指導 加 藤 守 通 指導科目

秋 研究指導 湯 川 嘉津美 指導科目

秋 研究指導 髙 祖 敏 明 指導科目

秋 研究指導 田 中 治 彦 指導科目

秋 研究指導 奈 須 正 裕 指導科目

秋 研究指導 酒 井 朗 指導科目

秋 研究指導 杉 村 美 紀 指導科目

秋 研究指導 小 松 太 郎 指導科目

６	

総
合
人
間
科
学
研
究
科

教
育
学
専
攻



─ ─

１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件

要件項目名
必要

単位数

必要

科目数
備考（上限，その他）

総単位数

授業科目

‣必修科目

┗論文演習Ⅰ（後期） ３年間（３回）履修すること

┗論文演習Ⅱ（後期） ３年間（３回）履修すること

‣選択科目

研究指導（必修） 単位なし，毎学期履修すること

博士論文 必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること。博士論文の審査基準は別に定める。

【博士論文審査基準】

１） 研究の内容が教育研究に寄与し，オリジナリティを有すること。 
２） 研究テーマが絞り込まれた明確なものであること。 
３） 国内外の先行研究が網羅的に参照され，明記されていること。引用が正確になされていること。 

データが適切に処理されていること。 
４） 論文の構成が組織立っており，論理が明晰で，論旨が一貫していること。 
５） 論文の言語表現が的確で正しいこと。また，目次，註などに関する体裁が整っていること。 
６） 当該分野における先端的研究として位置づけられ，執筆者が自立的な研究者として研究を遂行する能力を証するも

のであること。 

２．授業科目の編成・単位

科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

論文演習Ⅰ（後期）

論文演習Ⅱ（後期）

※「論文演習Ⅰ・Ⅱ（後期）」については，毎年４単位，３年間で合計 単位を履修する。

※教育学専攻博士前期課程の選択科目は履修することができ，修得単位として認める。（ ～ 参照のこと）

３．履修上の注意

１）指導教授の「論文演習Ⅰ・Ⅱ」を，毎年必ず受講すること。 単位（４単位×３年）を必修とする。

２）「研究指導」（必修）を毎学期履修すること。

３）学位規定，博士後期課程の研究スケジュール（指針）に従って，研究に従事し，博士号の取得をめざすこと。

教育学専攻 博士後期課程

─ ─

４．開講科目一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名 備考

春 論文演習Ⅰ（後期） 加 藤 守 通

春 論文演習Ⅰ（後期） 湯 川 嘉津美

春 論文演習Ⅰ（後期） 髙 祖 敏 明

春 論文演習Ⅰ（後期） 田 中 治 彦

春 論文演習Ⅰ（後期） 奈 須 正 裕

春 論文演習Ⅰ（後期） 酒 井 朗

春 論文演習Ⅰ（後期） 杉 村 美 紀

春 論文演習Ⅰ（後期） 小 松 太 郎

秋 論文演習Ⅱ（後期） 加 藤 守 通

秋 論文演習Ⅱ（後期） 湯 川 嘉津美

秋 論文演習Ⅱ（後期） 髙 祖 敏 明

秋 論文演習Ⅱ（後期） 田 中 治 彦

秋 論文演習Ⅱ（後期） 奈 須 正 裕

秋 論文演習Ⅱ（後期） 酒 井 朗

秋 論文演習Ⅱ（後期） 杉 村 美 紀

秋 論文演習Ⅱ（後期） 小 松 太 郎

５．研究指導一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ
リング

担当教員名 備考

春 研究指導 加 藤 守 通 指導科目

春 研究指導 湯 川 嘉津美 指導科目

春 研究指導 髙 祖 敏 明 指導科目

春 研究指導 田 中 治 彦 指導科目

春 研究指導 奈 須 正 裕 指導科目

春 研究指導 酒 井 朗 指導科目

春 研究指導 杉 村 美 紀 指導科目

春 研究指導 小 松 太 郎 指導科目

秋 研究指導 加 藤 守 通 指導科目

秋 研究指導 湯 川 嘉津美 指導科目

秋 研究指導 髙 祖 敏 明 指導科目

秋 研究指導 田 中 治 彦 指導科目

秋 研究指導 奈 須 正 裕 指導科目

秋 研究指導 酒 井 朗 指導科目

秋 研究指導 杉 村 美 紀 指導科目

秋 研究指導 小 松 太 郎 指導科目

６	

総
合
人
間
科
学
研
究
科

教
育
学
専
攻



─ ─

１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件

要件項目名
必要

単位数

必要

科目数
備考（上限，その他）

総単位数

授業科目

‣必修科目

┗論文演習Ⅰ（後期） ３年間（３回）履修すること

┗論文演習Ⅱ（後期） ３年間（３回）履修すること

‣選択科目

研究指導（必修） 単位なし，毎学期履修すること

博士論文 必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること。博士論文の審査基準は別に定める。

【博士論文審査基準】

１） 研究の内容が教育研究に寄与し，オリジナリティを有すること。 
２） 研究テーマが絞り込まれた明確なものであること。 
３） 国内外の先行研究が網羅的に参照され，明記されていること。引用が正確になされていること。 

データが適切に処理されていること。 
４） 論文の構成が組織立っており，論理が明晰で，論旨が一貫していること。 
５） 論文の言語表現が的確で正しいこと。また，目次，註などに関する体裁が整っていること。 
６） 当該分野における先端的研究として位置づけられ，執筆者が自立的な研究者として研究を遂行する能力を証するも

のであること。 

２．授業科目の編成・単位

科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

論文演習Ⅰ（後期）

論文演習Ⅱ（後期）

※「論文演習Ⅰ・Ⅱ（後期）」については，毎年４単位，３年間で合計 単位を履修する。

※教育学専攻博士前期課程の選択科目は履修することができ，修得単位として認める。（ ～ 参照のこと）

３．履修上の注意

１）指導教授の「論文演習Ⅰ・Ⅱ」を，毎年必ず受講すること。 単位（４単位×３年）を必修とする。

２）「研究指導」（必修）を毎学期履修すること。

３）学位規定，博士後期課程の研究スケジュール（指針）に従って，研究に従事し，博士号の取得をめざすこと。

教育学専攻 博士後期課程

─ ─

４．開講科目一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名 備考

春 論文演習Ⅰ（後期） 加 藤 守 通

春 論文演習Ⅰ（後期） 湯 川 嘉津美

春 論文演習Ⅰ（後期） 髙 祖 敏 明

春 論文演習Ⅰ（後期） 田 中 治 彦

春 論文演習Ⅰ（後期） 奈 須 正 裕

春 論文演習Ⅰ（後期） 酒 井 朗

春 論文演習Ⅰ（後期） 杉 村 美 紀

春 論文演習Ⅰ（後期） 小 松 太 郎

秋 論文演習Ⅱ（後期） 加 藤 守 通

秋 論文演習Ⅱ（後期） 湯 川 嘉津美

秋 論文演習Ⅱ（後期） 髙 祖 敏 明

秋 論文演習Ⅱ（後期） 田 中 治 彦

秋 論文演習Ⅱ（後期） 奈 須 正 裕

秋 論文演習Ⅱ（後期） 酒 井 朗

秋 論文演習Ⅱ（後期） 杉 村 美 紀

秋 論文演習Ⅱ（後期） 小 松 太 郎

５．研究指導一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ
リング

担当教員名 備考

春 研究指導 加 藤 守 通 指導科目

春 研究指導 湯 川 嘉津美 指導科目

春 研究指導 髙 祖 敏 明 指導科目

春 研究指導 田 中 治 彦 指導科目

春 研究指導 奈 須 正 裕 指導科目

春 研究指導 酒 井 朗 指導科目

春 研究指導 杉 村 美 紀 指導科目

春 研究指導 小 松 太 郎 指導科目

秋 研究指導 加 藤 守 通 指導科目

秋 研究指導 湯 川 嘉津美 指導科目

秋 研究指導 髙 祖 敏 明 指導科目

秋 研究指導 田 中 治 彦 指導科目

秋 研究指導 奈 須 正 裕 指導科目

秋 研究指導 酒 井 朗 指導科目

秋 研究指導 杉 村 美 紀 指導科目

秋 研究指導 小 松 太 郎 指導科目

６	

総
合
人
間
科
学
研
究
科

教
育
学
専
攻
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件

要件項目名
必要

単位数

必要

科目数
備考（上限，その他）

総単位数

授業科目

‣必修科目

┗論文演習Ⅰ（前期） ２年間（２回）履修すること

┗論文演習Ⅱ（前期） ２年間（２回）履修すること

‣選択必修科目

‣選択科目

┗自専攻科目

┗自研究科他専攻科目

┗委託聴講科目 ８単位まで修了に必要な単位として認められる

※ただし，国連大学委託聴講科目は認められない

研究指導（必修） 単位なし，毎学期，履修すること

修士論文 必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること。修士論文の審査基準は別に定める。

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論

文登録をすること）

【修士論文審査基準】

１） 問題設定：問題意識が明確で，課題設定が適切であること。 
２） 先行研究の理解：先行研究を適切に検討，吟味していること。 
３） 研究方法・分析方法：研究目的に対し，研究のデザイン・研究方法・分析方法が適切であること。 
４） 論文構成：論文構成が的確で，論理展開に整合性，一貫性があること。 
５） 研究の位置づけ：当該分野，領域における社会的・学術的な意義が認められること。 
６） 倫理的配慮：研究方法の適切性に留意し，研究対象に対する適切な倫理的配慮を行っていること。各種学会，大学

等が定める倫理基準を満たしたものであること。 
７） 形式面：以下の形式面が整っていること。 

１．章・節の構成が適切であり，目次を見ることで全体の論旨が予想できること。

２．文章が明快で，論旨が明確に理解可能であること。

３．引用が適切で，引用文献表がきちんと整えられていること。

４．論文，引用の基本的体裁が「アメリカ心理学会出版マニュアル」および日本心理学会の「執筆・投稿の手引

き」に準拠したものであること。

心理学専攻 博士前期課程 基礎心理学コース

─ ─

２．授業科目の編成・単位

 

科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

論文演習Ⅰ（前期）

論文演習Ⅱ（前期）

心理測定学特殊研究Ⅰ

心理測定学特殊研究Ⅱ

認知心理学特殊研究Ⅰ

認知心理学特殊研究Ⅱ

精神医学特殊研究

生理心理学特殊研究Ⅰ

生理心理学特殊研究Ⅱ

発達心理学特殊研究Ⅰ

発達心理学特殊研究Ⅱ

社会心理学特殊研究Ⅰ

社会心理学特殊研究Ⅱ

老年心理学特殊研究

コミュニティ心理学特殊研究

人間関係特論

心理学研究法演習
 

 
科 目 名

※（他）：他専攻開講科目

単 位 数

必
修

選
必

選
択

心理学各論特殊研究

心理統計法特論

グループ・アプローチ特論

教育臨床特論

心理学基礎実習Ⅰ

心理学基礎実習Ⅱ

心理学特殊実習Ⅰ

心理学特殊実習Ⅱ

（他）失語・高次脳機能障害学特論Ａ※注

（他）失語・高次脳機能障害学特論Ｂ※注

（他）言語障害研究特殊講義 （学習障害）※注

（他）臨床医学特論Ｄ（神経系の基礎と病態・内科学）※注

（他）臨床医学特論Ｅ（発達障害医学・脳性麻痺）※注

（他）言語聴覚病理学特論（医学概論・解剖学・生理学・病理学）※注

（他）児童福祉学 ※注

（他）精神保健福祉研究 ※注

（他）コミュニティオーガニゼーション研究 ※注
 

※注 ：言語学専攻開講科目。

※注 ：社会福祉学専攻開講科目。

３．履修上の注意

下記に従って合計 単位以上を修得し，指導教員の指導のもとに修士論文を作成・提出することが必要である。

○ 全ての科目は繰り返し履修することが可能であり，修了に必要な単位として認められる。

１）必修 単位：「論文演習Ⅰ（前期）」及び「論文演習Ⅱ（前期）」をそれぞれ２年間履修する。

２）「研究指導（必修）」を在籍中は毎学期必ず履修すること。

３）選択必修 単位：指導教員の指定する科目を履修する（選択必修科目の余剰単位は，選択科目の単位に充当するこ

とができる）。

４）選択 単位

５）「心理学特殊実習Ⅰ」及び「心理学特殊実習Ⅱ」を履修しようとする者は，各学期初めに専攻主任に届出し，承認

を得た後に履修することができる。

６）「心理学基礎実習Ⅰ」「心理学基礎実習Ⅱ」を履修しようとする者は，あらかじめ指導教員と相談すること。

７）学年初めの心理学専攻ガイダンスでの説明に十分留意すること。

８）不明な点は指導教員と相談の上，履修を行うこと。

９）前期課程在籍者で，やむをえず 月修了を希望する者は，修了予定年度の前年度末までに理由を説明する願い書

（書式は自由）を専攻主任に提出し，専攻会議の承認を受けること。

６	

総
合
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間
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件

要件項目名
必要

単位数

必要

科目数
備考（上限，その他）

総単位数

授業科目

‣必修科目

┗論文演習Ⅰ（前期） ２年間（２回）履修すること

┗論文演習Ⅱ（前期） ２年間（２回）履修すること

‣選択必修科目

‣選択科目

┗自専攻科目

┗自研究科他専攻科目

┗委託聴講科目 ８単位まで修了に必要な単位として認められる

※ただし，国連大学委託聴講科目は認められない

研究指導（必修） 単位なし，毎学期，履修すること

修士論文 必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること。修士論文の審査基準は別に定める。

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論

文登録をすること）

【修士論文審査基準】

１） 問題設定：問題意識が明確で，課題設定が適切であること。 
２） 先行研究の理解：先行研究を適切に検討，吟味していること。 
３） 研究方法・分析方法：研究目的に対し，研究のデザイン・研究方法・分析方法が適切であること。 
４） 論文構成：論文構成が的確で，論理展開に整合性，一貫性があること。 
５） 研究の位置づけ：当該分野，領域における社会的・学術的な意義が認められること。 
６） 倫理的配慮：研究方法の適切性に留意し，研究対象に対する適切な倫理的配慮を行っていること。各種学会，大学

等が定める倫理基準を満たしたものであること。 
７） 形式面：以下の形式面が整っていること。 

１．章・節の構成が適切であり，目次を見ることで全体の論旨が予想できること。

２．文章が明快で，論旨が明確に理解可能であること。

３．引用が適切で，引用文献表がきちんと整えられていること。

４．論文，引用の基本的体裁が「アメリカ心理学会出版マニュアル」および日本心理学会の「執筆・投稿の手引

き」に準拠したものであること。

心理学専攻 博士前期課程 基礎心理学コース

─ ─

２．授業科目の編成・単位

 

科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

論文演習Ⅰ（前期）

論文演習Ⅱ（前期）

心理測定学特殊研究Ⅰ

心理測定学特殊研究Ⅱ

認知心理学特殊研究Ⅰ

認知心理学特殊研究Ⅱ

精神医学特殊研究

生理心理学特殊研究Ⅰ

生理心理学特殊研究Ⅱ

発達心理学特殊研究Ⅰ

発達心理学特殊研究Ⅱ

社会心理学特殊研究Ⅰ

社会心理学特殊研究Ⅱ

老年心理学特殊研究

コミュニティ心理学特殊研究

人間関係特論

心理学研究法演習
 

 
科 目 名

※（他）：他専攻開講科目

単 位 数

必
修

選
必

選
択

心理学各論特殊研究

心理統計法特論

グループ・アプローチ特論

教育臨床特論

心理学基礎実習Ⅰ

心理学基礎実習Ⅱ

心理学特殊実習Ⅰ

心理学特殊実習Ⅱ

（他）失語・高次脳機能障害学特論Ａ※注

（他）失語・高次脳機能障害学特論Ｂ※注

（他）言語障害研究特殊講義 （学習障害）※注

（他）臨床医学特論Ｄ（神経系の基礎と病態・内科学）※注

（他）臨床医学特論Ｅ（発達障害医学・脳性麻痺）※注

（他）言語聴覚病理学特論（医学概論・解剖学・生理学・病理学）※注

（他）児童福祉学 ※注

（他）精神保健福祉研究 ※注

（他）コミュニティオーガニゼーション研究 ※注
 

※注 ：言語学専攻開講科目。

※注 ：社会福祉学専攻開講科目。

３．履修上の注意

下記に従って合計 単位以上を修得し，指導教員の指導のもとに修士論文を作成・提出することが必要である。

○ 全ての科目は繰り返し履修することが可能であり，修了に必要な単位として認められる。

１）必修 単位：「論文演習Ⅰ（前期）」及び「論文演習Ⅱ（前期）」をそれぞれ２年間履修する。

２）「研究指導（必修）」を在籍中は毎学期必ず履修すること。

３）選択必修 単位：指導教員の指定する科目を履修する（選択必修科目の余剰単位は，選択科目の単位に充当するこ

とができる）。

４）選択 単位

５）「心理学特殊実習Ⅰ」及び「心理学特殊実習Ⅱ」を履修しようとする者は，各学期初めに専攻主任に届出し，承認

を得た後に履修することができる。

６）「心理学基礎実習Ⅰ」「心理学基礎実習Ⅱ」を履修しようとする者は，あらかじめ指導教員と相談すること。

７）学年初めの心理学専攻ガイダンスでの説明に十分留意すること。

８）不明な点は指導教員と相談の上，履修を行うこと。

９）前期課程在籍者で，やむをえず 月修了を希望する者は，修了予定年度の前年度末までに理由を説明する願い書

（書式は自由）を専攻主任に提出し，専攻会議の承認を受けること。

６	
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４．開講科目一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名 ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名

※ ＊：非常勤教員
備考

春 論文演習Ⅰ（前期） 岡 田 隆

春 論文演習Ⅰ（前期） 毛 利 伊 吹

春 論文演習Ⅰ（前期） 荻 野 美佐子

休講 論文演習Ⅰ（前期） 藤 山 直 樹

春 論文演習Ⅰ（前期） 道 又 爾

春 論文演習Ⅰ（前期） 黒 川 由紀子

春 論文演習Ⅰ（前期） 久 田 満

春 論文演習Ⅰ（前期） 横 山 恭 子

春 論文演習Ⅰ（前期） 廣 瀬 英 子

春 論文演習Ⅰ（前期） 吉 村 聡

春 論文演習Ⅰ（前期） 樋 口 匡 貴

春 心理測定学特殊研究Ⅰ 廣 瀬 英 子

春 認知心理学特殊研究Ⅰ 道 又 爾

休講 精神医学特殊研究 藤 山 直 樹

春 生理心理学特殊研究Ⅰ 岡 田 隆

春 発達心理学特殊研究Ⅰ 荻 野 美佐子

春 社会心理学特殊研究Ⅰ 樋 口 匡 貴

春 コミュニティ心理学特殊研究 久 田 満

春 心理学研究法演習
荻 野 美佐子

廣 瀬 英 子
輪講

春 心理学各論特殊研究 池 田 暁 史 春学期集中

春 心理統計法特論 萩生田 伸 子

春 グループ・アプローチ特論 高 良 聖

春 心理学基礎実習Ⅰ

横 山 恭 子

樋 口 匡 貴

岡 田 隆

複数同時担当

春 心理学特殊実習Ⅰ 岡 田 隆

春 心理学特殊実習Ⅰ 毛 利 伊 吹

春 心理学特殊実習Ⅰ 荻 野 美佐子

休講 心理学特殊実習Ⅰ 藤 山 直 樹

春 心理学特殊実習Ⅰ 道 又 爾

春 心理学特殊実習Ⅰ 黒 川 由紀子

春 心理学特殊実習Ⅰ 久 田 満

春 心理学特殊実習Ⅰ 横 山 恭 子

春 心理学特殊実習Ⅰ 廣 瀬 英 子

春 心理学特殊実習Ⅰ 吉 村 聡

春 心理学特殊実習Ⅰ 樋 口 匡 貴

春 教育臨床特論 伊 東 孝 郎

春 修士論文 心理学専攻教員 月修了者対象

秋 論文演習Ⅱ（前期） 岡 田 隆

秋 論文演習Ⅱ（前期） 毛 利 伊 吹

秋 論文演習Ⅱ（前期） 荻 野 美佐子

休講 論文演習Ⅱ（前期） 藤 山 直 樹

秋 論文演習Ⅱ（前期） 道 又 爾

秋 論文演習Ⅱ（前期） 黒 川 由紀子

秋 論文演習Ⅱ（前期） 久 田 満

秋 論文演習Ⅱ（前期） 横 山 恭 子

─ ─

登 録

コード

開
講
期

科目名 ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名

※ ＊：非常勤教員
備考

秋 論文演習Ⅱ（前期） 廣 瀬 英 子

秋 論文演習Ⅱ（前期） 吉 村 聡

秋 論文演習Ⅱ（前期） 樋 口 匡 貴

秋 心理測定学特殊研究Ⅱ 廣 瀬 英 子 心理測定学特殊研究Ⅰを履修済であること

秋 認知心理学特殊研究Ⅱ 道 又 爾

秋 生理心理学特殊研究Ⅱ 岡 田 隆

秋 発達心理学特殊研究Ⅱ 荻 野 美佐子

秋 社会心理学特殊研究Ⅱ 樋 口 匡 貴

秋 老年心理学特殊研究 黒 川 由紀子

秋 人間関係特論 久 田 満

秋 心理学基礎実習Ⅱ

道 又 爾

荻 野 美佐子

廣 瀬 英 子

複数同時担当

秋 心理学特殊実習Ⅱ 岡 田 隆

秋 心理学特殊実習Ⅱ 毛 利 伊 吹

秋 心理学特殊実習Ⅱ 荻 野 美佐子

休講 心理学特殊実習Ⅱ 藤 山 直 樹

秋 心理学特殊実習Ⅱ 道 又 爾

秋 心理学特殊実習Ⅱ 黒 川 由紀子

秋 心理学特殊実習Ⅱ 久 田 満

秋 心理学特殊実習Ⅱ 横 山 恭 子

秋 心理学特殊実習Ⅱ 廣 瀬 英 子

秋 心理学特殊実習Ⅱ 吉 村 聡

秋 心理学特殊実習Ⅱ 樋 口 匡 貴

秋 修士論文 心理学専攻教員 対象

６	
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４．開講科目一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名 ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名

※ ＊：非常勤教員
備考

春 論文演習Ⅰ（前期） 岡 田 隆

春 論文演習Ⅰ（前期） 毛 利 伊 吹

春 論文演習Ⅰ（前期） 荻 野 美佐子

休講 論文演習Ⅰ（前期） 藤 山 直 樹

春 論文演習Ⅰ（前期） 道 又 爾

春 論文演習Ⅰ（前期） 黒 川 由紀子

春 論文演習Ⅰ（前期） 久 田 満

春 論文演習Ⅰ（前期） 横 山 恭 子

春 論文演習Ⅰ（前期） 廣 瀬 英 子

春 論文演習Ⅰ（前期） 吉 村 聡

春 論文演習Ⅰ（前期） 樋 口 匡 貴

春 心理測定学特殊研究Ⅰ 廣 瀬 英 子

春 認知心理学特殊研究Ⅰ 道 又 爾

休講 精神医学特殊研究 藤 山 直 樹

春 生理心理学特殊研究Ⅰ 岡 田 隆

春 発達心理学特殊研究Ⅰ 荻 野 美佐子

春 社会心理学特殊研究Ⅰ 樋 口 匡 貴

春 コミュニティ心理学特殊研究 久 田 満

春 心理学研究法演習
荻 野 美佐子

廣 瀬 英 子
輪講

春 心理学各論特殊研究 池 田 暁 史 春学期集中

春 心理統計法特論 萩生田 伸 子

春 グループ・アプローチ特論 高 良 聖

春 心理学基礎実習Ⅰ

横 山 恭 子

樋 口 匡 貴

岡 田 隆

複数同時担当

春 心理学特殊実習Ⅰ 岡 田 隆

春 心理学特殊実習Ⅰ 毛 利 伊 吹

春 心理学特殊実習Ⅰ 荻 野 美佐子

休講 心理学特殊実習Ⅰ 藤 山 直 樹

春 心理学特殊実習Ⅰ 道 又 爾

春 心理学特殊実習Ⅰ 黒 川 由紀子

春 心理学特殊実習Ⅰ 久 田 満

春 心理学特殊実習Ⅰ 横 山 恭 子

春 心理学特殊実習Ⅰ 廣 瀬 英 子

春 心理学特殊実習Ⅰ 吉 村 聡

春 心理学特殊実習Ⅰ 樋 口 匡 貴

春 教育臨床特論 伊 東 孝 郎

春 修士論文 心理学専攻教員 月修了者対象

秋 論文演習Ⅱ（前期） 岡 田 隆

秋 論文演習Ⅱ（前期） 毛 利 伊 吹

秋 論文演習Ⅱ（前期） 荻 野 美佐子

休講 論文演習Ⅱ（前期） 藤 山 直 樹

秋 論文演習Ⅱ（前期） 道 又 爾

秋 論文演習Ⅱ（前期） 黒 川 由紀子

秋 論文演習Ⅱ（前期） 久 田 満

秋 論文演習Ⅱ（前期） 横 山 恭 子

─ ─

登 録

コード

開
講
期

科目名 ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名

※ ＊：非常勤教員
備考

秋 論文演習Ⅱ（前期） 廣 瀬 英 子

秋 論文演習Ⅱ（前期） 吉 村 聡

秋 論文演習Ⅱ（前期） 樋 口 匡 貴

秋 心理測定学特殊研究Ⅱ 廣 瀬 英 子 心理測定学特殊研究Ⅰを履修済であること

秋 認知心理学特殊研究Ⅱ 道 又 爾

秋 生理心理学特殊研究Ⅱ 岡 田 隆

秋 発達心理学特殊研究Ⅱ 荻 野 美佐子

秋 社会心理学特殊研究Ⅱ 樋 口 匡 貴

秋 老年心理学特殊研究 黒 川 由紀子

秋 人間関係特論 久 田 満

秋 心理学基礎実習Ⅱ

道 又 爾

荻 野 美佐子

廣 瀬 英 子

複数同時担当

秋 心理学特殊実習Ⅱ 岡 田 隆

秋 心理学特殊実習Ⅱ 毛 利 伊 吹

秋 心理学特殊実習Ⅱ 荻 野 美佐子

休講 心理学特殊実習Ⅱ 藤 山 直 樹

秋 心理学特殊実習Ⅱ 道 又 爾

秋 心理学特殊実習Ⅱ 黒 川 由紀子

秋 心理学特殊実習Ⅱ 久 田 満

秋 心理学特殊実習Ⅱ 横 山 恭 子

秋 心理学特殊実習Ⅱ 廣 瀬 英 子

秋 心理学特殊実習Ⅱ 吉 村 聡

秋 心理学特殊実習Ⅱ 樋 口 匡 貴

秋 修士論文 心理学専攻教員 対象

６	
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５．研究指導一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名 ナンバ
リング

担当教員名 備考

春 研究指導 岡 田 隆

春 研究指導 毛 利 伊 吹

春 研究指導 荻 野 美佐子

休講 研究指導 藤 山 直 樹

春 研究指導 道 又 爾

春 研究指導 黒 川 由紀子

春 研究指導 久 田 満

春 研究指導 横 山 恭 子

春 研究指導 廣 瀬 英 子

春 研究指導 吉 村 聡

春 研究指導 樋 口 匡 貴

秋 研究指導 岡 田 隆

秋 研究指導 毛 利 伊 吹

秋 研究指導 荻 野 美佐子

休講 研究指導 藤 山 直 樹

秋 研究指導 道 又 爾

秋 研究指導 黒 川 由紀子

秋 研究指導 久 田 満

秋 研究指導 横 山 恭 子

秋 研究指導 廣 瀬 英 子

秋 研究指導 吉 村 聡

秋 研究指導 樋 口 匡 貴

─ ─

１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件

要件項目名
必要

単位数

必要

科目数
備考（上限，その他）

総単位数

授業科目

‣必修科目

┗論文演習Ⅰ（前期） ２年間（２回）履修すること

┗論文演習Ⅱ（前期） ２年間（２回）履修すること

┗臨床心理学特論Ⅰ

┗臨床心理学特論Ⅱ

┗臨床心理面接特論Ⅰ

┗臨床心理面接特論Ⅱ

┗臨床心理査定演習Ⅰ

┗臨床心理査定演習Ⅱ

┗臨床心理基礎実習Ⅰ

┗臨床心理基礎実習Ⅱ

┗臨床心理実習Ⅰ

┗臨床心理実習Ⅱ

‣選択必修科目

┗Ａ群

┗Ｂ群

┗Ｃ群

┗Ｄ群

┗Ｅ群

‣選択科目

┗自専攻科目

┗自研究科他専攻科目

┗委託聴講科目 ８単位まで修了に必要な単位として認められる

※ただし，国連大学委託聴講科目は認められない

研究指導（必修） 単位なし，毎学期，履修すること

修士論文 必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること。修士論文の審査基準は別に定める。

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論

文登録をすること）

【修士論文審査基準】

１） 問題設定：問題意識が明確で，課題設定が適切であること。 
２） 先行研究の理解：先行研究を適切に検討，吟味していること。 
３） 研究方法・分析方法：研究目的に対し，研究のデザイン・研究方法・分析方法が適切であること。 
４） 論文構成：論文構成が的確で，論理展開に整合性，一貫性があること。 
５） 研究の位置づけ：当該分野，領域における社会的・学術的な意義が認められること。 
６） 倫理的配慮：研究方法の適切性に留意し，研究対象に対する適切な倫理的配慮を行っていること。各種学会，大学

等が定める倫理基準を満たしたものであること。 
７） 形式面：以下の形式面が整っていること。 

１）章・節の構成が適切であり，目次を見ることで全体の論旨が予想できること。

２）文章が明快で，論旨が明確に理解可能であること。

３）引用が適切で，引用文献表がきちんと整えられていること。

４）論文，引用の基本的体裁が「アメリカ心理学会出版マニュアル」および日本心理学会の「執筆・投稿の手引

き」に準拠したものであること。

心理学専攻 博士前期課程 臨床心理学コース
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５．研究指導一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名 ナンバ
リング

担当教員名 備考

春 研究指導 岡 田 隆

春 研究指導 毛 利 伊 吹

春 研究指導 荻 野 美佐子

休講 研究指導 藤 山 直 樹

春 研究指導 道 又 爾

春 研究指導 黒 川 由紀子

春 研究指導 久 田 満

春 研究指導 横 山 恭 子

春 研究指導 廣 瀬 英 子

春 研究指導 吉 村 聡

春 研究指導 樋 口 匡 貴

秋 研究指導 岡 田 隆

秋 研究指導 毛 利 伊 吹

秋 研究指導 荻 野 美佐子

休講 研究指導 藤 山 直 樹

秋 研究指導 道 又 爾

秋 研究指導 黒 川 由紀子

秋 研究指導 久 田 満

秋 研究指導 横 山 恭 子

秋 研究指導 廣 瀬 英 子

秋 研究指導 吉 村 聡

秋 研究指導 樋 口 匡 貴

─ ─

１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件

要件項目名
必要

単位数

必要

科目数
備考（上限，その他）

総単位数

授業科目

‣必修科目

┗論文演習Ⅰ（前期） ２年間（２回）履修すること

┗論文演習Ⅱ（前期） ２年間（２回）履修すること

┗臨床心理学特論Ⅰ

┗臨床心理学特論Ⅱ

┗臨床心理面接特論Ⅰ

┗臨床心理面接特論Ⅱ

┗臨床心理査定演習Ⅰ

┗臨床心理査定演習Ⅱ

┗臨床心理基礎実習Ⅰ

┗臨床心理基礎実習Ⅱ

┗臨床心理実習Ⅰ

┗臨床心理実習Ⅱ

‣選択必修科目

┗Ａ群

┗Ｂ群

┗Ｃ群

┗Ｄ群

┗Ｅ群

‣選択科目

┗自専攻科目

┗自研究科他専攻科目

┗委託聴講科目 ８単位まで修了に必要な単位として認められる

※ただし，国連大学委託聴講科目は認められない

研究指導（必修） 単位なし，毎学期，履修すること

修士論文 必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること。修士論文の審査基準は別に定める。

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論

文登録をすること）

【修士論文審査基準】

１） 問題設定：問題意識が明確で，課題設定が適切であること。 
２） 先行研究の理解：先行研究を適切に検討，吟味していること。 
３） 研究方法・分析方法：研究目的に対し，研究のデザイン・研究方法・分析方法が適切であること。 
４） 論文構成：論文構成が的確で，論理展開に整合性，一貫性があること。 
５） 研究の位置づけ：当該分野，領域における社会的・学術的な意義が認められること。 
６） 倫理的配慮：研究方法の適切性に留意し，研究対象に対する適切な倫理的配慮を行っていること。各種学会，大学

等が定める倫理基準を満たしたものであること。 
７） 形式面：以下の形式面が整っていること。 

１）章・節の構成が適切であり，目次を見ることで全体の論旨が予想できること。

２）文章が明快で，論旨が明確に理解可能であること。

３）引用が適切で，引用文献表がきちんと整えられていること。

４）論文，引用の基本的体裁が「アメリカ心理学会出版マニュアル」および日本心理学会の「執筆・投稿の手引

き」に準拠したものであること。

心理学専攻 博士前期課程 臨床心理学コース
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２．授業科目の編成・単位
 

科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

論文演習Ⅰ（前期）

論文演習Ⅱ（前期）

臨床心理学特論Ⅰ

臨床心理学特論Ⅱ

臨床心理面接特論Ⅰ

臨床心理面接特論Ⅱ

臨床心理査定演習Ⅰ

臨床心理査定演習Ⅱ

臨床心理基礎実習Ⅰ

臨床心理基礎実習Ⅱ

臨床心理実習Ⅰ

臨床心理実習Ⅱ

＜Ａ群＞

心理学研究法演習

臨床心理学研究法演習

＜Ｂ群＞

認知心理学特殊研究Ⅰ

認知心理学特殊研究Ⅱ

発達心理学特殊研究Ⅰ

発達心理学特殊研究Ⅱ

心理測定学特殊研究Ⅰ

心理測定学特殊研究Ⅱ

＜Ｃ群＞

社会心理学特殊研究Ⅰ

社会心理学特殊研究Ⅱ

コミュニティ心理学特殊研究

人間関係特論

（他）精神保健福祉研究 ※注
 

 
科 目 名

※（他）：他専攻開講科目

単 位 数

必
修

選
必

選
択

＜Ｄ群＞

精神医学特殊研究

生理心理学特殊研究Ⅰ

生理心理学特殊研究Ⅱ

老年心理学特殊研究

（他）失語・高次脳機能障害学特論Ａ※注

（他）失語・高次脳機能障害学特論Ｂ※注

（他）言語障害研究特殊講義Ｆ 学習障害 ※注

＜Ｅ群＞

臨床心理学特殊研究

認知行動療法特殊研究

精神分析特殊研究

グループ・アプローチ特論

臨床人格心理学特殊研究

＜選択科目＞

心理学各論特殊研究

心理統計法特論

教育臨床特論

心理学基礎実習Ⅰ

心理学基礎実習Ⅱ

心理学特殊実習Ⅰ

心理学特殊実習Ⅱ

（他）臨床医学特論 （神経系の基礎と病態・内科学）※注

（他）臨床医学特論 （発達障害医学・脳性麻痺）※注

（他）言語聴覚病理学特論（医学概論・解剖学・生理学・病理学）※注

（他）児童福祉学 ※注

（他）コミュニティオーガニゼーション研究 ※注
 

※注 ：言語学専攻開講科目。

※注 ：社会福祉学専攻開講科目。

─ ─

３．履修上の注意

下記に従って合計 単位以上を修得し，指導教員の指導のもとに修士論文を作成・提出することが必要である。

○ 全ての科目は繰り返し履修することが可能であり，修了に必要な単位として認められる。

１）必修 単位：

論文演習Ⅰ（前期）及び論文演習Ⅱ（前期） 年間履修（ 単位）

２）「研究指導（必修）」を在籍中は毎学期必ず履修すること。

３）選択必修科目 単位： ～ の各群からそれぞれ２単位以上ずつ履修する。

４）｢心理学特殊実習Ⅰ」及び「心理学特殊実習Ⅱ」を履修しようとする者は，学年初めに専攻主任に届出し，承認を

得た後に履修することができる。

５）｢心理学基礎実習Ⅰ」「心理学基礎実習Ⅱ」を履修しようとする者は，あらかじめ指導教員と相談すること。

６）学年初めの心理学専攻ガイダンスでの説明に十分留意すること。

７）不明な点等は指導教員と相談の上，履修を行うこと。

８）前期課程在籍者で，やむをえず 月修了を希望する者は，修了予定年度の前年度末までに理由を説明する願い書

（書式は自由）を専攻主任に提出し，専攻会議の承認を受けること。特に臨床心理学コースの場合は臨床実習等にお

いて実務上の問題を引き起こす可能性があるため，事前に相談室長の了解を得ておくこと。

６	

総
合
人
間
科
学
研
究
科

心
理
学
専
攻
臨
床
心
理
学
コ
ー
ス



─ ─

２．授業科目の編成・単位
 

科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

論文演習Ⅰ（前期）

論文演習Ⅱ（前期）

臨床心理学特論Ⅰ

臨床心理学特論Ⅱ

臨床心理面接特論Ⅰ

臨床心理面接特論Ⅱ

臨床心理査定演習Ⅰ

臨床心理査定演習Ⅱ

臨床心理基礎実習Ⅰ

臨床心理基礎実習Ⅱ

臨床心理実習Ⅰ

臨床心理実習Ⅱ

＜Ａ群＞

心理学研究法演習

臨床心理学研究法演習

＜Ｂ群＞

認知心理学特殊研究Ⅰ

認知心理学特殊研究Ⅱ

発達心理学特殊研究Ⅰ

発達心理学特殊研究Ⅱ

心理測定学特殊研究Ⅰ

心理測定学特殊研究Ⅱ

＜Ｃ群＞

社会心理学特殊研究Ⅰ

社会心理学特殊研究Ⅱ

コミュニティ心理学特殊研究

人間関係特論

（他）精神保健福祉研究 ※注
 

 
科 目 名

※（他）：他専攻開講科目

単 位 数

必
修

選
必

選
択

＜Ｄ群＞

精神医学特殊研究

生理心理学特殊研究Ⅰ

生理心理学特殊研究Ⅱ

老年心理学特殊研究

（他）失語・高次脳機能障害学特論Ａ※注

（他）失語・高次脳機能障害学特論Ｂ※注

（他）言語障害研究特殊講義Ｆ 学習障害 ※注

＜Ｅ群＞

臨床心理学特殊研究

認知行動療法特殊研究

精神分析特殊研究

グループ・アプローチ特論

臨床人格心理学特殊研究

＜選択科目＞

心理学各論特殊研究

心理統計法特論

教育臨床特論

心理学基礎実習Ⅰ

心理学基礎実習Ⅱ

心理学特殊実習Ⅰ

心理学特殊実習Ⅱ

（他）臨床医学特論 （神経系の基礎と病態・内科学）※注

（他）臨床医学特論 （発達障害医学・脳性麻痺）※注

（他）言語聴覚病理学特論（医学概論・解剖学・生理学・病理学）※注

（他）児童福祉学 ※注

（他）コミュニティオーガニゼーション研究 ※注
 

※注 ：言語学専攻開講科目。

※注 ：社会福祉学専攻開講科目。

─ ─

３．履修上の注意

下記に従って合計 単位以上を修得し，指導教員の指導のもとに修士論文を作成・提出することが必要である。

○ 全ての科目は繰り返し履修することが可能であり，修了に必要な単位として認められる。

１）必修 単位：

論文演習Ⅰ（前期）及び論文演習Ⅱ（前期） 年間履修（ 単位）

２）「研究指導（必修）」を在籍中は毎学期必ず履修すること。

３）選択必修科目 単位： ～ の各群からそれぞれ２単位以上ずつ履修する。

４）｢心理学特殊実習Ⅰ」及び「心理学特殊実習Ⅱ」を履修しようとする者は，学年初めに専攻主任に届出し，承認を

得た後に履修することができる。

５）｢心理学基礎実習Ⅰ」「心理学基礎実習Ⅱ」を履修しようとする者は，あらかじめ指導教員と相談すること。

６）学年初めの心理学専攻ガイダンスでの説明に十分留意すること。

７）不明な点等は指導教員と相談の上，履修を行うこと。

８）前期課程在籍者で，やむをえず 月修了を希望する者は，修了予定年度の前年度末までに理由を説明する願い書

（書式は自由）を専攻主任に提出し，専攻会議の承認を受けること。特に臨床心理学コースの場合は臨床実習等にお

いて実務上の問題を引き起こす可能性があるため，事前に相談室長の了解を得ておくこと。

６	

総
合
人
間
科
学
研
究
科

心
理
学
専
攻
臨
床
心
理
学
コ
ー
ス



─ ─

４．開講科目一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名 ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名

※ ＊：非常勤教員
備考

春 論文演習Ⅰ（前期） 岡 田 隆

春 論文演習Ⅰ（前期） 毛 利 伊 吹

春 論文演習Ⅰ（前期） 荻 野 美佐子

休講 論文演習Ⅰ（前期） 藤 山 直 樹

春 論文演習Ⅰ（前期） 道 又 爾

春 論文演習Ⅰ（前期） 黒 川 由紀子

春 論文演習Ⅰ（前期） 久 田 満

春 論文演習Ⅰ（前期） 横 山 恭 子

春 論文演習Ⅰ（前期） 廣 瀬 英 子

春 論文演習Ⅰ（前期） 吉 村 聡

春 論文演習Ⅰ（前期） 樋 口 匡 貴

春 臨床心理学特論Ⅰ 久 田 満

春 臨床心理学特論Ⅱ 黒 川 由紀子

春 臨床心理面接特論Ⅰ 毛 利 伊 吹

春 臨床心理面接特論Ⅱ 横 山 恭 子

春 臨床心理査定演習Ⅰ
吉 村 聡

横 山 恭 子
輪講

春 臨床心理基礎実習Ⅰ

毛 利 伊 吹

黒 川 由紀子

中 嶋 義 文

複数同時担当

春 臨床心理実習Ⅰ
横 山 恭 子

藤 山 直 樹
複数同時担当

春 心理測定学特殊研究Ⅰ 廣 瀬 英 子

春 認知心理学特殊研究Ⅰ 道 又 爾

休講 精神医学特殊研究 藤 山 直 樹

春 生理心理学特殊研究Ⅰ 岡 田 隆

春 発達心理学特殊研究Ⅰ 荻 野 美佐子

春 社会心理学特殊研究Ⅰ 樋 口 匡 貴

春 コミュニティ心理学特殊研究 久 田 満

春 心理学研究法演習
荻 野 美佐子

廣 瀬 英 子
輪講

春 心理学各論特殊研究 池 田 暁 史 春学期集中

春 心理統計法特論 萩生田 伸 子

春 グループ・アプローチ特論 高 良 聖

春 心理学基礎実習Ⅰ

横 山 恭 子

樋 口 匡 貴

岡 田 隆

複数同時担当

春 心理学特殊実習Ⅰ 岡 田 隆

春 心理学特殊実習Ⅰ 毛 利 伊 吹

春 心理学特殊実習Ⅰ 荻 野 美佐子

休講 心理学特殊実習Ⅰ 藤 山 直 樹

春 心理学特殊実習Ⅰ 道 又 爾

春 心理学特殊実習Ⅰ 黒 川 由紀子

春 心理学特殊実習Ⅰ 久 田 満

春 心理学特殊実習Ⅰ 横 山 恭 子

春 心理学特殊実習Ⅰ 廣 瀬 英 子

春 心理学特殊実習Ⅰ 吉 村 聡

─ ─

登 録

コード

開
講
期

科目名 ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名

※ ＊：非常勤教員
備考

春 心理学特殊実習Ⅰ 樋 口 匡 貴

春 教育臨床特論 伊 東 孝 郎

春 修士論文 心理学専攻教員 月修了者対象

秋 論文演習Ⅱ（前期） 岡 田 隆

秋 論文演習Ⅱ（前期） 毛 利 伊 吹

秋 論文演習Ⅱ（前期） 荻 野 美佐子

休講 論文演習Ⅱ（前期） 藤 山 直 樹

秋 論文演習Ⅱ（前期） 道 又 爾

秋 論文演習Ⅱ（前期） 黒 川 由紀子

秋 論文演習Ⅱ（前期） 久 田 満

秋 論文演習Ⅱ（前期） 横 山 恭 子

秋 論文演習Ⅱ（前期） 廣 瀬 英 子

秋 論文演習Ⅱ（前期） 吉 村 聡

秋 論文演習Ⅱ（前期） 樋 口 匡 貴

秋 臨床心理査定演習Ⅱ
吉 村 聡

横 山 恭 子
輪講

秋 臨床心理基礎実習Ⅱ

毛 利 伊 吹

黒 川 由紀子

中 嶋 義 文

複数同時担当

秋 臨床心理実習Ⅱ
横 山 恭 子

藤 山 直 樹
複数同時担当

秋 心理測定学特殊研究Ⅱ 廣 瀬 英 子 心理測定学特殊研究Ⅰを履修済であること

秋 認知心理学特殊研究Ⅱ 道 又 爾

秋 臨床心理学特殊研究 横 山 恭 子

秋 生理心理学特殊研究Ⅱ 岡 田 隆

秋 発達心理学特殊研究Ⅱ 荻 野 美佐子

秋 社会心理学特殊研究Ⅱ 樋 口 匡 貴

秋 老年心理学特殊研究 黒 川 由紀子

秋 臨床人格心理学特殊研究 吉 村 聡

秋 人間関係特論 久 田 満

秋 臨床心理学研究法演習 吉 村 聡

秋 認知行動療法特殊研究 毛 利 伊 吹

秋 心理学基礎実習Ⅱ

道 又 爾

荻 野 美佐子

廣 瀬 英 子

複数同時担当

秋 心理学特殊実習Ⅱ 黒 川 由紀子

秋 心理学特殊実習Ⅱ 岡 田 隆

秋 心理学特殊実習Ⅱ 毛 利 伊 吹

秋 心理学特殊実習Ⅱ 荻 野 美佐子

休講 心理学特殊実習Ⅱ 藤 山 直 樹

秋 心理学特殊実習Ⅱ 道 又 爾

秋 心理学特殊実習Ⅱ 久 田 満

秋 心理学特殊実習Ⅱ 横 山 恭 子

秋 心理学特殊実習Ⅱ 廣 瀬 英 子

秋 心理学特殊実習Ⅱ 吉 村 聡

秋 心理学特殊実習Ⅱ 樋 口 匡 貴

休講 精神分析特殊研究 藤 山 直 樹

秋 修士論文 心理学専攻教員
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４．開講科目一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名 ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名

※ ＊：非常勤教員
備考

春 論文演習Ⅰ（前期） 岡 田 隆

春 論文演習Ⅰ（前期） 毛 利 伊 吹

春 論文演習Ⅰ（前期） 荻 野 美佐子

休講 論文演習Ⅰ（前期） 藤 山 直 樹

春 論文演習Ⅰ（前期） 道 又 爾

春 論文演習Ⅰ（前期） 黒 川 由紀子

春 論文演習Ⅰ（前期） 久 田 満

春 論文演習Ⅰ（前期） 横 山 恭 子

春 論文演習Ⅰ（前期） 廣 瀬 英 子

春 論文演習Ⅰ（前期） 吉 村 聡

春 論文演習Ⅰ（前期） 樋 口 匡 貴

春 臨床心理学特論Ⅰ 久 田 満

春 臨床心理学特論Ⅱ 黒 川 由紀子

春 臨床心理面接特論Ⅰ 毛 利 伊 吹

春 臨床心理面接特論Ⅱ 横 山 恭 子

春 臨床心理査定演習Ⅰ
吉 村 聡

横 山 恭 子
輪講

春 臨床心理基礎実習Ⅰ

毛 利 伊 吹

黒 川 由紀子

中 嶋 義 文

複数同時担当

春 臨床心理実習Ⅰ
横 山 恭 子

藤 山 直 樹
複数同時担当

春 心理測定学特殊研究Ⅰ 廣 瀬 英 子

春 認知心理学特殊研究Ⅰ 道 又 爾

休講 精神医学特殊研究 藤 山 直 樹

春 生理心理学特殊研究Ⅰ 岡 田 隆

春 発達心理学特殊研究Ⅰ 荻 野 美佐子

春 社会心理学特殊研究Ⅰ 樋 口 匡 貴

春 コミュニティ心理学特殊研究 久 田 満

春 心理学研究法演習
荻 野 美佐子

廣 瀬 英 子
輪講

春 心理学各論特殊研究 池 田 暁 史 春学期集中

春 心理統計法特論 萩生田 伸 子

春 グループ・アプローチ特論 高 良 聖

春 心理学基礎実習Ⅰ

横 山 恭 子

樋 口 匡 貴

岡 田 隆

複数同時担当

春 心理学特殊実習Ⅰ 岡 田 隆

春 心理学特殊実習Ⅰ 毛 利 伊 吹

春 心理学特殊実習Ⅰ 荻 野 美佐子

休講 心理学特殊実習Ⅰ 藤 山 直 樹

春 心理学特殊実習Ⅰ 道 又 爾

春 心理学特殊実習Ⅰ 黒 川 由紀子

春 心理学特殊実習Ⅰ 久 田 満

春 心理学特殊実習Ⅰ 横 山 恭 子

春 心理学特殊実習Ⅰ 廣 瀬 英 子

春 心理学特殊実習Ⅰ 吉 村 聡

─ ─

登 録

コード

開
講
期

科目名 ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名

※ ＊：非常勤教員
備考

春 心理学特殊実習Ⅰ 樋 口 匡 貴

春 教育臨床特論 伊 東 孝 郎

春 修士論文 心理学専攻教員 月修了者対象

秋 論文演習Ⅱ（前期） 岡 田 隆

秋 論文演習Ⅱ（前期） 毛 利 伊 吹

秋 論文演習Ⅱ（前期） 荻 野 美佐子

休講 論文演習Ⅱ（前期） 藤 山 直 樹

秋 論文演習Ⅱ（前期） 道 又 爾

秋 論文演習Ⅱ（前期） 黒 川 由紀子

秋 論文演習Ⅱ（前期） 久 田 満

秋 論文演習Ⅱ（前期） 横 山 恭 子

秋 論文演習Ⅱ（前期） 廣 瀬 英 子

秋 論文演習Ⅱ（前期） 吉 村 聡

秋 論文演習Ⅱ（前期） 樋 口 匡 貴

秋 臨床心理査定演習Ⅱ
吉 村 聡

横 山 恭 子
輪講

秋 臨床心理基礎実習Ⅱ

毛 利 伊 吹

黒 川 由紀子

中 嶋 義 文

複数同時担当

秋 臨床心理実習Ⅱ
横 山 恭 子

藤 山 直 樹
複数同時担当

秋 心理測定学特殊研究Ⅱ 廣 瀬 英 子 心理測定学特殊研究Ⅰを履修済であること

秋 認知心理学特殊研究Ⅱ 道 又 爾

秋 臨床心理学特殊研究 横 山 恭 子

秋 生理心理学特殊研究Ⅱ 岡 田 隆

秋 発達心理学特殊研究Ⅱ 荻 野 美佐子

秋 社会心理学特殊研究Ⅱ 樋 口 匡 貴

秋 老年心理学特殊研究 黒 川 由紀子

秋 臨床人格心理学特殊研究 吉 村 聡

秋 人間関係特論 久 田 満

秋 臨床心理学研究法演習 吉 村 聡

秋 認知行動療法特殊研究 毛 利 伊 吹

秋 心理学基礎実習Ⅱ

道 又 爾

荻 野 美佐子

廣 瀬 英 子

複数同時担当

秋 心理学特殊実習Ⅱ 黒 川 由紀子

秋 心理学特殊実習Ⅱ 岡 田 隆

秋 心理学特殊実習Ⅱ 毛 利 伊 吹

秋 心理学特殊実習Ⅱ 荻 野 美佐子

休講 心理学特殊実習Ⅱ 藤 山 直 樹

秋 心理学特殊実習Ⅱ 道 又 爾

秋 心理学特殊実習Ⅱ 久 田 満

秋 心理学特殊実習Ⅱ 横 山 恭 子

秋 心理学特殊実習Ⅱ 廣 瀬 英 子

秋 心理学特殊実習Ⅱ 吉 村 聡

秋 心理学特殊実習Ⅱ 樋 口 匡 貴

休講 精神分析特殊研究 藤 山 直 樹

秋 修士論文 心理学専攻教員
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５．研究指導一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ

リング
担当教員名 備考

春 研究指導 岡 田 隆

春 研究指導 毛 利 伊 吹

春 研究指導 荻 野 美佐子

休講 研究指導 藤 山 直 樹

春 研究指導 道 又 爾

春 研究指導 黒 川 由紀子

春 研究指導 久 田 満

春 研究指導 横 山 恭 子

春 研究指導 廣 瀬 英 子

春 研究指導 吉 村 聡

春 研究指導 樋 口 匡 貴

秋 研究指導 岡 田 隆

秋 研究指導 毛 利 伊 吹

秋 研究指導 荻 野 美佐子

休講 研究指導 藤 山 直 樹

秋 研究指導 道 又 爾

秋 研究指導 黒 川 由紀子

秋 研究指導 久 田 満

秋 研究指導 横 山 恭 子

秋 研究指導 廣 瀬 英 子

秋 研究指導 吉 村 聡

秋 研究指導 樋 口 匡 貴

─ ─

１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件

【 年次生以降】

要件項目名
必要

単位数

必要

科目数
備考（上限，その他）

総単位数

授業科目

‣必修科目

┗論文演習Ⅰ 後期 ３年間（３回）履修すること

┗論文演習Ⅱ 後期 ３年間（３回）履修すること

‣選択科目

研究指導（必修） 単位なし，毎学期，履修すること

博士論文 必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること。博士論文の審査基準は別に定める。

【 年次生以前】

要件項目名
必要

単位数

必要

科目数
備考（上限，その他）

総単位数

‣必修科目

┗論文指導演習Ⅰ 後期 ３年間（３回）履修すること

┗論文指導演習Ⅱ 後期 ３年間（３回）履修すること

‣選択科目

博士論文 必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること。博士論文の審査基準は別に定める。

【博士論文審査基準】

自立した研究者として研究を継続遂行し，当該分野・領域の研究において，将来にわたり独自の貢献を行うことができ

る能力を有することが認められること。

１） 問題設定：問題意識が明確で，課題設定が適切であること。 
２） 先行研究の理解：先行研究を適切に検討，吟味していること。 
３） 研究方法・分析方法：研究目的に対し，研究のデザイン・研究方法・分析方法が適切であること。 
４） 論文構成：論文構成が的確で，論理展開に整合性，一貫性があること。 
５） 研究の位置づけ：当該分野，領域における社会的・学術的な意義が認められること。 
６） 独創性：全体を通して学術的独創性が認められること。 
７） 倫理的配慮：研究方法の適切性に留意し，研究対象に対する適切な倫理的配慮を行っていること。各種学会，大学

等が定める倫理基準を満たしたものであること。 
８） 形式面：以下の形式面が整っていること。 

１）章・節の構成が適切であり，目次を見ることで全体の論旨が予想できること。

２）文章が明快で，論旨が明確に理解可能であること。

３）引用が適切で，引用文献表がきちんと整えられていること。

４）論文，引用の基本的体裁が「アメリカ心理学会出版マニュアル」および日本心理学会の「執筆・投稿の手引

き」に準拠したものであること。

なお，博士論文に関しては，心理学専攻博士論文内規に基づき，専攻における構想発表会を経たものであること（心理

学専攻内規を参照）。

心理学専攻 博士後期課程
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５．研究指導一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ

リング
担当教員名 備考

春 研究指導 岡 田 隆

春 研究指導 毛 利 伊 吹

春 研究指導 荻 野 美佐子

休講 研究指導 藤 山 直 樹

春 研究指導 道 又 爾

春 研究指導 黒 川 由紀子

春 研究指導 久 田 満

春 研究指導 横 山 恭 子

春 研究指導 廣 瀬 英 子

春 研究指導 吉 村 聡

春 研究指導 樋 口 匡 貴

秋 研究指導 岡 田 隆

秋 研究指導 毛 利 伊 吹

秋 研究指導 荻 野 美佐子

休講 研究指導 藤 山 直 樹

秋 研究指導 道 又 爾

秋 研究指導 黒 川 由紀子

秋 研究指導 久 田 満

秋 研究指導 横 山 恭 子

秋 研究指導 廣 瀬 英 子

秋 研究指導 吉 村 聡

秋 研究指導 樋 口 匡 貴

─ ─

１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件

【 年次生以降】

要件項目名
必要

単位数

必要

科目数
備考（上限，その他）

総単位数

授業科目

‣必修科目

┗論文演習Ⅰ 後期 ３年間（３回）履修すること

┗論文演習Ⅱ 後期 ３年間（３回）履修すること

‣選択科目

研究指導（必修） 単位なし，毎学期，履修すること

博士論文 必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること。博士論文の審査基準は別に定める。

【 年次生以前】

要件項目名
必要

単位数

必要

科目数
備考（上限，その他）

総単位数

‣必修科目

┗論文指導演習Ⅰ 後期 ３年間（３回）履修すること

┗論文指導演習Ⅱ 後期 ３年間（３回）履修すること

‣選択科目

博士論文 必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること。博士論文の審査基準は別に定める。

【博士論文審査基準】

自立した研究者として研究を継続遂行し，当該分野・領域の研究において，将来にわたり独自の貢献を行うことができ

る能力を有することが認められること。

１） 問題設定：問題意識が明確で，課題設定が適切であること。 
２） 先行研究の理解：先行研究を適切に検討，吟味していること。 
３） 研究方法・分析方法：研究目的に対し，研究のデザイン・研究方法・分析方法が適切であること。 
４） 論文構成：論文構成が的確で，論理展開に整合性，一貫性があること。 
５） 研究の位置づけ：当該分野，領域における社会的・学術的な意義が認められること。 
６） 独創性：全体を通して学術的独創性が認められること。 
７） 倫理的配慮：研究方法の適切性に留意し，研究対象に対する適切な倫理的配慮を行っていること。各種学会，大学

等が定める倫理基準を満たしたものであること。 
８） 形式面：以下の形式面が整っていること。 

１）章・節の構成が適切であり，目次を見ることで全体の論旨が予想できること。

２）文章が明快で，論旨が明確に理解可能であること。

３）引用が適切で，引用文献表がきちんと整えられていること。

４）論文，引用の基本的体裁が「アメリカ心理学会出版マニュアル」および日本心理学会の「執筆・投稿の手引

き」に準拠したものであること。

なお，博士論文に関しては，心理学専攻博士論文内規に基づき，専攻における構想発表会を経たものであること（心理

学専攻内規を参照）。

心理学専攻 博士後期課程
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２．授業科目の編成・単位

科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

論文指導演習Ⅰ（後期）※注

論文指導演習Ⅱ（後期）※注

論文演習Ⅰ（後期）※注

論文演習Ⅱ（後期）※注

※注１： 年次生以前対象

※注２： 年次生以降対象

３．履修上の注意

下記に従って 単位以上を修得し，指導教員の指導のもとに博士論文を作成・提出することが必要である。

必修 単位： 年次生以降は論文演習Ⅰ（後期）及び論文演習Ⅱ（後期）を， 年次生以前は論文指導演習Ⅰ（後

期）及び論文指導演習Ⅱ（後期）を 年間履修する。

○ 全ての科目は繰り返し履修することが可能であり，修了に必要な単位として認められる。

１） 年次生以降は研究指導（必修）を在籍中は毎学期必ず履修すること。

２）博士前期課程開講の「心理学特殊実習Ⅰ」及び「心理学特殊実習Ⅱ」を履修しようとする者は，学年初めに専攻主

任に届出し，承認を得た後に履修することができる。

３）博士前期課程開講の「心理学基礎実習Ⅰ」「心理学基礎実習Ⅱ」を履修しようとする者は，あらかじめ指導教員と

相談すること。

４）博士後期課程にあって博士論文未提出に終わる場合には， 年次の大学院（満期）修了時に，後期課程における研

究報告書を専攻に提出すること。報告書は，心理学専攻修了者研究報告集の書式に従い（ 字程度，報告書 ペ

ージ分），在籍中の研究成果（学会発表の内容等）を具体的に盛り込むこと。なお，学会誌発表あるいはそれに準ず

る論文がある場合は，業績一覧（ 字程度，報告書 ページ分）をもって研究報告書に代えることができる。業

績一覧の書式，内容については，専攻に問い合わせること。

５）年初めの心理学専攻ガイダンスでの説明に十分留意すること。

６）不明な点は指導教員と相談の上，履修を行うこと。

〈カリキュラムの変更に伴う新旧科目の対応と履修単位の読み替え措置について〉

新旧科目の対応と履修単位の読み替えは，以下の表により，対応する科目は同一科目とみなす。

年度以前の開講科目 年度以降の開講科目

論文指導演習（後期）（ ）
論文指導演習Ⅰ（後期）（ ）

論文指導演習Ⅱ（後期）（ ）

心理学特殊実習（ ）
心理学特殊実習Ⅰ（ ）

心理学特殊実習Ⅱ（ ）

（ ）内は単位数

〔がん医療心理学関連科目〕

年度より開設された 大学院の連携授業（「がん医療心理学演習Ⅰ 」，「がん医療心理学特殊講義Ⅰ」など）につい

て， 単位以上を取得したときに，修了認定証が与えられる。なお，履修に際しては，講義，演習，実習，ワークショ

ップの異なる種別の科目を履修することが望ましい。詳細は専攻主任に確認すること。また，これらの科目の履修に当

たっては，あらかじめ専攻主任に相談すること。

─ ─

４．開講科目一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名 ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名

※ ＊：非常勤教員
備考

春 論文指導演習Ⅰ（後期） 岡 田 隆 年次生以前対象，「論文演習Ⅰ」と合併

春 論文指導演習Ⅰ（後期） 毛 利 伊 吹 年次生以前対象，「論文演習Ⅰ」と合併

春 論文指導演習Ⅰ（後期） 荻 野 美佐子 年次生以前対象，「論文演習Ⅰ」と合併

休講 論文指導演習Ⅰ（後期） 藤 山 直 樹 年次生以前対象，「論文演習Ⅰ」と合併

春 論文指導演習Ⅰ（後期） 道 又 爾 年次生以前対象，「論文演習Ⅰ」と合併

春 論文指導演習Ⅰ（後期） 黒 川 由紀子 年次生以前対象，「論文演習Ⅰ」と合併

春 論文指導演習Ⅰ（後期） 久 田 満 年次生以前対象，「論文演習Ⅰ」と合併

春 論文指導演習Ⅰ（後期） 横 山 恭 子 年次生以前対象，「論文演習Ⅰ」と合併

春 論文指導演習Ⅰ（後期） 廣 瀬 英 子 年次生以前対象，「論文演習Ⅰ」と合併

春 論文指導演習Ⅰ（後期） 吉 村 聡 年次生以前対象，「論文演習Ⅰ」と合併

春 論文指導演習Ⅰ（後期） 樋 口 匡 貴 年次生以前対象，「論文演習Ⅰ」と合併

春 論文演習Ⅰ（後期） 岡 田 隆 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅰ」と合併

春 論文演習Ⅰ（後期） 毛 利 伊 吹 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅰ」と合併

春 論文演習Ⅰ（後期） 荻 野 美佐子 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅰ」と合併

休講 論文演習Ⅰ（後期） 藤 山 直 樹 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅰ」と合併

春 論文演習Ⅰ（後期） 道 又 爾 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅰ」と合併

春 論文演習Ⅰ（後期） 黒 川 由紀子 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅰ」と合併

春 論文演習Ⅰ（後期） 久 田 満 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅰ」と合併

春 論文演習Ⅰ（後期） 横 山 恭 子 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅰ」と合併

春 論文演習Ⅰ（後期） 廣 瀬 英 子 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅰ」と合併

春 論文演習Ⅰ（後期） 吉 村 聡 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅰ」と合併

春 論文演習Ⅰ（後期） 樋 口 匡 貴 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅰ」と合併

春 がん医療心理学演習Ⅰ １ 心理学専攻教員 他 大学院の連携授業，春学期集中，輪講

春 がん医療心理学特殊講義Ⅰ １ 心理学専攻教員 他 大学院の連携授業

春 がんチーム医療演習Ⅰ １ 心理学専攻教員 他 大学院の連携授業

春 がん医療心理学実習Ⅰ １ 心理学専攻教員 他 大学院の連携授業

秋 論文指導演習Ⅱ（後期） 岡 田 隆 年次生以前対象，「論文演習Ⅱ」と合併

秋 論文指導演習Ⅱ（後期） 毛 利 伊 吹 年次生以前対象，「論文演習Ⅱ」と合併

秋 論文指導演習Ⅱ（後期） 荻 野 美佐子 年次生以前対象，「論文演習Ⅱ」と合併

休講 論文指導演習Ⅱ（後期） 藤 山 直 樹 年次生以前対象，「論文演習Ⅱ」と合併

秋 論文指導演習Ⅱ（後期） 道 又 爾 年次生以前対象，「論文演習Ⅱ」と合併

秋 論文指導演習Ⅱ（後期） 黒 川 由紀子 年次生以前対象，「論文演習Ⅱ」と合併

秋 論文指導演習Ⅱ（後期） 久 田 満 年次生以前対象，「論文演習Ⅱ」と合併

秋 論文指導演習Ⅱ（後期） 横 山 恭 子 年次生以前対象，「論文演習Ⅱ」と合併

秋 論文指導演習Ⅱ（後期） 廣 瀬 英 子 年次生以前対象，「論文演習Ⅱ」と合併

秋 論文指導演習Ⅱ（後期） 吉 村 聡 年次生以前対象，「論文演習Ⅱ」と合併

秋 論文指導演習Ⅱ（後期） 樋 口 匡 貴 年次生以前対象，「論文演習Ⅱ」と合併

秋 論文演習Ⅱ（後期） 岡 田 隆 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅱ」と合併

秋 論文演習Ⅱ（後期） 毛 利 伊 吹 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅱ」と合併

秋 論文演習Ⅱ（後期） 荻 野 美佐子 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅱ」と合併

休講 論文演習Ⅱ（後期） 藤 山 直 樹 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅱ」と合併

秋 論文演習Ⅱ（後期） 道 又 爾 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅱ」と合併

秋 論文演習Ⅱ（後期） 黒 川 由紀子 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅱ」と合併

秋 論文演習Ⅱ（後期） 久 田 満 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅱ」と合併

秋 論文演習Ⅱ（後期） 横 山 恭 子 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅱ」と合併

秋 論文演習Ⅱ（後期） 廣 瀬 英 子 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅱ」と合併
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２．授業科目の編成・単位

科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

論文指導演習Ⅰ（後期）※注

論文指導演習Ⅱ（後期）※注

論文演習Ⅰ（後期）※注

論文演習Ⅱ（後期）※注

※注１： 年次生以前対象

※注２： 年次生以降対象

３．履修上の注意

下記に従って 単位以上を修得し，指導教員の指導のもとに博士論文を作成・提出することが必要である。

必修 単位： 年次生以降は論文演習Ⅰ（後期）及び論文演習Ⅱ（後期）を， 年次生以前は論文指導演習Ⅰ（後

期）及び論文指導演習Ⅱ（後期）を 年間履修する。

○ 全ての科目は繰り返し履修することが可能であり，修了に必要な単位として認められる。

１） 年次生以降は研究指導（必修）を在籍中は毎学期必ず履修すること。

２）博士前期課程開講の「心理学特殊実習Ⅰ」及び「心理学特殊実習Ⅱ」を履修しようとする者は，学年初めに専攻主

任に届出し，承認を得た後に履修することができる。

３）博士前期課程開講の「心理学基礎実習Ⅰ」「心理学基礎実習Ⅱ」を履修しようとする者は，あらかじめ指導教員と

相談すること。

４）博士後期課程にあって博士論文未提出に終わる場合には， 年次の大学院（満期）修了時に，後期課程における研

究報告書を専攻に提出すること。報告書は，心理学専攻修了者研究報告集の書式に従い（ 字程度，報告書 ペ

ージ分），在籍中の研究成果（学会発表の内容等）を具体的に盛り込むこと。なお，学会誌発表あるいはそれに準ず

る論文がある場合は，業績一覧（ 字程度，報告書 ページ分）をもって研究報告書に代えることができる。業

績一覧の書式，内容については，専攻に問い合わせること。

５）年初めの心理学専攻ガイダンスでの説明に十分留意すること。

６）不明な点は指導教員と相談の上，履修を行うこと。

〈カリキュラムの変更に伴う新旧科目の対応と履修単位の読み替え措置について〉

新旧科目の対応と履修単位の読み替えは，以下の表により，対応する科目は同一科目とみなす。

年度以前の開講科目 年度以降の開講科目

論文指導演習（後期）（ ）
論文指導演習Ⅰ（後期）（ ）

論文指導演習Ⅱ（後期）（ ）

心理学特殊実習（ ）
心理学特殊実習Ⅰ（ ）

心理学特殊実習Ⅱ（ ）

（ ）内は単位数

〔がん医療心理学関連科目〕

年度より開設された 大学院の連携授業（「がん医療心理学演習Ⅰ 」，「がん医療心理学特殊講義Ⅰ」など）につい

て， 単位以上を取得したときに，修了認定証が与えられる。なお，履修に際しては，講義，演習，実習，ワークショ

ップの異なる種別の科目を履修することが望ましい。詳細は専攻主任に確認すること。また，これらの科目の履修に当

たっては，あらかじめ専攻主任に相談すること。

─ ─

４．開講科目一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名 ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名

※ ＊：非常勤教員
備考

春 論文指導演習Ⅰ（後期） 岡 田 隆 年次生以前対象，「論文演習Ⅰ」と合併

春 論文指導演習Ⅰ（後期） 毛 利 伊 吹 年次生以前対象，「論文演習Ⅰ」と合併

春 論文指導演習Ⅰ（後期） 荻 野 美佐子 年次生以前対象，「論文演習Ⅰ」と合併

休講 論文指導演習Ⅰ（後期） 藤 山 直 樹 年次生以前対象，「論文演習Ⅰ」と合併

春 論文指導演習Ⅰ（後期） 道 又 爾 年次生以前対象，「論文演習Ⅰ」と合併

春 論文指導演習Ⅰ（後期） 黒 川 由紀子 年次生以前対象，「論文演習Ⅰ」と合併

春 論文指導演習Ⅰ（後期） 久 田 満 年次生以前対象，「論文演習Ⅰ」と合併

春 論文指導演習Ⅰ（後期） 横 山 恭 子 年次生以前対象，「論文演習Ⅰ」と合併

春 論文指導演習Ⅰ（後期） 廣 瀬 英 子 年次生以前対象，「論文演習Ⅰ」と合併

春 論文指導演習Ⅰ（後期） 吉 村 聡 年次生以前対象，「論文演習Ⅰ」と合併

春 論文指導演習Ⅰ（後期） 樋 口 匡 貴 年次生以前対象，「論文演習Ⅰ」と合併

春 論文演習Ⅰ（後期） 岡 田 隆 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅰ」と合併

春 論文演習Ⅰ（後期） 毛 利 伊 吹 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅰ」と合併

春 論文演習Ⅰ（後期） 荻 野 美佐子 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅰ」と合併

休講 論文演習Ⅰ（後期） 藤 山 直 樹 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅰ」と合併

春 論文演習Ⅰ（後期） 道 又 爾 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅰ」と合併

春 論文演習Ⅰ（後期） 黒 川 由紀子 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅰ」と合併

春 論文演習Ⅰ（後期） 久 田 満 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅰ」と合併

春 論文演習Ⅰ（後期） 横 山 恭 子 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅰ」と合併

春 論文演習Ⅰ（後期） 廣 瀬 英 子 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅰ」と合併

春 論文演習Ⅰ（後期） 吉 村 聡 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅰ」と合併

春 論文演習Ⅰ（後期） 樋 口 匡 貴 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅰ」と合併

春 がん医療心理学演習Ⅰ １ 心理学専攻教員 他 大学院の連携授業，春学期集中，輪講

春 がん医療心理学特殊講義Ⅰ １ 心理学専攻教員 他 大学院の連携授業

春 がんチーム医療演習Ⅰ １ 心理学専攻教員 他 大学院の連携授業

春 がん医療心理学実習Ⅰ １ 心理学専攻教員 他 大学院の連携授業

秋 論文指導演習Ⅱ（後期） 岡 田 隆 年次生以前対象，「論文演習Ⅱ」と合併

秋 論文指導演習Ⅱ（後期） 毛 利 伊 吹 年次生以前対象，「論文演習Ⅱ」と合併

秋 論文指導演習Ⅱ（後期） 荻 野 美佐子 年次生以前対象，「論文演習Ⅱ」と合併

休講 論文指導演習Ⅱ（後期） 藤 山 直 樹 年次生以前対象，「論文演習Ⅱ」と合併

秋 論文指導演習Ⅱ（後期） 道 又 爾 年次生以前対象，「論文演習Ⅱ」と合併

秋 論文指導演習Ⅱ（後期） 黒 川 由紀子 年次生以前対象，「論文演習Ⅱ」と合併

秋 論文指導演習Ⅱ（後期） 久 田 満 年次生以前対象，「論文演習Ⅱ」と合併

秋 論文指導演習Ⅱ（後期） 横 山 恭 子 年次生以前対象，「論文演習Ⅱ」と合併

秋 論文指導演習Ⅱ（後期） 廣 瀬 英 子 年次生以前対象，「論文演習Ⅱ」と合併

秋 論文指導演習Ⅱ（後期） 吉 村 聡 年次生以前対象，「論文演習Ⅱ」と合併

秋 論文指導演習Ⅱ（後期） 樋 口 匡 貴 年次生以前対象，「論文演習Ⅱ」と合併

秋 論文演習Ⅱ（後期） 岡 田 隆 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅱ」と合併

秋 論文演習Ⅱ（後期） 毛 利 伊 吹 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅱ」と合併

秋 論文演習Ⅱ（後期） 荻 野 美佐子 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅱ」と合併

休講 論文演習Ⅱ（後期） 藤 山 直 樹 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅱ」と合併

秋 論文演習Ⅱ（後期） 道 又 爾 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅱ」と合併

秋 論文演習Ⅱ（後期） 黒 川 由紀子 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅱ」と合併

秋 論文演習Ⅱ（後期） 久 田 満 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅱ」と合併

秋 論文演習Ⅱ（後期） 横 山 恭 子 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅱ」と合併

秋 論文演習Ⅱ（後期） 廣 瀬 英 子 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅱ」と合併

６	

総
合
人
間
科
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究
科

心
理
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登 録

コード

開
講
期

科目名 ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名

※ ＊：非常勤教員
備考

秋 論文演習Ⅱ（後期） 吉 村 聡 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅱ」と合併

秋 論文演習Ⅱ（後期） 樋 口 匡 貴 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅱ」と合併

秋 がん医療心理学演習Ⅱ １ 心理学専攻教員 他 大学院の連携授業，秋学期集中，輪講

秋 がん医療心理学特殊講義Ⅱ １ 心理学専攻教員 他 大学院の連携授業

秋 がんチーム医療演習Ⅱ １ 心理学専攻教員 他 大学院の連携授業

秋 がん医療心理学実習Ⅱ １ 心理学専攻教員 他 大学院の連携授業

５．研究指導一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ
リング 担当教員名 備考

春 研究指導 岡 田 隆 指導科目 年次生以降対象

春 研究指導 毛 利 伊 吹 指導科目 年次生以降対象

春 研究指導 荻 野 美佐子 指導科目 年次生以降対象

休講 研究指導 藤 山 直 樹 指導科目 年次生以降対象

春 研究指導 道 又 爾 指導科目 年次生以降対象

春 研究指導 黒 川 由紀子 指導科目 年次生以降対象

春 研究指導 久 田 満 指導科目 年次生以降対象

春 研究指導 横 山 恭 子 指導科目 年次生以降対象

春 研究指導 廣 瀬 英 子 指導科目 年次生以降対象

春 研究指導 吉 村 聡 指導科目 年次生以降対象

春 研究指導 樋 口 匡 貴 指導科目 年次生以降対象

秋 研究指導 岡 田 隆 指導科目 年次生以降対象

秋 研究指導 毛 利 伊 吹 指導科目 年次生以降対象

秋 研究指導 荻 野 美佐子 指導科目 年次生以降対象

休講 研究指導 藤 山 直 樹 指導科目 年次生以降対象

秋 研究指導 道 又 爾 指導科目 年次生以降対象

秋 研究指導 黒 川 由紀子 指導科目 年次生以降対象

秋 研究指導 久 田 満 指導科目 年次生以降対象

秋 研究指導 横 山 恭 子 指導科目 年次生以降対象

秋 研究指導 廣 瀬 英 子 指導科目 年次生以降対象

秋 研究指導 吉 村 聡 指導科目 年次生以降対象

秋 研究指導 樋 口 匡 貴 指導科目 年次生以降対象
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   

授業科目    

‣必修科目 8   

┗社会学理論 2   

┗社会学方法論 2   

┗論文演習Ⅰ 2   

┗論文演習Ⅱ 2   

‣選択科目 22   

┗自専攻科目    

┗自研究科他専攻科目    

┗委託聴講科目   10単位まで修了に必要な単位として認める 

研究指導（必修）   単位なし，毎学期履修すること 

修士論文   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論

文登録をすること） 

修士論文の審査基準は別に定める 

 

【修士論文審査基準】 

 

１） 明確な問題意識により課題設定がなされていること。 
２） 論文全体が的確に構成され，整合的で一貫した論理展開がなされていること。 
３） 研究対象分野における既存の研究成果が適切に検討・理解されていること。 
４） 当該分野に関する知識の向上に対して何らかの貢献が行われていること。 
５） 文章表現が明快であること。 
 

社会学専攻  博士前期課程 

６ 

総
合
人
間
科
学
研
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科

心
理
学
専
攻
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登 録

コード

開
講
期

科目名 ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名

※ ＊：非常勤教員
備考

秋 論文演習Ⅱ（後期） 吉 村 聡 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅱ」と合併

秋 論文演習Ⅱ（後期） 樋 口 匡 貴 年次生以降対象，「論文指導演習Ⅱ」と合併

秋 がん医療心理学演習Ⅱ １ 心理学専攻教員 他 大学院の連携授業，秋学期集中，輪講

秋 がん医療心理学特殊講義Ⅱ １ 心理学専攻教員 他 大学院の連携授業

秋 がんチーム医療演習Ⅱ １ 心理学専攻教員 他 大学院の連携授業

秋 がん医療心理学実習Ⅱ １ 心理学専攻教員 他 大学院の連携授業

５．研究指導一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ
リング 担当教員名 備考

春 研究指導 岡 田 隆 指導科目 年次生以降対象

春 研究指導 毛 利 伊 吹 指導科目 年次生以降対象

春 研究指導 荻 野 美佐子 指導科目 年次生以降対象

休講 研究指導 藤 山 直 樹 指導科目 年次生以降対象

春 研究指導 道 又 爾 指導科目 年次生以降対象

春 研究指導 黒 川 由紀子 指導科目 年次生以降対象

春 研究指導 久 田 満 指導科目 年次生以降対象

春 研究指導 横 山 恭 子 指導科目 年次生以降対象

春 研究指導 廣 瀬 英 子 指導科目 年次生以降対象

春 研究指導 吉 村 聡 指導科目 年次生以降対象

春 研究指導 樋 口 匡 貴 指導科目 年次生以降対象

秋 研究指導 岡 田 隆 指導科目 年次生以降対象

秋 研究指導 毛 利 伊 吹 指導科目 年次生以降対象

秋 研究指導 荻 野 美佐子 指導科目 年次生以降対象

休講 研究指導 藤 山 直 樹 指導科目 年次生以降対象

秋 研究指導 道 又 爾 指導科目 年次生以降対象

秋 研究指導 黒 川 由紀子 指導科目 年次生以降対象

秋 研究指導 久 田 満 指導科目 年次生以降対象

秋 研究指導 横 山 恭 子 指導科目 年次生以降対象

秋 研究指導 廣 瀬 英 子 指導科目 年次生以降対象

秋 研究指導 吉 村 聡 指導科目 年次生以降対象

秋 研究指導 樋 口 匡 貴 指導科目 年次生以降対象
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   

授業科目    

‣必修科目 8   

┗社会学理論 2   

┗社会学方法論 2   

┗論文演習Ⅰ 2   

┗論文演習Ⅱ 2   

‣選択科目 22   

┗自専攻科目    

┗自研究科他専攻科目    

┗委託聴講科目   10単位まで修了に必要な単位として認める 

研究指導（必修）   単位なし，毎学期履修すること 

修士論文   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論

文登録をすること） 

修士論文の審査基準は別に定める 

 

【修士論文審査基準】 

 

１） 明確な問題意識により課題設定がなされていること。 
２） 論文全体が的確に構成され，整合的で一貫した論理展開がなされていること。 
３） 研究対象分野における既存の研究成果が適切に検討・理解されていること。 
４） 当該分野に関する知識の向上に対して何らかの貢献が行われていること。 
５） 文章表現が明快であること。 
 

社会学専攻  博士前期課程 
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２．授業科目の編成・単位

単 位 数

必
修

選
必

選
択

社会学理論

社会学方法論

社会階層論特講Ⅰ

社会階層論特講Ⅱ

地域社会論特講Ⅰ

地域社会論特講Ⅱ

社会運動論特講

歴史社会学特講

宗教社会学特講Ⅰ

宗教社会学特講Ⅱ

経済と組織の社会学Ⅰ

経済と組織の社会学Ⅱ

ライフスタイルと社会政策Ⅰ

ライフスタイルと社会政策Ⅱ

ナショナリズムとグローバル化Ⅰ

ナショナリズムとグローバル化Ⅱ

単 位 数

必
修

選
必

選
択

ライフコース研究Ⅰ

ライフコース研究Ⅱ

現代社会理論特講

社会学研究法Ⅰ

社会学研究法Ⅱ

（他）比較社会学研究 （基礎）※注

（他）比較社会学研究 （応用）※注

（他）グローバル市民社会論研究 （基礎）※注

（他）グローバル市民社会論研究 （応用）※注

（他）国際人口移動研究 （基礎）※注

（他）国際人口移動研究 （応用）※注

（他）国際社会学研究 （基礎）※注

（他）国際社会学研究 （応用）※注

論文演習Ⅰ（ ）

論文演習Ⅱ（ ）

※注 ：国際関係論専攻開講科目。

３．履修上の注意

本専攻では前期課程 年間において， 単位以上（「論文演習Ⅰ・Ⅱ」 単位を含む）を履修し，修士論文を提出す

ることを修了の必須要件としている。

後期課程に進むためには，所定の選抜試験を受け，これに合格しなければならない。なお，「論文演習Ⅰ・Ⅱ」

は，原則として指導教員による科目のみを履修することとし，同一学期に複数の科目を履修することはできない。

「研究指導（必修）」を毎学期履修すること。

科 目 名
科 目 名

※（他）：他専攻開講科目

─ ─

４．開講科目一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名

※ ＊：非常勤教員
備考

春 社会学理論 田 渕 六 郎

春 論文演習Ⅰ 芳 賀 学 Ｍ 対象

春 論文演習Ⅰ 田 渕 六 郎 Ｍ 対象

春 論文演習Ⅰ 藤 村 正 之 Ｍ 対象

春 論文演習Ⅰ 吉 野 耕 作 Ｍ 対象

春 論文演習Ⅰ 竹ノ下 弘 久 Ｍ 対象

春 論文演習Ⅰ 植 田 今日子 Ｍ 対象

春 宗教社会学特講Ⅰ 芳 賀 学

春 ライフスタイルと社会政策Ｉ 藤 村 正 之

春 ナショナリズムとグローバル化Ｉ 吉 野 耕 作

春 ライフコース研究Ｉ 田 渕 六 郎

春 経済と組織の社会学Ｉ 渡 辺 深

春 社会階層論特講Ⅰ 竹ノ下 弘 久 授業はすべて英語で行う

春 歴史社会学特講 猿 谷 弘 江

春 現代社会理論特講 園 部 雅 久

秋 社会学方法論 竹ノ下 弘 久

秋 論文演習Ⅱ 芳 賀 学 Ｍ 対象

秋 論文演習Ⅱ 田 渕 六 郎 Ｍ 対象

秋 論文演習Ⅱ 藤 村 正 之 Ｍ 対象

秋 論文演習Ⅱ 吉 野 耕 作 Ｍ 対象

秋 論文演習Ⅱ 竹ノ下 弘 久 Ｍ 対象

秋 論文演習Ⅱ 植 田 今日子 Ｍ 対象

秋 宗教社会学特講Ⅱ 芳 賀 学

秋 ライフスタイルと社会政策Ⅱ 藤 村 正 之

秋 社会階層論特講Ⅱ 竹ノ下 弘 久 授業はすべて英語で行う

秋 ライフコース研究Ⅱ 田 渕 六 郎

秋 経済と組織の社会学Ⅱ 渡 辺 深

秋 ナショナリズムとグローバル化Ⅱ 吉 野 耕 作

秋 地域社会論特講Ⅰ 植 田 今日子

秋 地域社会論特講Ⅱ 植 田 今日子

秋 社会運動論特講 猿 谷 弘 江

秋 社会学研究法Ⅰ 杉 野 勇 隔年開講

秋 修士論文 社会学専攻各指導教員 Ｍ 対象

春 修士論文 社会学専攻各指導教員 Ｍ 対象， 月修了者用

休講 社会学研究法Ⅱ 苫米地 伸 隔年開講

６	

総
合
人
間
科
学
研
究
科

社
会
学
専
攻
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２．授業科目の編成・単位

単 位 数

必
修

選
必

選
択

社会学理論

社会学方法論

社会階層論特講Ⅰ

社会階層論特講Ⅱ

地域社会論特講Ⅰ

地域社会論特講Ⅱ

社会運動論特講

歴史社会学特講

宗教社会学特講Ⅰ

宗教社会学特講Ⅱ

経済と組織の社会学Ⅰ

経済と組織の社会学Ⅱ

ライフスタイルと社会政策Ⅰ

ライフスタイルと社会政策Ⅱ

ナショナリズムとグローバル化Ⅰ

ナショナリズムとグローバル化Ⅱ

単 位 数

必
修

選
必

選
択

ライフコース研究Ⅰ

ライフコース研究Ⅱ

現代社会理論特講

社会学研究法Ⅰ

社会学研究法Ⅱ

（他）比較社会学研究 （基礎）※注

（他）比較社会学研究 （応用）※注

（他）グローバル市民社会論研究 （基礎）※注

（他）グローバル市民社会論研究 （応用）※注

（他）国際人口移動研究 （基礎）※注

（他）国際人口移動研究 （応用）※注

（他）国際社会学研究 （基礎）※注

（他）国際社会学研究 （応用）※注

論文演習Ⅰ（ ）

論文演習Ⅱ（ ）

※注 ：国際関係論専攻開講科目。

３．履修上の注意

本専攻では前期課程 年間において， 単位以上（「論文演習Ⅰ・Ⅱ」 単位を含む）を履修し，修士論文を提出す

ることを修了の必須要件としている。

後期課程に進むためには，所定の選抜試験を受け，これに合格しなければならない。なお，「論文演習Ⅰ・Ⅱ」

は，原則として指導教員による科目のみを履修することとし，同一学期に複数の科目を履修することはできない。

「研究指導（必修）」を毎学期履修すること。

科 目 名
科 目 名

※（他）：他専攻開講科目

─ ─

４．開講科目一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名

※ ＊：非常勤教員
備考

春 社会学理論 田 渕 六 郎

春 論文演習Ⅰ 芳 賀 学 Ｍ 対象

春 論文演習Ⅰ 田 渕 六 郎 Ｍ 対象

春 論文演習Ⅰ 藤 村 正 之 Ｍ 対象

春 論文演習Ⅰ 吉 野 耕 作 Ｍ 対象

春 論文演習Ⅰ 竹ノ下 弘 久 Ｍ 対象

春 論文演習Ⅰ 植 田 今日子 Ｍ 対象

春 宗教社会学特講Ⅰ 芳 賀 学

春 ライフスタイルと社会政策Ｉ 藤 村 正 之

春 ナショナリズムとグローバル化Ｉ 吉 野 耕 作

春 ライフコース研究Ｉ 田 渕 六 郎

春 経済と組織の社会学Ｉ 渡 辺 深

春 社会階層論特講Ⅰ 竹ノ下 弘 久 授業はすべて英語で行う

春 歴史社会学特講 猿 谷 弘 江

春 現代社会理論特講 園 部 雅 久

秋 社会学方法論 竹ノ下 弘 久

秋 論文演習Ⅱ 芳 賀 学 Ｍ 対象

秋 論文演習Ⅱ 田 渕 六 郎 Ｍ 対象

秋 論文演習Ⅱ 藤 村 正 之 Ｍ 対象

秋 論文演習Ⅱ 吉 野 耕 作 Ｍ 対象

秋 論文演習Ⅱ 竹ノ下 弘 久 Ｍ 対象

秋 論文演習Ⅱ 植 田 今日子 Ｍ 対象

秋 宗教社会学特講Ⅱ 芳 賀 学

秋 ライフスタイルと社会政策Ⅱ 藤 村 正 之

秋 社会階層論特講Ⅱ 竹ノ下 弘 久 授業はすべて英語で行う

秋 ライフコース研究Ⅱ 田 渕 六 郎

秋 経済と組織の社会学Ⅱ 渡 辺 深

秋 ナショナリズムとグローバル化Ⅱ 吉 野 耕 作

秋 地域社会論特講Ⅰ 植 田 今日子

秋 地域社会論特講Ⅱ 植 田 今日子

秋 社会運動論特講 猿 谷 弘 江

秋 社会学研究法Ⅰ 杉 野 勇 隔年開講

秋 修士論文 社会学専攻各指導教員 Ｍ 対象

春 修士論文 社会学専攻各指導教員 Ｍ 対象， 月修了者用

休講 社会学研究法Ⅱ 苫米地 伸 隔年開講

６	

総
合
人
間
科
学
研
究
科

社
会
学
専
攻
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５．研究指導一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ
リング

担当教員名 備考

春 研究指導 竹ノ下 弘 久 指導科目

春 研究指導 植 田 今日子 指導科目

春 研究指導 渡 辺 深 指導科目

春 研究指導 芳 賀 学 指導科目

春 研究指導 藤 村 正 之 指導科目

春 研究指導 吉 野 耕 作 指導科目

春 研究指導 田 渕 六 郎 指導科目

秋 研究指導 竹ノ下 弘 久 指導科目

秋 研究指導 植 田 今日子 指導科目

秋 研究指導 渡 辺 深 指導科目

秋 研究指導 芳 賀 学 指導科目

秋 研究指導 藤 村 正 之 指導科目

秋 研究指導 吉 野 耕 作 指導科目

秋 研究指導 田 渕 六 郎 指導科目

─ 153 ─ 

１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

【11年次生以降】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数    
授業科目    

‣選択科目    
研究指導（必修）   単位なし，毎学期，履修すること 

博士論文   必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に 

合格すること 

博士論文の審査基準は別に定める 
 

【10年次生以前】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 24   
‣必修科目 24   

┗後期修了論文演習Ⅰ・Ⅱ 24 合計6 ６セメスター分履修すること 
‣選択科目    

博士論文   必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に 

合格すること 

博士論文の審査基準は別に定める 
 

【博士論文審査基準】 

 

１） 明確な問題意識により課題設定がなされていること。 
２） 論文全体が的確に構成され，整合的で一貫した論理展開がなされていること。 
３） 研究対象分野における既存の研究成果が網羅的に検討され，十分に理解されていること。 
４） 当該分野に関する知識に対して独自の貢献が行われていること。具体的には，新たな事実の発見や自立した批判的

思考を通して独創性が示されていること。 
５） 文章表現が明快であること。 
 

２．授業科目の編成・単位 

科 目 名 
単 位 数 

必
修 

選
必 

選
択 

後期修了論文演習Ⅰ 4   
後期修了論文演習Ⅱ 4   
※後期修了論文演習Ⅰ・Ⅱについては，合計24単位を履修する。（10年次生以前のみ） 

※社会学専攻博士前期課程の選択科目も履修することが出来る。 

 

  

社会学専攻  博士後期課程 

６ 

総
合
人
間
科
学
研
究
科

社
会
学
専
攻
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５．研究指導一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ
リング

担当教員名 備考

春 研究指導 竹ノ下 弘 久 指導科目

春 研究指導 植 田 今日子 指導科目

春 研究指導 渡 辺 深 指導科目

春 研究指導 芳 賀 学 指導科目

春 研究指導 藤 村 正 之 指導科目

春 研究指導 吉 野 耕 作 指導科目

春 研究指導 田 渕 六 郎 指導科目

秋 研究指導 竹ノ下 弘 久 指導科目

秋 研究指導 植 田 今日子 指導科目

秋 研究指導 渡 辺 深 指導科目

秋 研究指導 芳 賀 学 指導科目

秋 研究指導 藤 村 正 之 指導科目

秋 研究指導 吉 野 耕 作 指導科目

秋 研究指導 田 渕 六 郎 指導科目
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

【11年次生以降】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数    
授業科目    

‣選択科目    
研究指導（必修）   単位なし，毎学期，履修すること 

博士論文   必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に 

合格すること 

博士論文の審査基準は別に定める 
 

【10年次生以前】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 24   
‣必修科目 24   
┗後期修了論文演習Ⅰ・Ⅱ 24 合計6 ６セメスター分履修すること 

‣選択科目    
博士論文   必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に 

合格すること 

博士論文の審査基準は別に定める 
 

【博士論文審査基準】 

 

１） 明確な問題意識により課題設定がなされていること。 
２） 論文全体が的確に構成され，整合的で一貫した論理展開がなされていること。 
３） 研究対象分野における既存の研究成果が網羅的に検討され，十分に理解されていること。 
４） 当該分野に関する知識に対して独自の貢献が行われていること。具体的には，新たな事実の発見や自立した批判的

思考を通して独創性が示されていること。 
５） 文章表現が明快であること。 
 

２．授業科目の編成・単位 

科 目 名 
単 位 数 

必
修 

選
必 

選
択 

後期修了論文演習Ⅰ 4   
後期修了論文演習Ⅱ 4   
※後期修了論文演習Ⅰ・Ⅱについては，合計24単位を履修する。（10年次生以前のみ） 

※社会学専攻博士前期課程の選択科目も履修することが出来る。 

 

  

社会学専攻  博士後期課程 

６ 

総
合
人
間
科
学
研
究
科

社
会
学
専
攻
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３．履修上の注意

【 年次生以降】

後期課程を修了するためには 年以上在学し，研究指導を毎学期履修すること。なお，研究指導は，原則として指

導教員の科目のみを履修することとし，同一学期に複数の研究指導を履修することはできない。

【 年次生以前】

後期課程を修了するためには 年以上在学し，「後期修了論文演習Ⅰ・Ⅱ」を合計 単位履修すること。なお，

「後期修了論文演習Ⅰ・Ⅱ」は，原則として指導教員による科目のみを履修することとし，同一学期に複数の科目を履

修することはできない。

４．研究指導一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ
リング 担当教員名 備考

春 研究指導 竹ノ下 弘 久 指導科目 年次生以降対象

春 研究指導 植 田 今日子 指導科目 年次生以降対象

春 研究指導 渡 辺 深 指導科目 年次生以降対象

春 研究指導 芳 賀 学 指導科目 年次生以降対象

春 研究指導 藤 村 正 之 指導科目 年次生以降対象

春 研究指導 吉 野 耕 作 指導科目 年次生以降対象

春 研究指導 田 渕 六 郎 指導科目 年次生以降対象

秋 研究指導 竹ノ下 弘 久 指導科目 年次生以降対象

秋 研究指導 植 田 今日子 指導科目 年次生以降対象

秋 研究指導 渡 辺 深 指導科目 年次生以降対象

秋 研究指導 芳 賀 学 指導科目 年次生以降対象

秋 研究指導 藤 村 正 之 指導科目 年次生以降対象

秋 研究指導 吉 野 耕 作 指導科目 年次生以降対象

秋 研究指導 田 渕 六 郎 指導科目 年次生以降対象

─ ─

１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件

【 年次生以降】

要件項目名
必要

単位数

必要

科目数
備考（上限，その他）

総単位数

授業科目

‣必修科目

┗社会福祉研究法基礎演習

‣選択科目

┗自専攻科目

┗自研究科他専攻科目

┗委託聴講科目 単位まで修了に必要な単位として認められる

指導科目

研究指導（必修） 単位なし，毎学期履修すること

修士論文 必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること。修士論文の審査基準は別に定める。

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論

文登録をすること）

【 ･ 年次生】

要件項目名
必要

単位数

必要

科目数
備考（上限，その他）

総単位数

授業科目

‣必修科目

┗社会福祉研究法基礎演習

‣選択科目

┗自専攻科目

┗自研究科他専攻科目

┗委託聴講科目 単位まで修了に必要な単位として認められる

指導科目

研究指導（必修） 単位なし，毎学期履修すること

修士論文 必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること。修士論文の審査基準は別に定める。

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論

文登録をすること）

【修士論文審査基準】

１） 研究テーマの設定が適切であり，社会福祉の理念・政策・実践との関連付けが明確であること。 
２） 先行研究を的確に踏まえ，レビューが十分になされていること。 
３） 研究目的に照らして研究方法が妥当であり，明確な結果が導き出されていること。 
４） 論文構成が明快であり，論理の展開に一貫性があること。 
５） 考察および結論に新たな知見が含まれていること。 
６） 研究倫理上の問題がないこと。 
７） 日本社会福祉学会誌執筆要領(注および文献の表示等)ないし社会政策学会誌執筆要領等に適合しており，学術論文

としての体裁が整っていること。 

社会福祉学専攻 博士前期課程

６	

総
合
人
間
科
学
研
究
科

社
会
学
専
攻
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３．履修上の注意

【 年次生以降】

後期課程を修了するためには 年以上在学し，研究指導を毎学期履修すること。なお，研究指導は，原則として指

導教員の科目のみを履修することとし，同一学期に複数の研究指導を履修することはできない。

【 年次生以前】

後期課程を修了するためには 年以上在学し，「後期修了論文演習Ⅰ・Ⅱ」を合計 単位履修すること。なお，

「後期修了論文演習Ⅰ・Ⅱ」は，原則として指導教員による科目のみを履修することとし，同一学期に複数の科目を履

修することはできない。

４．研究指導一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ
リング 担当教員名 備考

春 研究指導 竹ノ下 弘 久 指導科目 年次生以降対象

春 研究指導 植 田 今日子 指導科目 年次生以降対象

春 研究指導 渡 辺 深 指導科目 年次生以降対象

春 研究指導 芳 賀 学 指導科目 年次生以降対象

春 研究指導 藤 村 正 之 指導科目 年次生以降対象

春 研究指導 吉 野 耕 作 指導科目 年次生以降対象

春 研究指導 田 渕 六 郎 指導科目 年次生以降対象

秋 研究指導 竹ノ下 弘 久 指導科目 年次生以降対象

秋 研究指導 植 田 今日子 指導科目 年次生以降対象

秋 研究指導 渡 辺 深 指導科目 年次生以降対象

秋 研究指導 芳 賀 学 指導科目 年次生以降対象

秋 研究指導 藤 村 正 之 指導科目 年次生以降対象

秋 研究指導 吉 野 耕 作 指導科目 年次生以降対象

秋 研究指導 田 渕 六 郎 指導科目 年次生以降対象

─ ─

１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件

【 年次生以降】

要件項目名
必要

単位数

必要

科目数
備考（上限，その他）

総単位数

授業科目

‣必修科目

┗社会福祉研究法基礎演習

‣選択科目

┗自専攻科目

┗自研究科他専攻科目

┗委託聴講科目 単位まで修了に必要な単位として認められる

指導科目

研究指導（必修） 単位なし，毎学期履修すること

修士論文 必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること。修士論文の審査基準は別に定める。

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論

文登録をすること）

【 ･ 年次生】

要件項目名
必要

単位数

必要

科目数
備考（上限，その他）

総単位数

授業科目

‣必修科目

┗社会福祉研究法基礎演習

‣選択科目

┗自専攻科目

┗自研究科他専攻科目

┗委託聴講科目 単位まで修了に必要な単位として認められる

指導科目

研究指導（必修） 単位なし，毎学期履修すること

修士論文 必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること。修士論文の審査基準は別に定める。

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論

文登録をすること）

【修士論文審査基準】

１） 研究テーマの設定が適切であり，社会福祉の理念・政策・実践との関連付けが明確であること。 
２） 先行研究を的確に踏まえ，レビューが十分になされていること。 
３） 研究目的に照らして研究方法が妥当であり，明確な結果が導き出されていること。 
４） 論文構成が明快であり，論理の展開に一貫性があること。 
５） 考察および結論に新たな知見が含まれていること。 
６） 研究倫理上の問題がないこと。 
７） 日本社会福祉学会誌執筆要領(注および文献の表示等)ないし社会政策学会誌執筆要領等に適合しており，学術論文

としての体裁が整っていること。 

社会福祉学専攻 博士前期課程
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２．授業科目の編成・単位

科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

社会福祉研究法基礎演習 ※注

福祉政策運営管理研究法基礎演習

福祉臨床研究法基礎演習

社会福祉政策学

社会福祉運営計画論Ⅰ

社会福祉経営学

権利擁護関係法制論

リスクマネージメント事例研究

生活構造論研究

障害者福祉学

児童福祉学

科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

精神保健福祉研究

精神科ソーシャルワーク研究

コミュニティオーガニゼーション研究

ソーシャルワーク実践理論研究

司法福祉研究

医療ソーシャルワーク研究

ソーシャルケースワーク研究

福祉サービス経営管理論

社会福祉フィールドワークＡ

社会福祉フィールドワークＢ

援助事例分析Ａ

援助事例分析Ｂ

地域事例分析Ａ

地域事例分析Ｂ

※注 年次生以前は 単位

３．履修上の注意

１）すべての科目は繰り返し履修することが可能であり，修了に必要な単位として認められる。

２）前期課程 年間において 単位以上を修得するとともに，「研究指導」（単位なし）を毎学期履修し，

修士論文を提出すること。

３） 年間に複数教員の社会福祉フィールドワークを受講することはできない。

４）援助事例分析と地域事例分析は，合わせて 年間 教員まで履修することができる。また 年間に，援助事例分析

の中の 教員までの科目，地域事例分析の中の 教員までの科目を履修することができる。

５）「社会福祉フィールドワーク」，「援助事例分析」，「地域事例分析」は，原則として春学期にＡ，秋学期にＢを

登録することとする。ただし，留学等やむを得ない事情がある場合は，事前に専攻主任に相談すること。また，各

科目はＡ，Ｂとも同一の教員が開講しているものを登録しなければならない。

６）「社会福祉フィールドワークＡ」，「援助事例分析Ａ」，「地域事例分析Ａ」の評価には，Ｐ（合格），Ｘ（不合

格）を使用する。

【カリキュラムの変更に伴う新旧科目の対応と履修単位の読み替え措置について】

新旧科目の対応と履修単位の読み替えは，以下の表により，対応する科目は同一科目とみなす。

年度以前の開講科目 年度以降の開講科目

社会福祉フィールドワーク（２） 社会福祉フィールドワークＡ（０）

社会福祉フィールドワークＢ（２）

援助事例分析（２） 援助事例分析Ａ（０）

援助事例分析Ｂ（２）

地域事例分析（２） 地域事例分析Ａ（０）

地域事例分析Ｂ（２）

は単位数

─ ─

４．開講科目一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名 ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名

※ ＊：非常勤教員
備考

春 社会福祉研究法基礎演習
コーディネータ

岡 知 史
輪講 必修

春 社会福祉運営計画論Ｉ 栃 本 一 三 郎

春 社会福祉経営学 藤 井 賢 一 郎

春 権利擁護関係法制論 佐 藤 彰 一

春 リスクマネージメント事例研究 本 田 純 一

春 児童福祉学 新 保 幸 男

春 精神保健福祉研究 藤 井 達 也 隔年開講

春 ソーシャルワーク実践理論研究 伊 藤 冨士江

春 ソーシャルケースワーク研究 髙 山 惠理子

春 岡 知 史 授業はすべて英語で行う

秋
福祉政策運営管理研究法

基礎演習

コーディネータ

栃 本 一 三 郎
輪講

秋 福祉臨床研究法基礎演習
コーディネータ

伊 藤 冨士江
輪講

秋 社会福祉政策学 栃 本 一 三 郎

秋 生活構造論研究 山 田 知 子

秋 司法福祉研究 伊 藤 冨 士 江 隔年開講

秋 医療ソーシャルワーク研究 髙 山 惠理子

秋 福祉サービス経営管理論 藤 井 賢 一 郎

秋 障害者福祉学 大 塚 晃

秋 岡 知 史 授業はすべて英語で行う

春 社会福祉フィールドワークＡ 大 塚 晃

春 社会福祉フィールドワークＡ 藤 井 達 也

春 社会福祉フィールドワークＡ 栃 本 一 三 郎

春 社会福祉フィールドワークＡ 岡 知 史

春 社会福祉フィールドワークＡ 伊 藤 冨士江

春 社会福祉フィールドワークＡ 髙 山 惠理子

春 社会福祉フィールドワークＡ 藤 井 賢一郎

秋 社会福祉フィールドワークＢ 大 塚 晃

秋 社会福祉フィールドワークＢ 藤 井 達 也

秋 社会福祉フィールドワークＢ 栃 本 一 三 郎

秋 社会福祉フィールドワークＢ 岡 知 史

秋 社会福祉フィールドワークＢ 伊 藤 冨士江

秋 社会福祉フィールドワークＢ 髙 山 惠理子

秋 社会福祉フィールドワークＢ 藤 井 賢一郎

春 社会福祉フィールドワークＢ 社会福祉学専攻各指導教員
留学等特別な事情のある場合のみ，

専攻の許可のもと履修可能

秋 社会福祉フィールドワークＡ 社会福祉学専攻各指導教員
留学等特別な事情のある場合のみ，

専攻の許可のもと履修可能

春 援助事例分析Ａ 岡 知 史

春 援助事例分析Ａ 藤 井 達 也

春 援助事例分析Ａ 伊 藤 冨士江

春 援助事例分析Ａ 髙 山 惠理子

秋 援助事例分析Ｂ 岡 知 史
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２．授業科目の編成・単位

科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

社会福祉研究法基礎演習 ※注

福祉政策運営管理研究法基礎演習

福祉臨床研究法基礎演習

社会福祉政策学

社会福祉運営計画論Ⅰ

社会福祉経営学

権利擁護関係法制論

リスクマネージメント事例研究

生活構造論研究

障害者福祉学

児童福祉学

科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

精神保健福祉研究

精神科ソーシャルワーク研究

コミュニティオーガニゼーション研究

ソーシャルワーク実践理論研究

司法福祉研究

医療ソーシャルワーク研究

ソーシャルケースワーク研究

福祉サービス経営管理論

社会福祉フィールドワークＡ

社会福祉フィールドワークＢ

援助事例分析Ａ

援助事例分析Ｂ

地域事例分析Ａ

地域事例分析Ｂ

※注 年次生以前は 単位

３．履修上の注意

１）すべての科目は繰り返し履修することが可能であり，修了に必要な単位として認められる。

２）前期課程 年間において 単位以上を修得するとともに，「研究指導」（単位なし）を毎学期履修し，

修士論文を提出すること。

３） 年間に複数教員の社会福祉フィールドワークを受講することはできない。

４）援助事例分析と地域事例分析は，合わせて 年間 教員まで履修することができる。また 年間に，援助事例分析

の中の 教員までの科目，地域事例分析の中の 教員までの科目を履修することができる。

５）「社会福祉フィールドワーク」，「援助事例分析」，「地域事例分析」は，原則として春学期にＡ，秋学期にＢを

登録することとする。ただし，留学等やむを得ない事情がある場合は，事前に専攻主任に相談すること。また，各

科目はＡ，Ｂとも同一の教員が開講しているものを登録しなければならない。

６）「社会福祉フィールドワークＡ」，「援助事例分析Ａ」，「地域事例分析Ａ」の評価には，Ｐ（合格），Ｘ（不合

格）を使用する。

【カリキュラムの変更に伴う新旧科目の対応と履修単位の読み替え措置について】

新旧科目の対応と履修単位の読み替えは，以下の表により，対応する科目は同一科目とみなす。

年度以前の開講科目 年度以降の開講科目

社会福祉フィールドワーク（２） 社会福祉フィールドワークＡ（０）

社会福祉フィールドワークＢ（２）

援助事例分析（２） 援助事例分析Ａ（０）

援助事例分析Ｂ（２）

地域事例分析（２） 地域事例分析Ａ（０）

地域事例分析Ｂ（２）

は単位数

─ ─

４．開講科目一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名 ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名

※ ＊：非常勤教員
備考

春 社会福祉研究法基礎演習
コーディネータ

岡 知 史
輪講 必修

春 社会福祉運営計画論Ｉ 栃 本 一 三 郎

春 社会福祉経営学 藤 井 賢 一 郎

春 権利擁護関係法制論 佐 藤 彰 一

春 リスクマネージメント事例研究 本 田 純 一

春 児童福祉学 新 保 幸 男

春 精神保健福祉研究 藤 井 達 也 隔年開講

春 ソーシャルワーク実践理論研究 伊 藤 冨士江

春 ソーシャルケースワーク研究 髙 山 惠理子

春 岡 知 史 授業はすべて英語で行う

秋
福祉政策運営管理研究法

基礎演習

コーディネータ

栃 本 一 三 郎
輪講

秋 福祉臨床研究法基礎演習
コーディネータ

伊 藤 冨士江
輪講

秋 社会福祉政策学 栃 本 一 三 郎

秋 生活構造論研究 山 田 知 子

秋 司法福祉研究 伊 藤 冨 士 江 隔年開講

秋 医療ソーシャルワーク研究 髙 山 惠理子

秋 福祉サービス経営管理論 藤 井 賢 一 郎

秋 障害者福祉学 大 塚 晃

秋 岡 知 史 授業はすべて英語で行う

春 社会福祉フィールドワークＡ 大 塚 晃

春 社会福祉フィールドワークＡ 藤 井 達 也

春 社会福祉フィールドワークＡ 栃 本 一 三 郎

春 社会福祉フィールドワークＡ 岡 知 史

春 社会福祉フィールドワークＡ 伊 藤 冨士江

春 社会福祉フィールドワークＡ 髙 山 惠理子

春 社会福祉フィールドワークＡ 藤 井 賢一郎

秋 社会福祉フィールドワークＢ 大 塚 晃

秋 社会福祉フィールドワークＢ 藤 井 達 也

秋 社会福祉フィールドワークＢ 栃 本 一 三 郎

秋 社会福祉フィールドワークＢ 岡 知 史

秋 社会福祉フィールドワークＢ 伊 藤 冨士江

秋 社会福祉フィールドワークＢ 髙 山 惠理子

秋 社会福祉フィールドワークＢ 藤 井 賢一郎

春 社会福祉フィールドワークＢ 社会福祉学専攻各指導教員
留学等特別な事情のある場合のみ，

専攻の許可のもと履修可能

秋 社会福祉フィールドワークＡ 社会福祉学専攻各指導教員
留学等特別な事情のある場合のみ，

専攻の許可のもと履修可能

春 援助事例分析Ａ 岡 知 史

春 援助事例分析Ａ 藤 井 達 也

春 援助事例分析Ａ 伊 藤 冨士江

春 援助事例分析Ａ 髙 山 惠理子

秋 援助事例分析Ｂ 岡 知 史

６	

総
合
人
間
科
学
研
究
科

社
会
福
祉
学
専
攻



─ ─

登 録

コード

開
講
期

科目名 ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名

※ ＊：非常勤教員
備考

秋 援助事例分析Ｂ 藤 井 達 也

秋 援助事例分析Ｂ 伊 藤 冨士江

秋 援助事例分析Ｂ 髙 山 惠理子

春 援助事例分析Ｂ 社会福祉学専攻各指導教員
留学等特別な事情のある場合のみ，

専攻の許可のもと履修可能

秋 援助事例分析Ａ 社会福祉学専攻各指導教員
留学等特別な事情のある場合のみ，

専攻の許可のもと履修可能

春 地域事例分析Ａ 大 塚 晃

春 地域事例分析Ａ 栃 本 一 三 郎

春 地域事例分析Ａ 藤 井 賢一郎

秋 地域事例分析Ｂ 大 塚 晃

秋 地域事例分析Ｂ 栃 本 一 三 郎

秋 地域事例分析Ｂ 藤 井 賢一郎

春 地域事例分析Ｂ 社会福祉学専攻各指導教員
留学等特別な事情のある場合のみ，

専攻の許可のもと履修可能

秋 地域事例分析Ａ 社会福祉学専攻各指導教員
留学等特別な事情のある場合のみ，

専攻の許可のもと履修可能

春 修士論文
社会福祉学専攻

各 指 導 教 員
Ｍ 対象， 月修了者用

秋 修士論文
社会福祉学専攻

各 指 導 教 員
Ｍ 対象

休講 精神科ソーシャルワーク研究 藤 井 達 也 隔年開講

休講 コミュニティーオーガニゼーション研究 岡 知 史 隔年開講

５．研究指導一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名 ナンバ
リング

担当教員名 備考

春 研究指導 大 塚 晃 指導科目

春 研究指導 藤 井 達 也 指導科目

春 研究指導 栃 本 一三郎 指導科目

春 研究指導 岡 知 史 指導科目

春 研究指導 伊 藤 冨士江 指導科目

春 研究指導 髙 山 惠理子 指導科目

春 研究指導 藤 井 賢一郎 指導科目

秋 研究指導 大 塚 晃 指導科目

秋 研究指導 藤 井 達 也 指導科目

秋 研究指導 栃 本 一三郎 指導科目

秋 研究指導 岡 知 史 指導科目

秋 研究指導 伊 藤 冨士江 指導科目

秋 研究指導 髙 山 惠理子 指導科目

秋 研究指導 藤 井 賢一郎 指導科目

─ ─

１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件

【 年次生以降】

要件項目名
必要

単位数

必要

科目数
備考（上限，その他）

総単位数

授業科目

‣選択科目

指導科目

研究指導 必修 単位なし，毎学期履修すること

博士論文 必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に合格

すること。博士論文の審査基準は別に定める。

【 年次生以前】

要件項目名
必要

単位数

必要

科目数
備考（上限，その他）

総単位数

‣必修科目

┗後期論文・レポート指導 単位なし，３年間，毎学期履修すること

‣選択科目

博士論文 必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に合格

すること。博士論文の審査基準は別に定める。

【博士論文審査基準】

１） 研究テーマの設定が適切であり，社会福祉の理念・政策・実践との関連付けが明確であること。 
２） 先行研究を的確に踏まえ，レビューが十分になされていること。 
３） 研究目的に照らして研究方法が妥当であり，明確な研究成果が導き出されていること。 
４） 論文構成が明快であり，論理の展開に一貫性があること。 
５） 社会福祉学領域に新たな知見を提示し，当該領域の理論および実践の進展に寄与するものであること。 
６） 自立した研究者としての資質と能力を証明するものであること。 
７） 研究倫理上の問題がないこと。 
８） 日本社会福祉学会誌執筆要領(注および文献の表示等)ないし社会政策学会誌執筆要領等に適合しており，学術論文

としての体裁が整っていること。 

なお，博士論文の提出については，社会福祉学専攻「博士学位論文の審査手続きに関する内規」を参照すること。

２．授業科目の編成・単位

科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

後期論文・レポート指導 ※注

※注 年次生以前対象

社会福祉学専攻 博士後期課程

６	

総
合
人
間
科
学
研
究
科

社
会
福
祉
学
専
攻



─ ─

登 録

コード

開
講
期

科目名 ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名

※ ＊：非常勤教員
備考

秋 援助事例分析Ｂ 藤 井 達 也

秋 援助事例分析Ｂ 伊 藤 冨士江

秋 援助事例分析Ｂ 髙 山 惠理子

春 援助事例分析Ｂ 社会福祉学専攻各指導教員
留学等特別な事情のある場合のみ，

専攻の許可のもと履修可能

秋 援助事例分析Ａ 社会福祉学専攻各指導教員
留学等特別な事情のある場合のみ，

専攻の許可のもと履修可能

春 地域事例分析Ａ 大 塚 晃

春 地域事例分析Ａ 栃 本 一 三 郎

春 地域事例分析Ａ 藤 井 賢一郎

秋 地域事例分析Ｂ 大 塚 晃

秋 地域事例分析Ｂ 栃 本 一 三 郎

秋 地域事例分析Ｂ 藤 井 賢一郎

春 地域事例分析Ｂ 社会福祉学専攻各指導教員
留学等特別な事情のある場合のみ，

専攻の許可のもと履修可能

秋 地域事例分析Ａ 社会福祉学専攻各指導教員
留学等特別な事情のある場合のみ，

専攻の許可のもと履修可能

春 修士論文
社会福祉学専攻

各 指 導 教 員
Ｍ 対象， 月修了者用

秋 修士論文
社会福祉学専攻

各 指 導 教 員
Ｍ 対象

休講 精神科ソーシャルワーク研究 藤 井 達 也 隔年開講

休講 コミュニティーオーガニゼーション研究 岡 知 史 隔年開講

５．研究指導一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名 ナンバ
リング

担当教員名 備考

春 研究指導 大 塚 晃 指導科目

春 研究指導 藤 井 達 也 指導科目

春 研究指導 栃 本 一三郎 指導科目

春 研究指導 岡 知 史 指導科目

春 研究指導 伊 藤 冨士江 指導科目

春 研究指導 髙 山 惠理子 指導科目

春 研究指導 藤 井 賢一郎 指導科目

秋 研究指導 大 塚 晃 指導科目

秋 研究指導 藤 井 達 也 指導科目

秋 研究指導 栃 本 一三郎 指導科目

秋 研究指導 岡 知 史 指導科目

秋 研究指導 伊 藤 冨士江 指導科目

秋 研究指導 髙 山 惠理子 指導科目

秋 研究指導 藤 井 賢一郎 指導科目
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件

【 年次生以降】

要件項目名
必要

単位数

必要

科目数
備考（上限，その他）

総単位数

授業科目

‣選択科目

指導科目

研究指導 必修 単位なし，毎学期履修すること

博士論文 必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に合格

すること。博士論文の審査基準は別に定める。

【 年次生以前】

要件項目名
必要

単位数

必要

科目数
備考（上限，その他）

総単位数

‣必修科目

┗後期論文・レポート指導 単位なし，３年間，毎学期履修すること

‣選択科目

博士論文 必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に合格

すること。博士論文の審査基準は別に定める。

【博士論文審査基準】

１） 研究テーマの設定が適切であり，社会福祉の理念・政策・実践との関連付けが明確であること。 
２） 先行研究を的確に踏まえ，レビューが十分になされていること。 
３） 研究目的に照らして研究方法が妥当であり，明確な研究成果が導き出されていること。 
４） 論文構成が明快であり，論理の展開に一貫性があること。 
５） 社会福祉学領域に新たな知見を提示し，当該領域の理論および実践の進展に寄与するものであること。 
６） 自立した研究者としての資質と能力を証明するものであること。 
７） 研究倫理上の問題がないこと。 
８） 日本社会福祉学会誌執筆要領(注および文献の表示等)ないし社会政策学会誌執筆要領等に適合しており，学術論文

としての体裁が整っていること。 

なお，博士論文の提出については，社会福祉学専攻「博士学位論文の審査手続きに関する内規」を参照すること。

２．授業科目の編成・単位

科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

後期論文・レポート指導 ※注

※注 年次生以前対象

社会福祉学専攻 博士後期課程

６	

総
合
人
間
科
学
研
究
科

社
会
福
祉
学
専
攻
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３．履修上の注意

１） 年次生以降は，後期課程を終了するためには 年以上在学し，「研究指導」（単位なし）を毎学期履修するこ

と。

２） 年次生以前の学生は，後期課程を修了するためには 年以上在学し， 年間にわたり毎学期「後期論文・レポー

ト指導」を履修すること。なお， 年目以降も在学継続する場合も，原則として在学中は毎学期「後期論文・レポー

ト指導」を履修する必要があるが，休学等の事情でやむをえず履修が難しい場合には事前に必ず相談すること。

３）選択科目として，前期課程の科目を履修する場合は， ～ を参照すること。

４．開講科目一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名 ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名 備考

春 後期論文レポート指導 大 塚 晃 年次生以前対象

春 後期論文レポート指導 藤 井 達 也 年次生以前対象

春 後期論文レポート指導 栃 本 一三郎 年次生以前対象

春 後期論文レポート指導 岡 知 史 年次生以前対象

春 後期論文レポート指導 伊 藤 冨士江 年次生以前対象

秋 後期論文レポート指導 大 塚 晃 年次生以前対象

秋 後期論文レポート指導 藤 井 達 也 年次生以前対象

秋 後期論文レポート指導 栃 本 一三郎 年次生以前対象

秋 後期論文レポート指導 岡 知 史 年次生以前対象

秋 後期論文レポート指導 伊 藤 冨士江 年次生以前対象

５．研究指導一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ
リング 担当教員名 備考

春 研究指導 大 塚 晃 年次生以降対象

春 研究指導 藤 井 達 也 年次生以降対象

春 研究指導 栃 本 一三郎 年次生以降対象

春 研究指導 岡 知 史 年次生以降対象

春 研究指導 伊 藤 冨士江 年次生以降対象

秋 研究指導 大 塚 晃 年次生以降対象

秋 研究指導 藤 井 達 也 年次生以降対象

秋 研究指導 栃 本 一三郎 年次生以降対象

秋 研究指導 岡 知 史 年次生以降対象

秋 研究指導 伊 藤 冨士江 年次生以降対象
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１． 修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   

授業科目    

‣必修科目 8   

┗キリスト教と人間論特論 2   

┗看護研究方法Ⅰ 2   

┗看護学特別研究演習Ⅰ 2   

┗看護学特別研究演習Ⅱ 2   

‣選択科目 22  自領域指定科目を8単位以上履修すること 

┗自専攻科目    

┗自研究科他専攻科目    

┗委託聴講科目   8単位まで修了に必要な単位として認められる（P.xx参照） 

研究指導（必修）   単位なし，毎学期履修すること 

修士論文   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に合

格すること。修士論文の審査基準は別に定める。 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論文登

録をすること） 

 

 

【修士論文審査基準】 

 

修士論文審査にあたっては，以下の視点で評価報告を行う。 

１） 表題の明確性と内容との一貫性 

２） 研究目的の明確性 

３） 研究の意義，着眼点 

４） 倫理的配慮を含む研究方法の適切性（目的との関連性） 

５） データ収集・分析の適切性 

６） 結果の提示の十分性 

７） 考察の妥当性（結果をもとに考察し，論理の矛盾や飛躍がないか） 

８） 論旨の一貫性 

９） 図表の不備・不足ないしは不要の有無 

10） 文献の偏りおよび不備 

11） 研究の独自性，独創性 

 

  

看護学専攻  修士課程 

６ 

総
合
人
間
科
学
研
究
科

社
会
福
祉
学
専
攻
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３．履修上の注意

１） 年次生以降は，後期課程を終了するためには 年以上在学し，「研究指導」（単位なし）を毎学期履修するこ

と。

２） 年次生以前の学生は，後期課程を修了するためには 年以上在学し， 年間にわたり毎学期「後期論文・レポー

ト指導」を履修すること。なお， 年目以降も在学継続する場合も，原則として在学中は毎学期「後期論文・レポー

ト指導」を履修する必要があるが，休学等の事情でやむをえず履修が難しい場合には事前に必ず相談すること。

３）選択科目として，前期課程の科目を履修する場合は， ～ を参照すること。

４．開講科目一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名 ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名 備考

春 後期論文レポート指導 大 塚 晃 年次生以前対象

春 後期論文レポート指導 藤 井 達 也 年次生以前対象

春 後期論文レポート指導 栃 本 一三郎 年次生以前対象

春 後期論文レポート指導 岡 知 史 年次生以前対象

春 後期論文レポート指導 伊 藤 冨士江 年次生以前対象

秋 後期論文レポート指導 大 塚 晃 年次生以前対象

秋 後期論文レポート指導 藤 井 達 也 年次生以前対象

秋 後期論文レポート指導 栃 本 一三郎 年次生以前対象

秋 後期論文レポート指導 岡 知 史 年次生以前対象

秋 後期論文レポート指導 伊 藤 冨士江 年次生以前対象

５．研究指導一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ
リング 担当教員名 備考

春 研究指導 大 塚 晃 年次生以降対象

春 研究指導 藤 井 達 也 年次生以降対象

春 研究指導 栃 本 一三郎 年次生以降対象

春 研究指導 岡 知 史 年次生以降対象

春 研究指導 伊 藤 冨士江 年次生以降対象

秋 研究指導 大 塚 晃 年次生以降対象

秋 研究指導 藤 井 達 也 年次生以降対象

秋 研究指導 栃 本 一三郎 年次生以降対象

秋 研究指導 岡 知 史 年次生以降対象

秋 研究指導 伊 藤 冨士江 年次生以降対象
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１． 修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   

授業科目    

‣必修科目 8   

┗キリスト教と人間論特論 2   

┗看護研究方法Ⅰ 2   

┗看護学特別研究演習Ⅰ 2   

┗看護学特別研究演習Ⅱ 2   

‣選択科目 22  自領域指定科目を8単位以上履修すること 

┗自専攻科目    

┗自研究科他専攻科目    

┗委託聴講科目   8単位まで修了に必要な単位として認められる（P.xx参照） 

研究指導（必修）   単位なし，毎学期履修すること 

修士論文   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に合

格すること。修士論文の審査基準は別に定める。 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論文登

録をすること） 

 

 

【修士論文審査基準】 

 

修士論文審査にあたっては，以下の視点で評価報告を行う。 

１） 表題の明確性と内容との一貫性 

２） 研究目的の明確性 

３） 研究の意義，着眼点 

４） 倫理的配慮を含む研究方法の適切性（目的との関連性） 

５） データ収集・分析の適切性 

６） 結果の提示の十分性 

７） 考察の妥当性（結果をもとに考察し，論理の矛盾や飛躍がないか） 

８） 論旨の一貫性 

９） 図表の不備・不足ないしは不要の有無 

10） 文献の偏りおよび不備 

11） 研究の独自性，独創性 
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２． 授業科目の編成・単位 

 

科 目 名 

単 位 数 

必

修 
選

必 
選

択 

＜共通科目＞ 

キリスト教と人間論特論 2   

看護研究方法Ⅰ 2   

看護研究方法Ⅱ   2 

倫理学特論   2 

ヘルスケア哲学   2 

生涯発達学特論   2 

国際比較文化論   2 

認識・看護理論   2 

ケアリング特論   2 

実践看護カウンセリング特論   2 

発達行動と家族機能特論   2 

グリーフケア特講   2 

感染管理アセスメント論   2 

医療政策特講   2 

アドバンスフランス語   2 

医療看護フランス語   2 

綜合看護学理論   2 

綜合看護学方法論   2 
 

 

科 目 名 

単 位 数 

必

修 
選

必 
選

択 

＜領域別科目＞ 

小児・家族・ウィメンズ共生支援看護学特論   2 

小児・家族・ウィメンズ共生支援看護学研究ゼミ   2 

小児・ウィメンズ看護学研究ゼミ   2 

家族発達看護学研究ゼミ   2 

小児・家族・ウィメンズ共生支援看護学演習   2 

地域・国際ヘルス看護学特論   2 

地域・国際ヘルス看護学研究ゼミ   2 

クリティカル・慢性・がん緩和ケア看護学研究ゼミ   2 

メンタルヘルス看護学研究ゼミ   2 

国際共生支援看護学研究ゼミ   2 

地域ヘルス看護学研究ゼミ   2 

クリティカル・慢性・がん緩和ケア看護学演習   2 

メンタルヘルス看護学演習   2 

国際共生支援看護学演習   2 

地域ヘルス看護学演習   2 

ヘルスシステム開発・政策特講   2 

＜研究指導＞ 

フィールドワーク   2 

看護学特別研究演習Ⅰ 2   

看護学特別研究演習Ⅱ 2   
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３．履修上の注意 
 

１）看護学専攻の修了要件は 30 単位以上を履修し，自領域指導教員のもと修士論文を作成・提出することとする。 

 なお，学生の研究関心領域に応じて，関連した他領域の教員からも研究指導を適宜得ることができる。 

２）学生は本専攻入学時に，主専門領域を小児・家族・ウィメンズ共生支援看護学領域，クリティカル・慢性・がん緩

和ケア看護学領域，メンタルヘルス看護学領域，地域・国際共生支援看護学領域の 4 つの中から選択する。それぞれ

の領域に指定科目があるので，それらを履修すること。（下記一覧表参照） 

科目 

領域 
領域別特論 

領域別研究ゼミ 

（基礎） 

領域別研究ゼミ 

（各論） 
領域別演習 

小児・家族・ウィ

メンズ共生支援 

小児・家族・ウィメンズ

共生支援看護学特論 

小児・家族・ウィメン

ズ共生支援看護学研究

ゼミ 

小児・ウィメンズ看護学 

研究ゼミ もしくは 

家族発達看護学研究ゼミ 

小児・家族・ウィメンズ

共生支援看護学演習 

クリティカル・慢

性・がん緩和ケア 

地域・国際ヘルス看護学

特論 

地域・国際ヘルス看護

学研究ゼミ 

クリティカル・慢性・がん 

緩和ケア看護学研究ゼミ 

クリティカル・慢性・が

ん緩和ケア看護学演習 

メンタルヘルス 
メンタルヘルス 

看護学研究ゼミ 

メンタルヘルス看護学 

演習 

地域・国際 

共生支援 

国際共生支援看護学 

研究ゼミ 
国際共生支援看護学演習 

地域ヘルス看護学研究ゼミ 地域ヘルス看護学演習 

３）本専攻では，教育・実践力ならびに研究に必要なセンスを磨くための教育方法として，「フィールドワーク」（2

年次選択科目）を重視している。内容については，ガイダンスで説明する。 

４）各領域別履修モデルについては，ガイダンスで資料を配布し説明を行うが，履修登録前に自領域指導教員と相談す

ること。 
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２． 授業科目の編成・単位 

 

科 目 名 

単 位 数 

必

修 
選

必 
選

択 

＜共通科目＞ 

キリスト教と人間論特論 2   

看護研究方法Ⅰ 2   

看護研究方法Ⅱ   2 

倫理学特論   2 

ヘルスケア哲学   2 

生涯発達学特論   2 

国際比較文化論   2 

認識・看護理論   2 

ケアリング特論   2 

実践看護カウンセリング特論   2 

発達行動と家族機能特論   2 

グリーフケア特講   2 

感染管理アセスメント論   2 

医療政策特講   2 

アドバンスフランス語   2 

医療看護フランス語   2 

綜合看護学理論   2 

綜合看護学方法論   2 
 

 

科 目 名 

単 位 数 

必

修 
選

必 
選

択 

＜領域別科目＞ 

小児・家族・ウィメンズ共生支援看護学特論   2 

小児・家族・ウィメンズ共生支援看護学研究ゼミ   2 

小児・ウィメンズ看護学研究ゼミ   2 

家族発達看護学研究ゼミ   2 

小児・家族・ウィメンズ共生支援看護学演習   2 

地域・国際ヘルス看護学特論   2 

地域・国際ヘルス看護学研究ゼミ   2 

クリティカル・慢性・がん緩和ケア看護学研究ゼミ   2 

メンタルヘルス看護学研究ゼミ   2 

国際共生支援看護学研究ゼミ   2 

地域ヘルス看護学研究ゼミ   2 

クリティカル・慢性・がん緩和ケア看護学演習   2 

メンタルヘルス看護学演習   2 

国際共生支援看護学演習   2 

地域ヘルス看護学演習   2 

ヘルスシステム開発・政策特講   2 

＜研究指導＞ 

フィールドワーク   2 

看護学特別研究演習Ⅰ 2   

看護学特別研究演習Ⅱ 2   
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３．履修上の注意 
 

１）看護学専攻の修了要件は 30 単位以上を履修し，自領域指導教員のもと修士論文を作成・提出することとする。 

 なお，学生の研究関心領域に応じて，関連した他領域の教員からも研究指導を適宜得ることができる。 

２）学生は本専攻入学時に，主専門領域を小児・家族・ウィメンズ共生支援看護学領域，クリティカル・慢性・がん緩

和ケア看護学領域，メンタルヘルス看護学領域，地域・国際共生支援看護学領域の 4 つの中から選択する。それぞれ

の領域に指定科目があるので，それらを履修すること。（下記一覧表参照） 

科目 

領域 
領域別特論 

領域別研究ゼミ 

（基礎） 

領域別研究ゼミ 

（各論） 
領域別演習 

小児・家族・ウィ

メンズ共生支援 

小児・家族・ウィメンズ

共生支援看護学特論 

小児・家族・ウィメン

ズ共生支援看護学研究

ゼミ 

小児・ウィメンズ看護学 

研究ゼミ もしくは 

家族発達看護学研究ゼミ 

小児・家族・ウィメンズ

共生支援看護学演習 

クリティカル・慢

性・がん緩和ケア 

地域・国際ヘルス看護学

特論 

地域・国際ヘルス看護

学研究ゼミ 

クリティカル・慢性・がん 

緩和ケア看護学研究ゼミ 

クリティカル・慢性・が

ん緩和ケア看護学演習 

メンタルヘルス 
メンタルヘルス 

看護学研究ゼミ 

メンタルヘルス看護学 

演習 

地域・国際 

共生支援 

国際共生支援看護学 

研究ゼミ 
国際共生支援看護学演習 

地域ヘルス看護学研究ゼミ 地域ヘルス看護学演習 

３）本専攻では，教育・実践力ならびに研究に必要なセンスを磨くための教育方法として，「フィールドワーク」（2

年次選択科目）を重視している。内容については，ガイダンスで説明する。 

４）各領域別履修モデルについては，ガイダンスで資料を配布し説明を行うが，履修登録前に自領域指導教員と相談す

ること。 
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４．開講科目一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 ナンバ
リング 

単 
位 
数 

担当教員名 
※(他)：他専攻教員 

*：非常勤教員 
備考 

MHNU1010 春 キリスト教と人間論特論 NRS501 2 （他）瀬本 正之  

MHNU1020 春 看護研究方法Ⅰ NRS502 2 

 塚 本 尚 子 

* 猫 田 泰 敏 

* 森 岡   崇 

輪講 

MHNU7110 春 倫理学特論 NRS730 2 
（他）寺田 俊郎 

* 有 江 文 栄 
輪講 

MHNU7120 春 ヘルスケア哲学 NRS731 2 * 丹 木 博 一  

MHNU7130 春 生涯発達学特論 NRS732 2 （他）荻野美佐子  

MHNU7170 春 実践看護カウンセリング特論 NRS733 2 * 鈴 木 佳 子 集中講義 

MHNU7200 春 感染管理アセスメント論 NRS734 2  武 井 弥 生 授業はすべて英語で行う 

MHNU7220 春 アドバンスフランス語 NRS735 2 * 武 田 志保子  

MHNU6280 春 
小児・家族・ウィメンズ共生支

援看護学特論 
NRS710 2 

 草 柳 浩 子 

 島 田 真理恵 
輪講 

MHNU6270 春 
小児・家族・ウィメンズ共生支

援看護学研究ゼミ 
NRS711 2 

 草 柳 浩 子 

 島 田 真理恵 
輪講 

MHNU6110 春 地域・国際ヘルス看護学特論 NRS712 2 

 西 山 悦 子 

 石 川 ふみよ 

 塚 本 尚 子 

 武 井 弥 生 

輪講 

MHNU6130 春 
地域・国際ヘルス看護学研究ゼ

ミ 
NRS713 2 

 西 山 悦 子 

 石 川 ふみよ 

 塚 本 尚 子 

 武 井 弥 生 

輪講 

MHNU2031 春 看護学特別研究演習Ⅰ NRS601 2  石 川 ふみよ Ｍ2対象 

MHNU2071 春 看護学特別研究演習Ⅰ NRS601 2  小長谷 百 絵 Ｍ2対象 

MHNU2041 春 看護学特別研究演習Ⅰ NRS601 2  島 田 真理恵 Ｍ2対象 

MHNU2021 春 看護学特別研究演習Ⅰ NRS601 2  塚 本 尚 子 Ｍ2対象 

MHNU2011 春 看護学特別研究演習Ⅰ NRS601 2  草 柳 浩 子 Ｍ2対象 

MHNU2051 春 看護学特別研究演習Ⅰ NRS601 2  西 山 悦 子 Ｍ2対象 

MHNU2091 春 看護学特別研究演習Ⅰ NRS601 2  武 井 弥 生 Ｍ2対象 

MHNU2111 春 看護学特別研究演習Ⅰ NRS601 2  渡 邊 知 映 Ｍ2対象 

MHNU2061 春 看護学特別研究演習Ⅰ NRS601 2  未     定 Ｍ2対象 

MHNU2081 休講 看護学特別研究演習Ⅰ NRS601 2  未     定 Ｍ2対象 

MHNU7160 春 ケアリング特論 NRS746 2 （他）大橋容一郞 輪講，Ｍ2対象 

MHNU7210 春 医療政策特講 NRS736 2 
（他）栃本一三郎 

（他）藤井賢一郎 
輪講 

MHNU7240 春 綜合看護学理論 NRS737 2 
 塚 本 尚 子 

 渡 邊 知 映 
輪講 

MHNU6120 春 ヘルスシステム開発・政策特講 NRS738 2 

 石 川 ふみよ 

（他）藤井賢一郎 

* 秋 山 正 子 

輪講 

MHNU7010 春 フィールドワーク NRS780 2 

 石 川 ふみよ 

 小長谷 百 絵 

 西 山 悦 子 

 島 田 真理恵 

 草 柳 浩 子 

 塚 本 尚 子 

 武 井 弥 生 

 渡 邊 知 映 

 小 髙 恵 実 

Ｍ2対象 
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登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 ナンバ
リング 

単 
位 
数 

担当教員名 
※(他)：他専攻教員 

*：非常勤教員 
備考 

MHNU7020 秋 看護研究方法Ⅱ NRS739 2 

 石 川 ふみよ 

 小長谷 百 絵 

 西 山 悦 子 

 島 田 真理恵 

 草 柳 浩 子 

 塚 本 尚 子 

 武 井 弥 生 

 渡 邊 知 映 

 小 髙 恵 実 

輪講 

MHNU7140 秋 国際比較文化論 NRS740 2 * 岡 本 菜穂子  

MHNU7150 秋 認識・看護理論 NRS741 2 

 西 山 悦 子 

 草 柳 浩 子 

 小長谷 百 絵 

輪講 

MHNU7180 秋 発達行動と家族機能特論 NRS742 2 （他）横山 恭子  

MHNU7230 秋 医療看護フランス語 NRS743 2 * 武 田 志保子  

MHNU7250 秋 綜合看護学方法論 NRS745 2 
 石 川 ふみよ 

 渡 邊 知 映 
輪講 

MHNU6290 秋 
小児・ウィメンズ看護学研究ゼ

ミ 
NRS714 2 

 島 田 真理恵    

 草 柳 浩 子 
輪講 

MHNU6040 休講 家族発達看護学研究ゼミ NRS715 2  未     定  

MHNU6300 秋 
小児・家族・ウィメンズ共生支

援看護学演習 
NRS724 2 

 草 柳 浩 子 

 島 田 真理恵 
輪講 

MHNU6230 秋 
クリティカル・慢性・がん緩和

ケア看護学研究ゼミ 
NRS717 2 

 石 川 ふみよ 

 小長谷 百 絵 

 渡 邊 知 映 

秋学期前半，輪講 

MHNU6150 秋 メンタルヘルス看護学研究ゼミ NRS718 2 
 塚 本 尚 子 

 小 髙 恵 実 
輪講 

MHNU6160 秋 国際共生支援看護学研究ゼミ NRS719 2  武 井 弥 生 授業はすべて英語で行う 

MHNU6250 秋 地域ヘルス看護学研究ゼミ NRS720 2 
 西 山 悦 子 

 小長谷 百 絵 
輪講 

MHNU6240 秋 
クリティカル・慢性・がん緩和

ケア看護学演習 
NRS716 2 

 石 川 ふみよ 

 小長谷 百 絵 

 渡 邊 知 映 

秋学期後半，輪講 

MHNU6180 秋 メンタルヘルス看護学演習 NRS722 2 
 塚 本 尚 子 

 小 髙 恵 実 
輪講 

MHNU6190 秋 国際共生支援看護学演習 NRS723 2  武 井 弥 生 授業はすべて英語で行う 

MHNU6260 秋 地域ヘルス看護学演習 NRS721 2 
 西 山 悦 子 

 小長谷 百 絵 
輪講 

MHNU7190 秋 グリーフケア特講 NRS747 2 
 石 川 ふみよ 

 西 山 悦 子 
輪講，Ｍ2対象 

MHNU2032 秋 看護学特別研究演習Ⅱ NRS602 2  石 川 ふみよ Ｍ2対象 

MHNU2072 秋 看護学特別研究演習Ⅱ NRS602 2  小長谷 百 絵 Ｍ2対象 

MHNU2042 秋 看護学特別研究演習Ⅱ NRS602 2  島 田 真理恵 Ｍ2対象 

MHNU2022 秋 看護学特別研究演習Ⅱ NRS602 2  塚 本 尚 子 Ｍ2対象 

MHNU2012 秋 看護学特別研究演習Ⅱ NRS602 2  草 柳 浩 子 Ｍ2対象 

MHNU2052 秋 看護学特別研究演習Ⅱ NRS602 2  西 山 悦 子 Ｍ2対象 

MHNU2092 秋 看護学特別研究演習Ⅱ NRS602 2  武 井 弥 生 Ｍ2対象 

MHNU2112 秋 看護学特別研究演習Ⅱ NRS602 2  渡 邊 知 映 Ｍ2対象 

MHNU2062 秋 看護学特別研究演習Ⅱ NRS602 2  未     定 Ｍ2対象 

MHNU2082 休講 看護学特別研究演習Ⅱ NRS602 2  未     定 Ｍ2対象 

MHNU9010 秋 修士論文 NRS899 0  看護学専攻教員 Ｍ2対象 
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４．開講科目一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 ナンバ
リング 

単 
位 
数 

担当教員名 
※(他)：他専攻教員 

*：非常勤教員 
備考 

MHNU1010 春 キリスト教と人間論特論 NRS501 2 （他）瀬本 正之  

MHNU1020 春 看護研究方法Ⅰ NRS502 2 

 塚 本 尚 子 

* 猫 田 泰 敏 

* 森 岡   崇 

輪講 

MHNU7110 春 倫理学特論 NRS730 2 
（他）寺田 俊郎 

* 有 江 文 栄 
輪講 

MHNU7120 春 ヘルスケア哲学 NRS731 2 * 丹 木 博 一  

MHNU7130 春 生涯発達学特論 NRS732 2 （他）荻野美佐子  

MHNU7170 春 実践看護カウンセリング特論 NRS733 2 * 鈴 木 佳 子 集中講義 

MHNU7200 春 感染管理アセスメント論 NRS734 2  武 井 弥 生 授業はすべて英語で行う 

MHNU7220 春 アドバンスフランス語 NRS735 2 * 武 田 志保子  

MHNU6280 春 
小児・家族・ウィメンズ共生支

援看護学特論 
NRS710 2 

 草 柳 浩 子 

 島 田 真理恵 
輪講 

MHNU6270 春 
小児・家族・ウィメンズ共生支

援看護学研究ゼミ 
NRS711 2 

 草 柳 浩 子 

 島 田 真理恵 
輪講 

MHNU6110 春 地域・国際ヘルス看護学特論 NRS712 2 

 西 山 悦 子 

 石 川 ふみよ 

 塚 本 尚 子 

 武 井 弥 生 

輪講 

MHNU6130 春 
地域・国際ヘルス看護学研究ゼ

ミ 
NRS713 2 

 西 山 悦 子 

 石 川 ふみよ 

 塚 本 尚 子 

 武 井 弥 生 

輪講 

MHNU2031 春 看護学特別研究演習Ⅰ NRS601 2  石 川 ふみよ Ｍ2対象 

MHNU2071 春 看護学特別研究演習Ⅰ NRS601 2  小長谷 百 絵 Ｍ2対象 

MHNU2041 春 看護学特別研究演習Ⅰ NRS601 2  島 田 真理恵 Ｍ2対象 

MHNU2021 春 看護学特別研究演習Ⅰ NRS601 2  塚 本 尚 子 Ｍ2対象 

MHNU2011 春 看護学特別研究演習Ⅰ NRS601 2  草 柳 浩 子 Ｍ2対象 

MHNU2051 春 看護学特別研究演習Ⅰ NRS601 2  西 山 悦 子 Ｍ2対象 

MHNU2091 春 看護学特別研究演習Ⅰ NRS601 2  武 井 弥 生 Ｍ2対象 

MHNU2111 春 看護学特別研究演習Ⅰ NRS601 2  渡 邊 知 映 Ｍ2対象 

MHNU2061 春 看護学特別研究演習Ⅰ NRS601 2  未     定 Ｍ2対象 

MHNU2081 休講 看護学特別研究演習Ⅰ NRS601 2  未     定 Ｍ2対象 

MHNU7160 春 ケアリング特論 NRS746 2 （他）大橋容一郞 輪講，Ｍ2対象 

MHNU7210 春 医療政策特講 NRS736 2 
（他）栃本一三郎 

（他）藤井賢一郎 
輪講 

MHNU7240 春 綜合看護学理論 NRS737 2 
 塚 本 尚 子 

 渡 邊 知 映 
輪講 

MHNU6120 春 ヘルスシステム開発・政策特講 NRS738 2 

 石 川 ふみよ 

（他）藤井賢一郎 

* 秋 山 正 子 

輪講 

MHNU7010 春 フィールドワーク NRS780 2 

 石 川 ふみよ 

 小長谷 百 絵 

 西 山 悦 子 

 島 田 真理恵 

 草 柳 浩 子 

 塚 本 尚 子 

 武 井 弥 生 

 渡 邊 知 映 

 小 髙 恵 実 

Ｍ2対象 
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登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 ナンバ
リング 

単 
位 
数 

担当教員名 
※(他)：他専攻教員 

*：非常勤教員 
備考 

MHNU7020 秋 看護研究方法Ⅱ NRS739 2 

 石 川 ふみよ 

 小長谷 百 絵 

 西 山 悦 子 

 島 田 真理恵 

 草 柳 浩 子 

 塚 本 尚 子 

 武 井 弥 生 

 渡 邊 知 映 

 小 髙 恵 実 

輪講 

MHNU7140 秋 国際比較文化論 NRS740 2 * 岡 本 菜穂子  

MHNU7150 秋 認識・看護理論 NRS741 2 

 西 山 悦 子 

 草 柳 浩 子 

 小長谷 百 絵 

輪講 

MHNU7180 秋 発達行動と家族機能特論 NRS742 2 （他）横山 恭子  

MHNU7230 秋 医療看護フランス語 NRS743 2 * 武 田 志保子  

MHNU7250 秋 綜合看護学方法論 NRS745 2 
 石 川 ふみよ 

 渡 邊 知 映 
輪講 

MHNU6290 秋 
小児・ウィメンズ看護学研究ゼ

ミ 
NRS714 2 

 島 田 真理恵    

 草 柳 浩 子 
輪講 

MHNU6040 休講 家族発達看護学研究ゼミ NRS715 2  未     定  

MHNU6300 秋 
小児・家族・ウィメンズ共生支

援看護学演習 
NRS724 2 

 草 柳 浩 子 

 島 田 真理恵 
輪講 

MHNU6230 秋 
クリティカル・慢性・がん緩和

ケア看護学研究ゼミ 
NRS717 2 

 石 川 ふみよ 

 小長谷 百 絵 

 渡 邊 知 映 

秋学期前半，輪講 

MHNU6150 秋 メンタルヘルス看護学研究ゼミ NRS718 2 
 塚 本 尚 子 

 小 髙 恵 実 
輪講 

MHNU6160 秋 国際共生支援看護学研究ゼミ NRS719 2  武 井 弥 生 授業はすべて英語で行う 

MHNU6250 秋 地域ヘルス看護学研究ゼミ NRS720 2 
 西 山 悦 子 

 小長谷 百 絵 
輪講 

MHNU6240 秋 
クリティカル・慢性・がん緩和

ケア看護学演習 
NRS716 2 

 石 川 ふみよ 

 小長谷 百 絵 

 渡 邊 知 映 

秋学期後半，輪講 

MHNU6180 秋 メンタルヘルス看護学演習 NRS722 2 
 塚 本 尚 子 

 小 髙 恵 実 
輪講 

MHNU6190 秋 国際共生支援看護学演習 NRS723 2  武 井 弥 生 授業はすべて英語で行う 

MHNU6260 秋 地域ヘルス看護学演習 NRS721 2 
 西 山 悦 子 

 小長谷 百 絵 
輪講 

MHNU7190 秋 グリーフケア特講 NRS747 2 
 石 川 ふみよ 

 西 山 悦 子 
輪講，Ｍ2対象 

MHNU2032 秋 看護学特別研究演習Ⅱ NRS602 2  石 川 ふみよ Ｍ2対象 

MHNU2072 秋 看護学特別研究演習Ⅱ NRS602 2  小長谷 百 絵 Ｍ2対象 

MHNU2042 秋 看護学特別研究演習Ⅱ NRS602 2  島 田 真理恵 Ｍ2対象 

MHNU2022 秋 看護学特別研究演習Ⅱ NRS602 2  塚 本 尚 子 Ｍ2対象 

MHNU2012 秋 看護学特別研究演習Ⅱ NRS602 2  草 柳 浩 子 Ｍ2対象 

MHNU2052 秋 看護学特別研究演習Ⅱ NRS602 2  西 山 悦 子 Ｍ2対象 

MHNU2092 秋 看護学特別研究演習Ⅱ NRS602 2  武 井 弥 生 Ｍ2対象 

MHNU2112 秋 看護学特別研究演習Ⅱ NRS602 2  渡 邊 知 映 Ｍ2対象 

MHNU2062 秋 看護学特別研究演習Ⅱ NRS602 2  未     定 Ｍ2対象 

MHNU2082 休講 看護学特別研究演習Ⅱ NRS602 2  未     定 Ｍ2対象 

MHNU9010 秋 修士論文 NRS899 0  看護学専攻教員 Ｍ2対象 
 
 

  

６	

総
合
人
間
科
学
研
究
科

看
護
学
専
攻



─ 166 ─ 

5．研究指導一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 ナンバ
リング 担当教員名 備考 

MHNU1101 春 研究指導 NRS810 石 川 ふみよ 指導科目 

MHNU1111 春 研究指導 NRS810 小長谷 百 絵 指導科目 

MHNU1121 春 研究指導 NRS810 島 田 真理恵 指導科目 

MHNU1131 春 研究指導 NRS810 塚 本 尚 子 指導科目 

MHNU1141 春 研究指導 NRS810 草 柳 浩 子 指導科目 

MHNU1161 春 研究指導 NRS810 西 山 悦 子 指導科目 

MHNU1171 春 研究指導 NRS810 武 井 弥 生 指導科目 

 春 研究指導 NRS810 未     定 指導科目 

 休講 研究指導 NRS810 未     定 指導科目 

 休講 研究指導 NRS810 未     定 指導科目 

MHNU1102 秋 研究指導 NRS820 石 川 ふみよ 指導科目 

MHNU1112 秋 研究指導 NRS820 小長谷 百 絵 指導科目 

MHNU1122 秋 研究指導 NRS820 島 田 真理恵 指導科目 

MHNU1132 秋 研究指導 NRS820 塚 本 尚 子 指導科目 

MHNU1142 秋 研究指導 NRS820 草 柳 浩 子 指導科目 

MHNU1162 秋 研究指導 NRS820 西 山 悦 子 指導科目 

MHNU1172 秋 研究指導 NRS820 武 井 弥 生 指導科目 

 秋 研究指導 NRS820 未     定 指導科目 

 休講 研究指導 NRS820 未     定 指導科目 

 休講 研究指導 NRS820 未     定 指導科目 
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１．法学研究科の教育研究上の目的及び人材養成の目的

法律学専攻 

本専攻は法学・政治学の研究者の養成，並びに，この素養を身につけた社会人を送り出すことを目的とする。 
現代社会では，研究者は自分の専門領域に特化しているだけで足りるものでなく，社会で生起するさまざまな問題

を論理的に再構成し，より高度な問題を処理できる実務能力を身につけていなければならない。社会人を積極的に受

け入れ，研究者養成とともに，法学・政治学の素養を身につけた人材の養成を目指す。 
 
 

２．各専攻のカリキュラム・ポリシー

法律学専攻 

本専攻は，法律学の諸分野における実定法の研究教育や基礎法・国際法・政治学・比較法などの研究教育をおこな

います。 
 

【博士前期課程】 
学部で修得した法学・政治学全般の基礎知識の深化を図り，専攻科目の研究への移行を助け，高度な法的能力およ

び政治の分析力の涵養を目指します。また，社会人については，社会で身につけた知識・経験を専攻科目と関連づけ

て，専門的視点および分析力の深化を目指します。 
 

【博士後期課程】 
研究者養成を主な目的としながら，既存の法秩序や政治の枠を超えて生起する現代の諸問題の処理能力を養うこと

に重点を置きます。また，社会で生起するさまざまな問題を論理的に再構成し，より高度な問題を処理できる実務能

力を涵養します。 
 
 

３．各専攻のディプロマ・ポリシー

法律学専攻 

本専攻は，法学・政治学研究者の養成と高度の専門的能力を有する職業人および人間性豊かな法律家を養成し，社

会に送り出すことを目的としています。 
 

【博士前期課程】 
所定の年限を在学し，研究指導を受け，所定の単位数を修得し，かつ，本研究科が行う論文の審査に合格した学生

に，修士（法学）の学位を授与します。修了にあたっては，専攻分野に関する高度な専門知識を修得し，使いこなす

能力を身につけていることを到達の目安とします。 
 

【博士後期課程】 
所定の年限を在学し，研究指導を受け，かつ，本研究科が行う博士論文の審査に合格した学生に博士（法学）の学

位を授与します。修了にあたっては，専攻分野に関する深い学識と高度な分析力を備え，その学識と分析力を基盤と

して独創的な課題を設定し，自らそれを解決・展開する能力を身につけていることを到達の目安とします。 
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

（標準修業年限（2年）修了予定者） 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   

授業科目    

‣必修科目 4   

┗前期研究演習Ⅱ 2  Ｍ１対象 

┗前期研究演習Ⅲ 2  Ｍ２対象 

‣選択必修科目 2  Ｍ２対象，指導教員と協議のうえ，「前期研究演習Ⅳ」又

は「前期論文演習」のいずれかを履修すること 

‣選択科目 24   

┗自専攻科目    

研究指導（必修）   Ｍ１・Ｍ２対象，単位なし，毎学期履修登録すること 

修士論文／リサーチペーパー   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論文

登録をすること） 

※ただし，リサーチペーパーの提出をもって修士論文に代

えることができる。詳細についてはp.171履修上の注意

を参照。 

 

（早期修了予定者） 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   

授業科目    

‣必修科目 4   

┗前期研究演習Ⅰ 2  Ｍ１対象 

┗前期研究演習Ⅱ 2  Ｍ１対象 

‣選択科目 26   

┗自専攻科目    

研究指導（必修）   Ｍ１対象，単位なし，毎学期履修登録すること 

修士論文／リサーチペーパー   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論文

登録をすること） 

※ただし，リサーチペーパーの提出をもって修士論文に代

えることができる。詳細についてはp.172履修上の注意

を参照。 

 

【修士論文審査基準】 ※リサーチペーパー審査基準については追って公表する 
 

 修士学位論文の位置づけと評価基準 

(1) 修士の学位は，博士前期課程における履修と研鑽を通じて，専門的研究者としての能力水準をある程度具え，

それが提出論文に充分反映されている場合に，これを授与するものとする（課程「修了」の証明）。また，こ

の学位は，爾後，学界において研究者としての活動を継続・発展させていくに必要な能力をある程度具えてい

ると思科される場合に，これを授与するものとする。 

(2) 修士の学位論文は，主題に関する学界での到達点を適切に理解し，かつこれをさらに発展させるための斬新な

視点ないし切り口・分析方法をある程度提示していること，論文全体に一貫性・実証性・独創性が認められ，

構成力と表現力において優れていること等が必要である。 

法律学専攻  博士前期課程 
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１．法学研究科の教育研究上の目的及び人材養成の目的

法律学専攻 

本専攻は法学・政治学の研究者の養成，並びに，この素養を身につけた社会人を送り出すことを目的とする。 
現代社会では，研究者は自分の専門領域に特化しているだけで足りるものでなく，社会で生起するさまざまな問題

を論理的に再構成し，より高度な問題を処理できる実務能力を身につけていなければならない。社会人を積極的に受

け入れ，研究者養成とともに，法学・政治学の素養を身につけた人材の養成を目指す。 
 
 

２．各専攻のカリキュラム・ポリシー

法律学専攻 

本専攻は，法律学の諸分野における実定法の研究教育や基礎法・国際法・政治学・比較法などの研究教育をおこな

います。 
 

【博士前期課程】 
学部で修得した法学・政治学全般の基礎知識の深化を図り，専攻科目の研究への移行を助け，高度な法的能力およ

び政治の分析力の涵養を目指します。また，社会人については，社会で身につけた知識・経験を専攻科目と関連づけ

て，専門的視点および分析力の深化を目指します。 
 

【博士後期課程】 
研究者養成を主な目的としながら，既存の法秩序や政治の枠を超えて生起する現代の諸問題の処理能力を養うこと

に重点を置きます。また，社会で生起するさまざまな問題を論理的に再構成し，より高度な問題を処理できる実務能

力を涵養します。 
 
 

３．各専攻のディプロマ・ポリシー

法律学専攻 

本専攻は，法学・政治学研究者の養成と高度の専門的能力を有する職業人および人間性豊かな法律家を養成し，社

会に送り出すことを目的としています。 
 

【博士前期課程】 
所定の年限を在学し，研究指導を受け，所定の単位数を修得し，かつ，本研究科が行う論文の審査に合格した学生

に，修士（法学）の学位を授与します。修了にあたっては，専攻分野に関する高度な専門知識を修得し，使いこなす

能力を身につけていることを到達の目安とします。 
 

【博士後期課程】 
所定の年限を在学し，研究指導を受け，かつ，本研究科が行う博士論文の審査に合格した学生に博士（法学）の学

位を授与します。修了にあたっては，専攻分野に関する深い学識と高度な分析力を備え，その学識と分析力を基盤と

して独創的な課題を設定し，自らそれを解決・展開する能力を身につけていることを到達の目安とします。 
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

（標準修業年限（2年）修了予定者） 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   

授業科目    

‣必修科目 4   

┗前期研究演習Ⅱ 2  Ｍ１対象 

┗前期研究演習Ⅲ 2  Ｍ２対象 

‣選択必修科目 2  Ｍ２対象，指導教員と協議のうえ，「前期研究演習Ⅳ」又

は「前期論文演習」のいずれかを履修すること 

‣選択科目 24   

┗自専攻科目    

研究指導（必修）   Ｍ１・Ｍ２対象，単位なし，毎学期履修登録すること 

修士論文／リサーチペーパー   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論文

登録をすること） 

※ただし，リサーチペーパーの提出をもって修士論文に代

えることができる。詳細についてはp.171履修上の注意

を参照。 

 

（早期修了予定者） 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   

授業科目    

‣必修科目 4   

┗前期研究演習Ⅰ 2  Ｍ１対象 

┗前期研究演習Ⅱ 2  Ｍ１対象 

‣選択科目 26   

┗自専攻科目    

研究指導（必修）   Ｍ１対象，単位なし，毎学期履修登録すること 

修士論文／リサーチペーパー   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論文

登録をすること） 

※ただし，リサーチペーパーの提出をもって修士論文に代

えることができる。詳細についてはp.172履修上の注意

を参照。 

 

【修士論文審査基準】 ※リサーチペーパー審査基準については追って公表する 
 

 修士学位論文の位置づけと評価基準 

(1) 修士の学位は，博士前期課程における履修と研鑽を通じて，専門的研究者としての能力水準をある程度具え，

それが提出論文に充分反映されている場合に，これを授与するものとする（課程「修了」の証明）。また，こ

の学位は，爾後，学界において研究者としての活動を継続・発展させていくに必要な能力をある程度具えてい

ると思科される場合に，これを授与するものとする。 

(2) 修士の学位論文は，主題に関する学界での到達点を適切に理解し，かつこれをさらに発展させるための斬新な

視点ないし切り口・分析方法をある程度提示していること，論文全体に一貫性・実証性・独創性が認められ，

構成力と表現力において優れていること等が必要である。 

法律学専攻  博士前期課程 

７ 

法
学
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２．授業科目の編成・単位 

科 目 名 

※(他)：他専攻開講科目 

単 位 数 

必 
修 

選 
必 

選 
択 

前期研究演習Ⅰ ※注1 2   

前期研究演習Ⅱ 2   

前期研究演習Ⅲ 2   

前期研究演習Ⅳ  2  

前期論文演習  2  

課題研究   1 

法哲学研究Ⅰ   2 

法哲学研究Ⅱ   2 

西洋法制史研究Ⅰ   2 

西洋法制史研究Ⅱ   2 

外国法研究Ⅰ   2 

外国法研究Ⅱ   2 

外国法研究Ⅲ   2 

比較法研究Ⅰ   2 

比較法研究Ⅱ   2 

憲法研究Ⅰ   2 

憲法研究Ⅱ   2 

憲法研究Ⅲ   2 

憲法研究Ⅳ   2 

憲法研究Ⅴ   2 

憲法研究Ⅵ   2 

行政法研究Ⅰ   2 

行政法研究Ⅱ   2 

行政法研究Ⅲ   2 

行政法研究Ⅳ   2 

政治学研究Ⅰ   2 

政治学研究Ⅱ   2 

政治学研究Ⅲ   2 

政治学研究Ⅳ   2 

政治学研究Ⅴ   2 

政治学研究Ⅵ   2 

民法研究Ⅰ   2 

民法研究Ⅱ   2 

民法研究Ⅲ   2 

民法研究Ⅳ   2 

民法研究Ⅴ   2 

民法研究Ⅵ   2 

民法研究Ⅶ   2 

民法研究Ⅷ   2 

科 目 名 

※(他)：他専攻開講科目 

単 位 数 

必 
修 

選 
必 

選 
択 

民法研究Ⅸ   2 

民法研究Ⅹ   2 

商法研究Ⅰ   2 

商法研究Ⅱ   2 

商法研究Ⅲ   2 

商法研究Ⅳ   2 

商法研究Ⅴ   2 

商法研究Ⅵ   2 

商法研究Ⅶ   2 

民事訴訟法研究Ⅰ   2 

民事訴訟法研究Ⅱ   2 

民事訴訟法研究Ⅲ   2 

刑事法研究Ⅰ   2 

刑事法研究Ⅱ   2 

労働法研究Ⅰ   2 

労働法研究Ⅱ   2 

経済法研究Ⅰ   2 

経済法研究Ⅱ   2 

知的財産権法研究Ⅰ   2 

知的財産権法研究Ⅱ   2 

社会保障法研究Ⅰ   2 

社会保障法研究Ⅱ   2 

国際法研究Ⅰ   2 

国際法研究Ⅱ   2 

国際法研究Ⅲ   2 

国際法研究Ⅳ   2 

国際法研究Ⅴ   2 

国際法研究Ⅵ   2 

国際経済法研究Ⅰ   2 

国際経済法研究Ⅱ   2 

国際私法研究Ⅰ   2 

国際私法研究Ⅱ   2 

国際私法研究Ⅲ   2 

国際取引法研究Ⅰ   2 

国際取引法研究Ⅱ   2 

環境法研究Ⅰ   2 

環境法研究Ⅱ   2 

環境法研究Ⅲ   2 

環境法研究Ⅳ   2 
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科 目 名 

※(他)：他専攻開講科目 

単 位 数 

必 
修 

選 
必 

選 
択 

環境法研究Ⅴ   2 

環境法研究Ⅵ   2 

環境法研究Ⅶ   2 

環境法研究Ⅷ   2 

環境学研究Ⅰ   2 

環境学研究Ⅱ   2 

(他)特殊講義（警察活動と法実務）

※注2 
  1 

(他)LAW AND PRACTICE OF INTERNATIONAL  

BUSINESS TRANSACTIONS ※注2 
  1 

(他)平和研究の課題 ※注3   2 

(他)グローバル・スタディーズの新課題※注3   2 

(他)国際関係論研究１ ※注3   2 

(他)国際関係論研究２ ※注3   2 

(他)国際経済学研究１ ※注3   2 

(他)国際経済学研究２ ※注3   2 

(他)国際政治経済論研究１ ※注3   2 

(他)国際政治経済論研究２ ※注3   2 

科 目 名 

※(他)：他専攻開講科目 

単 位 数 

必 
修 

選 
必 

選 
択 

(他)対外政策研究１ ※注3   2 

(他)対外政策論文演習１ ※注3   2 

(他)対外政策研究２ ※注3   2 

(他)対外政策論文演習２ ※注3   2 

(他)政治社会論研究１ ※注3   2 

(他)政治社会論研究２ ※注3   2 

(他)比較政治学研究１ ※注3   2 

(他)比較政治学研究２ ※注3   2 

(他)グローバル政治学Ⅰ 

GLOBALIZATION AND NATION-STATES ※注4 
  4 

(他)比較政治学Ⅰ 

COMPARATIVE POLITICS ※注4 
  2 

(他)比較政治学Ⅱ 

DEMOCRACY IN GLOBALIZATION ※注

4 

  2 

(他)グローバル政治学Ⅲ 

GLOBAL POLITICS ※注4 
  4 

※注1：早期修了予定者のみ対象 

※注2：法曹養成専攻開講科目（時間割は法科大学院履修要綱参照） 

※注3：国際関係論専攻開講科目（詳細はp.224～p.227参照） 

※注4：グローバル社会専攻開講科目（詳細はEnglish-taught GRADUATE 

PROGRAMS「BULLETIN OF INFORMATION 2016-2017」参照） 

３．履修上の注意 

（標準修業年限（2年）修了予定者） 

（９月修了予定者は４月第２月曜日までに法律学専攻事務室に申し出ること。） 

１）「前期研究演習Ⅱ」及び「前期研究演習Ⅲ」の履修登録を行い，学期末に研究報告書を提出すること。 

２）2 年次の秋学期においては，指導教員と協議の上，「前期研究演習Ⅳ」又は「前期論文演習」のいずれかを履修登

録すること。 

３）「前期論文演習」の履修登録を予定する者は，2 年次春学期末に開催する「研究報告会」において報告すること。 

４）「前期論文演習」を履修登録した者は修士論文を提出し，「前期研究演習Ⅳ」を履修登録した者はリサーチ・ペ

ーパーを提出すること。ただし，「前期論文演習」履修登録者であっても，指導教員の承認を得て，リサーチ・ペ

ーパーの提出をもって修士論文に代えることができる。 

５）リサーチ・ペーパーは，上智大学大学院学則第 21 条に規定する修士論文とみなす。 

６）修士論文，又はリサーチ・ペーパーを提出した者は，2 年次秋学期末に法学会が開催する「研究報告会」で報告す

ること。 

７）「前期研究演習Ⅱ～Ⅳ」，又は「前期研究演習Ⅱ～Ⅲ」及び「前期論文演習」の 6 単位を含めて，合計 30 単位以

上を履修すること。 

８）「研究指導・課題研究・前期研究演習・前期論文演習」は，指導教員の科目を履修すること。 

９）「研究指導」については，在籍中（標準修業年限を超えて在籍する者も含む），毎学期履修登録をすること。 

10）「課題研究」とは，①常勤で就労する学生のみ履修登録することができ，②博士前期課程在籍中に 2 単位（1 学期

1 単位）まで取得することができ，③履修登録に際しては，あらかじめ指導教員と問題設定等について相談して研究

計画を立て，その了解を得ること。 

なお，「課題研究」の履修登録を予定する者は，履修登録期間前までに法律学専攻事務室に＊所定用紙を提出する

こと。 

 

＊上記所定用紙は，法律学専攻事務室にて配付。 

７	
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２．授業科目の編成・単位 

科 目 名 

※(他)：他専攻開講科目 

単 位 数 

必 
修 

選 
必 

選 
択 

前期研究演習Ⅰ ※注1 2   

前期研究演習Ⅱ 2   

前期研究演習Ⅲ 2   

前期研究演習Ⅳ  2  

前期論文演習  2  

課題研究   1 

法哲学研究Ⅰ   2 

法哲学研究Ⅱ   2 

西洋法制史研究Ⅰ   2 

西洋法制史研究Ⅱ   2 

外国法研究Ⅰ   2 

外国法研究Ⅱ   2 

外国法研究Ⅲ   2 

比較法研究Ⅰ   2 

比較法研究Ⅱ   2 

憲法研究Ⅰ   2 

憲法研究Ⅱ   2 

憲法研究Ⅲ   2 

憲法研究Ⅳ   2 

憲法研究Ⅴ   2 

憲法研究Ⅵ   2 

行政法研究Ⅰ   2 

行政法研究Ⅱ   2 

行政法研究Ⅲ   2 

行政法研究Ⅳ   2 

政治学研究Ⅰ   2 

政治学研究Ⅱ   2 

政治学研究Ⅲ   2 

政治学研究Ⅳ   2 

政治学研究Ⅴ   2 

政治学研究Ⅵ   2 

民法研究Ⅰ   2 

民法研究Ⅱ   2 

民法研究Ⅲ   2 

民法研究Ⅳ   2 

民法研究Ⅴ   2 

民法研究Ⅵ   2 

民法研究Ⅶ   2 

民法研究Ⅷ   2 

科 目 名 

※(他)：他専攻開講科目 

単 位 数 

必 
修 

選 
必 

選 
択 

民法研究Ⅸ   2 

民法研究Ⅹ   2 

商法研究Ⅰ   2 

商法研究Ⅱ   2 

商法研究Ⅲ   2 

商法研究Ⅳ   2 

商法研究Ⅴ   2 

商法研究Ⅵ   2 

商法研究Ⅶ   2 

民事訴訟法研究Ⅰ   2 

民事訴訟法研究Ⅱ   2 

民事訴訟法研究Ⅲ   2 

刑事法研究Ⅰ   2 

刑事法研究Ⅱ   2 

労働法研究Ⅰ   2 

労働法研究Ⅱ   2 

経済法研究Ⅰ   2 

経済法研究Ⅱ   2 

知的財産権法研究Ⅰ   2 

知的財産権法研究Ⅱ   2 

社会保障法研究Ⅰ   2 

社会保障法研究Ⅱ   2 

国際法研究Ⅰ   2 

国際法研究Ⅱ   2 

国際法研究Ⅲ   2 

国際法研究Ⅳ   2 

国際法研究Ⅴ   2 

国際法研究Ⅵ   2 

国際経済法研究Ⅰ   2 

国際経済法研究Ⅱ   2 

国際私法研究Ⅰ   2 

国際私法研究Ⅱ   2 

国際私法研究Ⅲ   2 

国際取引法研究Ⅰ   2 

国際取引法研究Ⅱ   2 

環境法研究Ⅰ   2 

環境法研究Ⅱ   2 

環境法研究Ⅲ   2 

環境法研究Ⅳ   2 
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科 目 名 

※(他)：他専攻開講科目 

単 位 数 

必 
修 

選 
必 

選 
択 

環境法研究Ⅴ   2 

環境法研究Ⅵ   2 

環境法研究Ⅶ   2 

環境法研究Ⅷ   2 

環境学研究Ⅰ   2 

環境学研究Ⅱ   2 

(他)特殊講義（警察活動と法実務）

※注2 
  1 

(他)LAW AND PRACTICE OF INTERNATIONAL  

BUSINESS TRANSACTIONS ※注2 
  1 

(他)平和研究の課題 ※注3   2 

(他)グローバル・スタディーズの新課題※注3   2 

(他)国際関係論研究１ ※注3   2 

(他)国際関係論研究２ ※注3   2 

(他)国際経済学研究１ ※注3   2 

(他)国際経済学研究２ ※注3   2 

(他)国際政治経済論研究１ ※注3   2 

(他)国際政治経済論研究２ ※注3   2 

科 目 名 

※(他)：他専攻開講科目 

単 位 数 

必 
修 

選 
必 

選 
択 

(他)対外政策研究１ ※注3   2 

(他)対外政策論文演習１ ※注3   2 

(他)対外政策研究２ ※注3   2 

(他)対外政策論文演習２ ※注3   2 

(他)政治社会論研究１ ※注3   2 

(他)政治社会論研究２ ※注3   2 

(他)比較政治学研究１ ※注3   2 

(他)比較政治学研究２ ※注3   2 

(他)グローバル政治学Ⅰ 

GLOBALIZATION AND NATION-STATES ※注4 
  4 

(他)比較政治学Ⅰ 

COMPARATIVE POLITICS ※注4 
  2 

(他)比較政治学Ⅱ 

DEMOCRACY IN GLOBALIZATION ※注

4 

  2 

(他)グローバル政治学Ⅲ 

GLOBAL POLITICS ※注4 
  4 

※注1：早期修了予定者のみ対象 

※注2：法曹養成専攻開講科目（時間割は法科大学院履修要綱参照） 

※注3：国際関係論専攻開講科目（詳細はp.224～p.227参照） 

※注4：グローバル社会専攻開講科目（詳細はEnglish-taught GRADUATE 

PROGRAMS「BULLETIN OF INFORMATION 2016-2017」参照） 

３．履修上の注意 

（標準修業年限（2年）修了予定者） 

（９月修了予定者は４月第２月曜日までに法律学専攻事務室に申し出ること。） 

１）「前期研究演習Ⅱ」及び「前期研究演習Ⅲ」の履修登録を行い，学期末に研究報告書を提出すること。 

２）2 年次の秋学期においては，指導教員と協議の上，「前期研究演習Ⅳ」又は「前期論文演習」のいずれかを履修登

録すること。 

３）「前期論文演習」の履修登録を予定する者は，2 年次春学期末に開催する「研究報告会」において報告すること。 

４）「前期論文演習」を履修登録した者は修士論文を提出し，「前期研究演習Ⅳ」を履修登録した者はリサーチ・ペ

ーパーを提出すること。ただし，「前期論文演習」履修登録者であっても，指導教員の承認を得て，リサーチ・ペ

ーパーの提出をもって修士論文に代えることができる。 

５）リサーチ・ペーパーは，上智大学大学院学則第 21 条に規定する修士論文とみなす。 

６）修士論文，又はリサーチ・ペーパーを提出した者は，2 年次秋学期末に法学会が開催する「研究報告会」で報告す

ること。 

７）「前期研究演習Ⅱ～Ⅳ」，又は「前期研究演習Ⅱ～Ⅲ」及び「前期論文演習」の 6 単位を含めて，合計 30 単位以

上を履修すること。 

８）「研究指導・課題研究・前期研究演習・前期論文演習」は，指導教員の科目を履修すること。 

９）「研究指導」については，在籍中（標準修業年限を超えて在籍する者も含む），毎学期履修登録をすること。 

10）「課題研究」とは，①常勤で就労する学生のみ履修登録することができ，②博士前期課程在籍中に 2 単位（1 学期

1 単位）まで取得することができ，③履修登録に際しては，あらかじめ指導教員と問題設定等について相談して研究

計画を立て，その了解を得ること。 

なお，「課題研究」の履修登録を予定する者は，履修登録期間前までに法律学専攻事務室に＊所定用紙を提出する

こと。 

 

＊上記所定用紙は，法律学専攻事務室にて配付。 

７	
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（早期修了予定者） 

１）上智大学大学院学則第 21 条第１項ただし書に規定する 1 年間の在学期間（早期修了）を希望する者は，指導教員

の承認を得て，1 年次４月第２月曜日までに，「早期修了申請書」（＊所定用紙）を法学研究科委員長（法律学専攻

事務室）に届け出ること。なお，本学の法律学専攻博士後期課程進学希望者は，早期修了を希望することができな

い。 

同項ただし書に規定する「優れた業績を上げた者」とは，修了に必要な修得単位の成績評価の GPA が 3.4 以上であ

り，修士論文又はリサーチ・ペーパーが審査委員会によって B 以上と評価された者とする。 

２）「前期研究演習Ⅰ」，「前期研究演習Ⅱ」の履修登録を行うこと。 

３）1 年次春学期末に研究報告書を提出し，1 年次秋学期末に修士論文又はリサーチ・ペーパーを提出すること。 

４）リサーチ・ペーパーは，上智大学大学院学則第 21 条に規定する修士論文とみなすこと。 

５）修士論文又はリサーチ・ペーパーを提出した者は，1 年次秋学期末に法学会が主催する「研究報告会」で報告する

こと。 

６）「前期研究演習Ⅰ」，「前期研究演習Ⅱ」の 4 単位を含めて，合計 30 単位以上を履修すること。 

７）「研究指導」については，在籍中，毎学期履修登録すること。 

８）早期修了の予定を取り消す者については，指導教員の承認を得て，2016 年 11 月 21 日～12 月 2 日の期間（修士論

文題目提出期間）に，「早期修了取消届出書」（＊所定用紙）を，法学研究科委員長（法律学専攻事務室）に届け出

ること。その者の履修は，上記の標準修業年限（2 年）修了予定者に準ずる。 

９）「課題研究」とは，①常勤で就労する学生のみ履修登録することができ，②博士前期課程在籍中に 2 単位（1 学期

1 単位）まで取得することができ，③履修登録に際しては，あらかじめ指導教員と問題設定等について相談して研究 

計画を立て，その了解を得ること。 

なお，「課題研究」の履修登録を予定する者は，履修登録期間前までに法律学専攻事務室に＊所定用紙を提出する

こと。 

 

＊上記所定用紙は，法律学専攻事務室にて配付。 

 

４．開講科目一覧表 

登録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
ナンバ
リング 

単 
位 
数 

担当教員名 
※(他)：他研究科教員 

  ＊ ：非常勤教員 
備考 

＜必修科目＞ 

MLLW1122 春 前期研究演習Ⅰ LAW501 2 出 口 耕 自 M1早期修了予定者対象 

MLLW1118 春 前期研究演習Ⅰ LAW501 2 駒 田 泰 土 M1早期修了予定者対象 

MLLW1127 春 前期研究演習Ⅰ LAW501 2 筑 紫 圭 一 M1早期修了予定者対象 

MLLW1333 春 前期研究演習Ⅰ LAW501 2 堀 口 健 夫 M1早期修了予定者対象 

MLLW1115 春 前期研究演習Ⅰ LAW501 2 照 沼 亮 介 M1早期修了予定者対象 

MLLW1119 春 前期研究演習Ⅰ LAW501 2 江 藤 淳 一 M1早期修了予定者対象 

MLLW1108 春 前期研究演習Ⅰ LAW501 2 三 浦 ま り M1早期修了予定者対象 

MLLW1134 春 前期研究演習Ⅰ LAW501 2 佐 藤 結 美 M1早期修了予定者対象 

MLLW1322 秋 前期研究演習Ⅱ LAW502 2 出 口 耕 自 M1対象 

MLLW1318 秋 前期研究演習Ⅱ LAW502 2 駒 田 泰 土 M1対象 

MLLW1327 秋 前期研究演習Ⅱ LAW502 2 筑 紫 圭 一 M1対象 

MLLW1330 秋 前期研究演習Ⅱ LAW502 2 堀 口 健 夫 M1対象 

MLLW1324 秋 前期研究演習Ⅱ LAW502 2 照 沼 亮 介 M1対象 

MLLW1319 秋 前期研究演習Ⅱ LAW502 2 江 藤 淳 一 M1対象 

MLLW1308 秋 前期研究演習Ⅱ LAW502 2 三 浦 ま り M1対象 

MLLW1334 秋 前期研究演習Ⅱ LAW502 2 佐 藤 結 美 M1対象 

MLLW1407 春 前期研究演習Ⅲ LAW601 2 矢 島 基 美 
M2対象(前期研究演習Ⅱを修得済み

であること) 
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登録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 ナンバ
リング 

単 
位 
数 

担当教員名 
※(他)：他研究科教員 

  ＊ ：非常勤教員 
備考 

＜選択必修科目＞ 

MLLW1508 秋 前期研究演習Ⅳ LAW602 2 矢 島 基 美 
M2対象(前期研究演習Ⅲを修得済み

であること) 

MLLW1608 秋 前期論文演習 LAW603 2 矢 島 基 美 
M2対象(前期研究演習Ⅲを修得済み

であること) 

＜選択科目＞※重複履修可（他専攻開講科目を除く） 

MLLW7740 春 課題研究 LAW701 1 法律学専攻各指導教員 M1・M2対象 

MLLW7750 秋 課題研究 LAW701 1 法律学専攻各指導教員 M1・M2対象 

MLLW7010 春 法哲学研究Ⅰ(法哲学文献講読) JUR701 2 奥 田 純一郎 隔年開講 

MLLW7020 休講 法哲学研究Ⅱ(正義論文献講読) JUR702 2 奥 田 純一郎 隔年開講 

MLLW7030 秋 
西洋法制史研究Ⅰ 

(ヨーロッパ近世・近代史) 
JUR711 2 松 本 尚 子 隔年開講 

MLLW7040 休講 
西洋法制史研究Ⅱ 

（ヨーロッパ現代史） 
JUR712 2 松 本 尚 子 隔年開講 

MLLW7050 春 
外国法研究Ⅰ 

（フランス法文献講読） 
JUR721 2 滝 澤   正  

MLLW7060 春 外国法研究Ⅱ(英米法文献講読) JUR722 2 岩 田   太  

MLLW7070 秋 
外国法研究Ⅲ 

(ドイツ法文献講読) 
JUR723 2 松 本 尚 子  

MLLW7080 秋 
比較法研究Ⅰ 

（フランス法文献講読） 
JUR733 2 滝 澤   正  

MLLW7090 春 比較法研究Ⅱ(英米法文献講読) JUR734 2 岩 田   太  

MLLW7100 春 憲法研究Ⅰ(憲法判例研究) PBL701 2 江 藤 祥 平  

MLLW7110 春 憲法研究Ⅱ(憲法解釈研究) PBL702 2 江 藤 祥 平  

MLLW7790 休講 憲法研究Ⅲ PBL703 2   

MLLW7120 休講 憲法研究Ⅳ PBL704 2   

MLLW7130 春 憲法研究Ⅴ(憲法理論研究) PBL705 2 矢 島 基 美  

MLLW7140 秋 憲法研究Ⅵ(憲法判例研究) PBL706 2 矢 島 基 美  

MLLW7150 春 行政法研究Ⅰ(行政法判例研究) PBL711 2 古 城   誠  

MLLW7160 休講 行政法研究Ⅱ(行政法判例研究) PBL712 2 古 城   誠  

MLLW7170 春 行政法研究Ⅲ(行政法判例研究) PBL713 2 小 幡 純 子  

MLLW7180 休講 行政法研究Ⅳ(行政法判例研究) PBL714 2 小 幡 純 子  

MLLW7190 春 
政治学研究Ⅰ 

（グローバル化の政治経済１） 
POL701 2 加 藤 浩 三  

MLLW7200 秋 
政治学研究Ⅱ 

（グローバル化の政治経済２） 
POL702 2 加 藤 浩 三  

MLLW7210 春 

政治学研究Ⅲ 

（グローバル化と公共政策） 

GLOBALIZATION & PUBLIC POLICY 

POL703 2 三 浦 ま り 
※  

「授業はすべて英語で行う」 

MLLW7220 休講 
政治学研究Ⅳ(現代日本政治研究) 

CONTEMPORARY JAPANESE POLITICS 
POL704 2 三 浦 ま り 

※ This class is taught in English  

「授業はすべて英語で行う」 

MLLW7230 休講 
政治学研究Ⅴ(国際政治の諸理論) 

INTERNATIONAL POLITICS 
POL705 2 岡 部 みどり 

※ This class is taught in English  

「授業はすべて英語で行う」 

MLLW7240 休講 
政治学研究Ⅵ(人の国際移動) 

INTERNATIONAL MIGRATION 
POL706 2 岡 部 みどり 

※ This class is taught in English  

「授業はすべて英語で行う」 

MLLW7250 秋 民法研究Ⅰ(債権法の諸問題) CVL701 2 奥 冨   晃  

MLLW7260 秋 民法研究Ⅱ（未定） CVL702 2 未     定  

MLLW7270 秋 
民法研究Ⅲ(英米契約法・信託

法の検討) 
CVL703 2 小 山 泰 史  
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（早期修了予定者） 

１）上智大学大学院学則第 21 条第１項ただし書に規定する 1 年間の在学期間（早期修了）を希望する者は，指導教員

の承認を得て，1 年次４月第２月曜日までに，「早期修了申請書」（＊所定用紙）を法学研究科委員長（法律学専攻

事務室）に届け出ること。なお，本学の法律学専攻博士後期課程進学希望者は，早期修了を希望することができな

い。 

同項ただし書に規定する「優れた業績を上げた者」とは，修了に必要な修得単位の成績評価の GPA が 3.4 以上であ

り，修士論文又はリサーチ・ペーパーが審査委員会によって B 以上と評価された者とする。 

２）「前期研究演習Ⅰ」，「前期研究演習Ⅱ」の履修登録を行うこと。 

３）1 年次春学期末に研究報告書を提出し，1 年次秋学期末に修士論文又はリサーチ・ペーパーを提出すること。 

４）リサーチ・ペーパーは，上智大学大学院学則第 21 条に規定する修士論文とみなすこと。 

５）修士論文又はリサーチ・ペーパーを提出した者は，1 年次秋学期末に法学会が主催する「研究報告会」で報告する

こと。 

６）「前期研究演習Ⅰ」，「前期研究演習Ⅱ」の 4 単位を含めて，合計 30 単位以上を履修すること。 

７）「研究指導」については，在籍中，毎学期履修登録すること。 

８）早期修了の予定を取り消す者については，指導教員の承認を得て，2016 年 11 月 21 日～12 月 2 日の期間（修士論

文題目提出期間）に，「早期修了取消届出書」（＊所定用紙）を，法学研究科委員長（法律学専攻事務室）に届け出

ること。その者の履修は，上記の標準修業年限（2 年）修了予定者に準ずる。 

９）「課題研究」とは，①常勤で就労する学生のみ履修登録することができ，②博士前期課程在籍中に 2 単位（1 学期

1 単位）まで取得することができ，③履修登録に際しては，あらかじめ指導教員と問題設定等について相談して研究 

計画を立て，その了解を得ること。 

なお，「課題研究」の履修登録を予定する者は，履修登録期間前までに法律学専攻事務室に＊所定用紙を提出する

こと。 

 

＊上記所定用紙は，法律学専攻事務室にて配付。 

 

４．開講科目一覧表 

登録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
ナンバ
リング 

単 
位 
数 

担当教員名 
※(他)：他研究科教員 

  ＊ ：非常勤教員 
備考 

＜必修科目＞ 

MLLW1122 春 前期研究演習Ⅰ LAW501 2 出 口 耕 自 M1早期修了予定者対象 

MLLW1118 春 前期研究演習Ⅰ LAW501 2 駒 田 泰 土 M1早期修了予定者対象 

MLLW1127 春 前期研究演習Ⅰ LAW501 2 筑 紫 圭 一 M1早期修了予定者対象 

MLLW1333 春 前期研究演習Ⅰ LAW501 2 堀 口 健 夫 M1早期修了予定者対象 

MLLW1115 春 前期研究演習Ⅰ LAW501 2 照 沼 亮 介 M1早期修了予定者対象 

MLLW1119 春 前期研究演習Ⅰ LAW501 2 江 藤 淳 一 M1早期修了予定者対象 

MLLW1108 春 前期研究演習Ⅰ LAW501 2 三 浦 ま り M1早期修了予定者対象 

MLLW1134 春 前期研究演習Ⅰ LAW501 2 佐 藤 結 美 M1早期修了予定者対象 

MLLW1322 秋 前期研究演習Ⅱ LAW502 2 出 口 耕 自 M1対象 

MLLW1318 秋 前期研究演習Ⅱ LAW502 2 駒 田 泰 土 M1対象 

MLLW1327 秋 前期研究演習Ⅱ LAW502 2 筑 紫 圭 一 M1対象 

MLLW1330 秋 前期研究演習Ⅱ LAW502 2 堀 口 健 夫 M1対象 

MLLW1324 秋 前期研究演習Ⅱ LAW502 2 照 沼 亮 介 M1対象 

MLLW1319 秋 前期研究演習Ⅱ LAW502 2 江 藤 淳 一 M1対象 

MLLW1308 秋 前期研究演習Ⅱ LAW502 2 三 浦 ま り M1対象 

MLLW1334 秋 前期研究演習Ⅱ LAW502 2 佐 藤 結 美 M1対象 

MLLW1407 春 前期研究演習Ⅲ LAW601 2 矢 島 基 美 
M2対象(前期研究演習Ⅱを修得済み

であること) 
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登録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 ナンバ
リング 

単 
位 
数 

担当教員名 
※(他)：他研究科教員 

  ＊ ：非常勤教員 
備考 

＜選択必修科目＞ 

MLLW1508 秋 前期研究演習Ⅳ LAW602 2 矢 島 基 美 
M2対象(前期研究演習Ⅲを修得済み

であること) 

MLLW1608 秋 前期論文演習 LAW603 2 矢 島 基 美 
M2対象(前期研究演習Ⅲを修得済み

であること) 

＜選択科目＞※重複履修可（他専攻開講科目を除く） 

MLLW7740 春 課題研究 LAW701 1 法律学専攻各指導教員 M1・M2対象 

MLLW7750 秋 課題研究 LAW701 1 法律学専攻各指導教員 M1・M2対象 

MLLW7010 春 法哲学研究Ⅰ(法哲学文献講読) JUR701 2 奥 田 純一郎 隔年開講 

MLLW7020 休講 法哲学研究Ⅱ(正義論文献講読) JUR702 2 奥 田 純一郎 隔年開講 

MLLW7030 秋 
西洋法制史研究Ⅰ 

(ヨーロッパ近世・近代史) 
JUR711 2 松 本 尚 子 隔年開講 

MLLW7040 休講 
西洋法制史研究Ⅱ 

（ヨーロッパ現代史） 
JUR712 2 松 本 尚 子 隔年開講 

MLLW7050 春 
外国法研究Ⅰ 

（フランス法文献講読） 
JUR721 2 滝 澤   正  

MLLW7060 春 外国法研究Ⅱ(英米法文献講読) JUR722 2 岩 田   太  

MLLW7070 秋 
外国法研究Ⅲ 

(ドイツ法文献講読) 
JUR723 2 松 本 尚 子  

MLLW7080 秋 
比較法研究Ⅰ 

（フランス法文献講読） 
JUR733 2 滝 澤   正  

MLLW7090 春 比較法研究Ⅱ(英米法文献講読) JUR734 2 岩 田   太  

MLLW7100 春 憲法研究Ⅰ(憲法判例研究) PBL701 2 江 藤 祥 平  

MLLW7110 春 憲法研究Ⅱ(憲法解釈研究) PBL702 2 江 藤 祥 平  

MLLW7790 休講 憲法研究Ⅲ PBL703 2   

MLLW7120 休講 憲法研究Ⅳ PBL704 2   

MLLW7130 春 憲法研究Ⅴ(憲法理論研究) PBL705 2 矢 島 基 美  

MLLW7140 秋 憲法研究Ⅵ(憲法判例研究) PBL706 2 矢 島 基 美  

MLLW7150 春 行政法研究Ⅰ(行政法判例研究) PBL711 2 古 城   誠  

MLLW7160 休講 行政法研究Ⅱ(行政法判例研究) PBL712 2 古 城   誠  

MLLW7170 春 行政法研究Ⅲ(行政法判例研究) PBL713 2 小 幡 純 子  

MLLW7180 休講 行政法研究Ⅳ(行政法判例研究) PBL714 2 小 幡 純 子  

MLLW7190 春 
政治学研究Ⅰ 

（グローバル化の政治経済１） 
POL701 2 加 藤 浩 三  

MLLW7200 秋 
政治学研究Ⅱ 

（グローバル化の政治経済２） 
POL702 2 加 藤 浩 三  

MLLW7210 春 

政治学研究Ⅲ 

（グローバル化と公共政策） 

GLOBALIZATION & PUBLIC POLICY 

POL703 2 三 浦 ま り 
※  

「授業はすべて英語で行う」 

MLLW7220 休講 
政治学研究Ⅳ(現代日本政治研究) 

CONTEMPORARY JAPANESE POLITICS 
POL704 2 三 浦 ま り 

※ This class is taught in English  

「授業はすべて英語で行う」 

MLLW7230 休講 
政治学研究Ⅴ(国際政治の諸理論) 

INTERNATIONAL POLITICS 
POL705 2 岡 部 みどり 

※ This class is taught in English  

「授業はすべて英語で行う」 

MLLW7240 休講 
政治学研究Ⅵ(人の国際移動) 

INTERNATIONAL MIGRATION 
POL706 2 岡 部 みどり 

※ This class is taught in English  

「授業はすべて英語で行う」 

MLLW7250 秋 民法研究Ⅰ(債権法の諸問題) CVL701 2 奥 冨   晃  

MLLW7260 秋 民法研究Ⅱ（未定） CVL702 2 未     定  

MLLW7270 秋 
民法研究Ⅲ(英米契約法・信託

法の検討) 
CVL703 2 小 山 泰 史  
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登録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 ナンバ
リング 

単 
位 
数 

担当教員名 
※(他)：他研究科教員 

  ＊ ：非常勤教員 
備考 

MLLW7280 休講 民法研究Ⅳ CVL704 2   

MLLW7290 春 

民法研究Ⅴ(債権法改正の諸問

題（共同担保法に関する諸問題

その１）) 

CVL705 2 佐 藤 岩 昭  

MLLW7300 秋 

民法研究Ⅵ(債権法改正の諸問

題（共同担保法に関する諸問題

その２）) 

CVL706 2 佐 藤 岩 昭  

MLLW7310 春 
民法研究Ⅶ 

(物権法の諸問題) 
CVL707 2 伊 藤 栄 寿  

MLLW7320 秋 民法研究Ⅷ(決済法の研究) CVL708 2 伊 藤 栄 寿  

MLLW7330 休講 民法研究Ⅸ(親族法の諸問題) CVL709 2 羽 生 香 織  

MLLW7340 秋 民法研究Ⅹ(相続法の諸問題) CVL710 2 羽 生 香 織  

MLLW7350 春 商法研究Ⅰ(英米保険法研究) CML701 2 甘 利 公 人  

MLLW7360 秋 商法研究Ⅱ(商事判例研究) CML702 2 甘 利 公 人  

MLLW7370 休講 
商法研究Ⅲ(外国語文献講読・ 

ウィーン売買条約) 
CML703 2 松 井 智 予   

MLLW7380 春 
商法研究Ⅳ(ドイツ会社法判例

を読む) 
CML704 2 伊 藤 雄 司  

MLLW7820 秋 
商法研究Ⅴ 

（ドイツ会社法文献講読） 
CML705 2 伊 藤 雄 司  

MLLW7830 春 
商法研究Ⅵ 

（英米商事法研究Ⅰ） 
CML706 2 梅 村   悠  

MLLW7381 秋 
商法研究Ⅶ 

（英米商事法研究Ⅱ） 
CML707 2 梅 村   悠  

MLLW7390 秋 
民事訴訟法研究Ⅰ 

(民事手続法の判例研究) 
CPL701 2 原     強  

MLLW7400 秋 
民事訴訟法研究Ⅱ 

(民事訴訟法の理論研究)  
CPL702 2 田 頭 章 一  

MLLW7410 休講 
民事訴訟法研究Ⅲ 

(民事執行法の判例研究)  
CPL703 2 安 西 明 子  

MLLW7420 春 
刑事法研究Ⅰ 

（最近の刑事判例と刑法学説） 
CRL701 2 

長 沼 範 良 

伊 藤   渉 

照 沼 亮 介 

佐 藤 結 美 

三 好 幹 夫 

複数同時担当，隔週 

MLLW7430 秋 
刑事法研究Ⅱ(比較法的に見た

刑事法上の諸問題) 
CRL702 2 

長 沼 範 良 

伊 藤   渉 

照 沼 亮 介 

佐 藤 結 美 

三 好 幹 夫 

複数同時担当，隔週 

MLLW7440 春 労働法研究Ⅰ(雇用関係法) SCL701 2 富 永 晃 一  

MLLW7450 秋 労働法研究Ⅱ(労使関係法) SCL702 2 富 永 晃 一  

MLLW7460 春 経済法研究Ⅰ(独占禁止法) SCL711 2 楠   茂 樹  

MLLW7470 秋 経済法研究Ⅱ(公共調達と法) SCL712 2 楠   茂 樹  

MLLW7480 春 知的財産権法研究Ⅰ(著作権法) SCL721 2 駒 田 泰 土  

MLLW7490 秋 
知的財産権法研究Ⅱ 

(特許・商標法) 
SCL722 2 駒 田 泰 土  

MLLW7660 春 
社会保障法研究Ⅰ 

（社会保障法政策研究） 
SCL731 2 永 野 仁 美  

─ 175 ─ 

登録 
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開 
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期 

科目名 ナンバ
リング 

単 
位 
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担当教員名 
※(他)：他研究科教員 

  ＊ ：非常勤教員 
備考 

MLLW7670 休講 
社会保障法研究Ⅱ 

（社会保障法判例研究） 
SCL732 2 永 野 仁 美  

MLLW7500 春 国際法研究Ⅰ(国際法総論) INL701 2 江 藤 淳 一  

MLLW7510 秋 国際法研究Ⅱ(国際紛争処理) INL702 2 江 藤 淳 一  

MLLW7520 春 国際法研究Ⅲ(判例研究) INL703 2 兼 原 敦 子  

MLLW7530 休講 国際法研究Ⅳ(文献講読) INL704 2 兼 原 敦 子  

MLLW7780 休講 国際法研究Ⅴ(海洋法研究) INL721 2 堀 口 健 夫  

MLLW7800 秋 国際法研究Ⅵ(国際環境法研究) INL722 2 堀 口 健 夫  

MLLW7560 休講 
国際経済法研究Ⅰ 

（ＷＴＯ判例研究１） 
INL711 2 川 瀬 剛 志  

MLLW7570 秋 
国際経済法研究Ⅱ 

（ＷＴＯ判例研究２） 
INL712 2 川 瀬 剛 志  

MLLW7600 休講 国際私法研究Ⅰ(比較国際私法総論) PIL701 2 出 口 耕 自  

MLLW7610 春 国際私法研究Ⅱ(比較国際私法各論) PIL702 2 出 口 耕 自  

MLLW7620 秋 
国際私法研究Ⅲ 

(比較国際民事訴訟法) 
PIL703 2 出 口 耕 自  

MLLW7630 春 
国際取引法研究Ⅰ 

（国際取引法文献講読１） 
PIL711 2 森 下 哲 朗  

MLLW7640 秋 
国際取引法研究Ⅱ 

（国際取引法文献講読２） 
PIL712 2 森 下 哲 朗  

MLLW7680 休講 環境法研究Ⅰ(景観判例の研究) ENL701 2 北 村 喜 宣  

MLLW7690 春 環境法研究Ⅱ(環境法理論研究) ENL702 2 北 村 喜 宣  

MLLW7700 春 環境法研究Ⅲ(環境法の基礎理論) ENL703 2 桑 原 勇 進  

MLLW7710 休講 環境法研究Ⅳ(環境法の基本原則) ENL704 2 桑 原 勇 進  

MLLW7720 休講 
環境法研究Ⅴ 

(まちづくり，観光と法) 
ENL705 2 越 智 敏 裕  

MLLW7730 休講 環境法研究Ⅵ(環境判例研究) ENL706 2 越 智 敏 裕  

MLLW7890 休講 環境法研究Ⅶ(環境法事例研究) ENL707 2 筑 紫 圭 一  

MLLW7891 秋 環境法研究Ⅷ(環境法文献講読) ENL708 2 筑 紫 圭 一  

MLLW7900 春 
環境学研究Ⅰ 

(社会発展と環境問題) 
ENL711 2 大和田 滝 惠  

MLLW7910 秋 
環境学研究Ⅱ 

(社会機構と環境問題) 
ENL712 2 大和田 滝 惠  

LWS61500 春 特殊講義（警察活動と法実務） LAW703 1 * 金 山 泰 介 
(他)法曹養成専攻，春学期前半， 

  履修中止期間注意 

LWS60600 秋 
LAW AND PRACTICE OF INTERNATIONAL  

BUSINESS TRANSACTIONS 
LAW702 1 

コーディネータ 

森 下 哲 朗 

(他)法曹養成専攻，秋学期前半， 

  授業はすべて英語で行う， 

  輪講，履修中止不可 

MFIR6010 春 平和研究の課題 IRS701 2 (他)WESSELS David (他)国際関係論専攻，隔年開講 

MFIR6020 秋 グローバル・スタディーズの新課題 IRS702 2 (他)WESSELS David (他)国際関係論専攻，隔年開講 

MFIR6030 休講 国際関係論研究１(理論) IRS703 2 (他)WESSELS David (他)国際関係論専攻，隔年開講 

MFIR6040 休講 国際関係論研究２(思想と行動) IRS704 2 (他)WESSELS David (他)国際関係論専攻，隔年開講 

MFIR6120 春 国際経済学研究１(理論) IRS712 2 (他)下川 雅嗣 (他)国際関係論専攻，隔年開講 

MFIR6130 秋 
国際経済学研究２ 

（ケース・スタディ） 
IRS713 2 (他)下川 雅嗣 (他)国際関係論専攻，隔年開講 

MFIR6140 休講 国際政治経済論研究１(理論) IRS714 2 (他)下川 雅嗣 (他)国際関係論専攻，隔年開講 

MFIR6150 休講 
国際政治経済論研究２ 

（ケース・スタディ） 
IRS715 2 (他)下川 雅嗣 (他)国際関係論専攻，隔年開講 

MFIR6200 春 対外政策研究１ IRS720 2 (他)樋渡 由美 (他)国際関係論専攻，M1対象 
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登録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 ナンバ
リング 

単 
位 
数 

担当教員名 
※(他)：他研究科教員 

  ＊ ：非常勤教員 
備考 

MLLW7280 休講 民法研究Ⅳ CVL704 2   

MLLW7290 春 

民法研究Ⅴ(債権法改正の諸問

題（共同担保法に関する諸問題

その１）) 

CVL705 2 佐 藤 岩 昭  

MLLW7300 秋 

民法研究Ⅵ(債権法改正の諸問

題（共同担保法に関する諸問題

その２）) 

CVL706 2 佐 藤 岩 昭  

MLLW7310 春 
民法研究Ⅶ 

(物権法の諸問題) 
CVL707 2 伊 藤 栄 寿  

MLLW7320 秋 民法研究Ⅷ(決済法の研究) CVL708 2 伊 藤 栄 寿  

MLLW7330 休講 民法研究Ⅸ(親族法の諸問題) CVL709 2 羽 生 香 織  

MLLW7340 秋 民法研究Ⅹ(相続法の諸問題) CVL710 2 羽 生 香 織  

MLLW7350 春 商法研究Ⅰ(英米保険法研究) CML701 2 甘 利 公 人  

MLLW7360 秋 商法研究Ⅱ(商事判例研究) CML702 2 甘 利 公 人  

MLLW7370 休講 
商法研究Ⅲ(外国語文献講読・ 

ウィーン売買条約) 
CML703 2 松 井 智 予   

MLLW7380 春 
商法研究Ⅳ(ドイツ会社法判例

を読む) 
CML704 2 伊 藤 雄 司  

MLLW7820 秋 
商法研究Ⅴ 

（ドイツ会社法文献講読） 
CML705 2 伊 藤 雄 司  

MLLW7830 春 
商法研究Ⅵ 

（英米商事法研究Ⅰ） 
CML706 2 梅 村   悠  

MLLW7381 秋 
商法研究Ⅶ 

（英米商事法研究Ⅱ） 
CML707 2 梅 村   悠  

MLLW7390 秋 
民事訴訟法研究Ⅰ 

(民事手続法の判例研究) 
CPL701 2 原     強  

MLLW7400 秋 
民事訴訟法研究Ⅱ 

(民事訴訟法の理論研究)  
CPL702 2 田 頭 章 一  

MLLW7410 休講 
民事訴訟法研究Ⅲ 

(民事執行法の判例研究)  
CPL703 2 安 西 明 子  

MLLW7420 春 
刑事法研究Ⅰ 

（最近の刑事判例と刑法学説） 
CRL701 2 

長 沼 範 良 

伊 藤   渉 

照 沼 亮 介 

佐 藤 結 美 

三 好 幹 夫 

複数同時担当，隔週 

MLLW7430 秋 
刑事法研究Ⅱ(比較法的に見た

刑事法上の諸問題) 
CRL702 2 

長 沼 範 良 

伊 藤   渉 

照 沼 亮 介 

佐 藤 結 美 

三 好 幹 夫 

複数同時担当，隔週 

MLLW7440 春 労働法研究Ⅰ(雇用関係法) SCL701 2 富 永 晃 一  

MLLW7450 秋 労働法研究Ⅱ(労使関係法) SCL702 2 富 永 晃 一  

MLLW7460 春 経済法研究Ⅰ(独占禁止法) SCL711 2 楠   茂 樹  

MLLW7470 秋 経済法研究Ⅱ(公共調達と法) SCL712 2 楠   茂 樹  

MLLW7480 春 知的財産権法研究Ⅰ(著作権法) SCL721 2 駒 田 泰 土  

MLLW7490 秋 
知的財産権法研究Ⅱ 

(特許・商標法) 
SCL722 2 駒 田 泰 土  

MLLW7660 春 
社会保障法研究Ⅰ 

（社会保障法政策研究） 
SCL731 2 永 野 仁 美  
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登録 

コード 

開 
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期 

科目名 ナンバ
リング 

単 
位 
数 

担当教員名 
※(他)：他研究科教員 

  ＊ ：非常勤教員 
備考 

MLLW7670 休講 
社会保障法研究Ⅱ 

（社会保障法判例研究） 
SCL732 2 永 野 仁 美  

MLLW7500 春 国際法研究Ⅰ(国際法総論) INL701 2 江 藤 淳 一  

MLLW7510 秋 国際法研究Ⅱ(国際紛争処理) INL702 2 江 藤 淳 一  

MLLW7520 春 国際法研究Ⅲ(判例研究) INL703 2 兼 原 敦 子  

MLLW7530 休講 国際法研究Ⅳ(文献講読) INL704 2 兼 原 敦 子  

MLLW7780 休講 国際法研究Ⅴ(海洋法研究) INL721 2 堀 口 健 夫  

MLLW7800 秋 国際法研究Ⅵ(国際環境法研究) INL722 2 堀 口 健 夫  

MLLW7560 休講 
国際経済法研究Ⅰ 

（ＷＴＯ判例研究１） 
INL711 2 川 瀬 剛 志  

MLLW7570 秋 
国際経済法研究Ⅱ 

（ＷＴＯ判例研究２） 
INL712 2 川 瀬 剛 志  

MLLW7600 休講 国際私法研究Ⅰ(比較国際私法総論) PIL701 2 出 口 耕 自  

MLLW7610 春 国際私法研究Ⅱ(比較国際私法各論) PIL702 2 出 口 耕 自  

MLLW7620 秋 
国際私法研究Ⅲ 

(比較国際民事訴訟法) 
PIL703 2 出 口 耕 自  

MLLW7630 春 
国際取引法研究Ⅰ 

（国際取引法文献講読１） 
PIL711 2 森 下 哲 朗  

MLLW7640 秋 
国際取引法研究Ⅱ 

（国際取引法文献講読２） 
PIL712 2 森 下 哲 朗  

MLLW7680 休講 環境法研究Ⅰ(景観判例の研究) ENL701 2 北 村 喜 宣  

MLLW7690 春 環境法研究Ⅱ(環境法理論研究) ENL702 2 北 村 喜 宣  

MLLW7700 春 環境法研究Ⅲ(環境法の基礎理論) ENL703 2 桑 原 勇 進  

MLLW7710 休講 環境法研究Ⅳ(環境法の基本原則) ENL704 2 桑 原 勇 進  

MLLW7720 休講 
環境法研究Ⅴ 

(まちづくり，観光と法) 
ENL705 2 越 智 敏 裕  

MLLW7730 休講 環境法研究Ⅵ(環境判例研究) ENL706 2 越 智 敏 裕  

MLLW7890 休講 環境法研究Ⅶ(環境法事例研究) ENL707 2 筑 紫 圭 一  

MLLW7891 秋 環境法研究Ⅷ(環境法文献講読) ENL708 2 筑 紫 圭 一  

MLLW7900 春 
環境学研究Ⅰ 

(社会発展と環境問題) 
ENL711 2 大和田 滝 惠  

MLLW7910 秋 
環境学研究Ⅱ 

(社会機構と環境問題) 
ENL712 2 大和田 滝 惠  

LWS61500 春 特殊講義（警察活動と法実務） LAW703 1 * 金 山 泰 介 
(他)法曹養成専攻，春学期前半， 

  履修中止期間注意 

LWS60600 秋 
LAW AND PRACTICE OF INTERNATIONAL  

BUSINESS TRANSACTIONS 
LAW702 1 

コーディネータ 

森 下 哲 朗 

(他)法曹養成専攻，秋学期前半， 

  授業はすべて英語で行う， 

  輪講，履修中止不可 

MFIR6010 春 平和研究の課題 IRS701 2 (他)WESSELS David (他)国際関係論専攻，隔年開講 

MFIR6020 秋 グローバル・スタディーズの新課題 IRS702 2 (他)WESSELS David (他)国際関係論専攻，隔年開講 

MFIR6030 休講 国際関係論研究１(理論) IRS703 2 (他)WESSELS David (他)国際関係論専攻，隔年開講 

MFIR6040 休講 国際関係論研究２(思想と行動) IRS704 2 (他)WESSELS David (他)国際関係論専攻，隔年開講 

MFIR6120 春 国際経済学研究１(理論) IRS712 2 (他)下川 雅嗣 (他)国際関係論専攻，隔年開講 

MFIR6130 秋 
国際経済学研究２ 

（ケース・スタディ） 
IRS713 2 (他)下川 雅嗣 (他)国際関係論専攻，隔年開講 

MFIR6140 休講 国際政治経済論研究１(理論) IRS714 2 (他)下川 雅嗣 (他)国際関係論専攻，隔年開講 

MFIR6150 休講 
国際政治経済論研究２ 

（ケース・スタディ） 
IRS715 2 (他)下川 雅嗣 (他)国際関係論専攻，隔年開講 

MFIR6200 春 対外政策研究１ IRS720 2 (他)樋渡 由美 (他)国際関係論専攻，M1対象 

７	

法
学
研
究
科
法
律
学
専
攻
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登録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 ナンバ
リング 

単 
位 
数 

担当教員名 
※(他)：他研究科教員 

  ＊ ：非常勤教員 
備考 

MFIR6210 春 対外政策論文演習１ IRS721 2 (他)樋渡 由美 (他)国際関係論専攻，M2対象 

MFIR6220 秋 対外政策研究２ IRS722 2 (他)樋渡 由美 (他)国際関係論専攻，M1対象 

MFIR6230 秋 対外政策論文演習２ IRS723 2 (他)樋渡 由美 (他)国際関係論専攻，M2対象 

MFIR6280 休講 政治社会論研究１ IRS728 2 (他)岸川  毅 (他)国際関係論専攻，隔年開講 

MFIR6290 休講 政治社会論研究２ IRS729 2 (他)岸川  毅 (他)国際関係論専攻，隔年開講 

MFIR6300 春 比較政治学研究１ IRS730 2 (他)岸川  毅 (他)国際関係論専攻，隔年開講 

MFIR6310 秋 比較政治学研究２ IRS731 2 (他)岸川  毅 (他)国際関係論専攻，隔年開講 

MZAG5270 秋 
グローバル政治学Ⅰ 

GLOBALIZATION AND NATION-STATES 
AGS705 4 (他)安野 正士 (他)グローバル社会専攻 

MZAG5020 春 
比較政治学Ⅰ 

COMPARATIVE POLITICS 
AGS714 2 (他)中野 晃一 (他)グローバル社会専攻 

MZAG5040 秋 
比較政治学Ⅱ 

DEMOCRACY IN GLOBALIZATION 
AGS715 2 (他)中野 晃一 (他)グローバル社会専攻 

MZAG5310 春 
グローバル政治学Ⅲ 

GLOBAL POLITICS 
AGS707 4 (他)伊藤  毅 (他)グローバル社会専攻 

＜修士論文＞ 

MLLW9020 秋 修士論文／リサーチペーパー LAW899 0 法律学専攻各指導教員 M2(M1早期修了予定者含む)対象 

MLLW9021 春 修士論文／リサーチペーパー LAW899 0 法律学専攻各指導教員 M2(9月修了予定者)対象 

 

 

５．研究指導一覧表 

登録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
ナンバ
リング 

担当教員名 
※(他)：他研究科教員 
 ＊ ：非常勤教員 

備考 

MLLW1005 春 研究指導 LAW888 矢 島 基 美 M1・M2対象指導科目 

MLLW1018 春 研究指導 LAW888 駒 田 泰 土 M1・M2対象指導科目 

MLLW1027 春 研究指導 LAW888 筑 紫 圭 一 M1・M2対象指導科目 

MLLW1022 春 研究指導 LAW888 出 口 耕 自 M1・M2対象指導科目 

MLLW1033 春 研究指導 LAW888 堀 口 健 夫 M1・M2対象指導科目 

MLLW1015 春 研究指導 LAW888 照 沼 亮 介 M1・M2対象指導科目 

MLLW1019 春 研究指導 LAW888 江 藤 淳 一 M1・M2対象指導科目 

MLLW1008 春 研究指導 LAW888 三 浦 ま り M1・M2対象指導科目 

MLLW1134 春 研究指導 LAW888 佐 藤 結 美 M1・M2対象指導科目 

MLLW1205 秋 研究指導 LAW888 矢 島 基 美 M1・M2対象指導科目 

MLLW1218 秋 研究指導 LAW888 駒 田 泰 土 M1・M2対象指導科目 

MLLW1227 秋 研究指導 LAW888 筑 紫 圭 一 M1・M2対象指導科目 

MLLW1222 秋 研究指導 LAW888 出 口 耕 自 M1・M2対象指導科目 

MLLW1230 秋 研究指導 LAW888 堀 口 健 夫 M1・M2対象指導科目 

MLLW1224 秋 研究指導 LAW888 照 沼 亮 介 M1・M2対象指導科目 

MLLW1219 秋 研究指導 LAW888 江 藤 淳 一 M1・M2対象指導科目 

MLLW1208 秋 研究指導 LAW888 三 浦 ま り M1・M2対象指導科目 

MLLW1234 秋 研究指導 LAW888 佐 藤 結 美 M1・M2対象指導科目 
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 20   

授業科目    

‣必修科目 12   

┗後期論文演習Ⅰ－Ａ 2  Ｄ１対象 

┗後期論文演習Ⅰ－Ｂ 2  Ｄ１対象 

┗後期論文演習Ⅱ－Ａ 2  Ｄ２対象 

┗後期論文演習Ⅱ－Ｂ 2  Ｄ２対象 

┗後期論文演習Ⅲ―Ａ 2  Ｄ３対象 

┗後期論文演習Ⅲ―Ｂ 2  Ｄ３対象 

‣選択科目 8   

研究指導（必修）   Ｄ１・Ｄ２・Ｄ３対象，単位なし，毎学期履修登録するこ

と 

博士論文   必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること 

 

【博士論文審査基準】 

 

博士学位論文の位置づけと評価基準 

１）博士の学位は，博士後期課程において履修と研鑽を通じて，専門的研究者としての能力水準を十分に具え，それ

が提出論文に充分反映されている場合に，これを授与するものとする（課程「修了」の証明）。また，この学位は，

爾後，学界において研究者としての活動を継続・発展させていくに必要な能力を十分に具えていると思料される場

合に，これを授与するものとする。 

２）博士の学位論文は，主題に関する学界での到達点を適切に理解し，かつこれをさらに発展させるための斬新な視

点ないし切り口・分析方法を十分に提示していること，論文全体に一貫性・実証性・独創性が認められ，構成力と

表現力において優れていること等が必要である。 

 

 

２．授業科目の編成・単位 

科 目 名 

※(他)：他専攻開講科目 

単 位 数 

必 
修 

選 
必 

選 
択 

＜必修科目＞ 

後期論文演習Ⅰ－Ａ  2   

後期論文演習Ⅰ－Ｂ  2   

後期論文演習Ⅱ－Ａ  2   

後期論文演習Ⅱ－Ｂ  2   

後期論文演習Ⅲ－Ａ  2   

後期論文演習Ⅲ－Ｂ  2   

＜選択科目＞ 

選択科目は法律学専攻前期課程の選択科目（【課題研

究】除く）を履修すること（p.173～p.176参照）※重

複履修可（他専攻開講科目を除く） 

法律学専攻  博士後期課程 

７ 

法
学
研
究
科
法
律
学
専
攻
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登録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 ナンバ
リング 

単 
位 
数 

担当教員名 
※(他)：他研究科教員 

  ＊ ：非常勤教員 
備考 

MFIR6210 春 対外政策論文演習１ IRS721 2 (他)樋渡 由美 (他)国際関係論専攻，M2対象 

MFIR6220 秋 対外政策研究２ IRS722 2 (他)樋渡 由美 (他)国際関係論専攻，M1対象 

MFIR6230 秋 対外政策論文演習２ IRS723 2 (他)樋渡 由美 (他)国際関係論専攻，M2対象 

MFIR6280 休講 政治社会論研究１ IRS728 2 (他)岸川  毅 (他)国際関係論専攻，隔年開講 

MFIR6290 休講 政治社会論研究２ IRS729 2 (他)岸川  毅 (他)国際関係論専攻，隔年開講 

MFIR6300 春 比較政治学研究１ IRS730 2 (他)岸川  毅 (他)国際関係論専攻，隔年開講 

MFIR6310 秋 比較政治学研究２ IRS731 2 (他)岸川  毅 (他)国際関係論専攻，隔年開講 

MZAG5270 秋 
グローバル政治学Ⅰ 

GLOBALIZATION AND NATION-STATES 
AGS705 4 (他)安野 正士 (他)グローバル社会専攻 

MZAG5020 春 
比較政治学Ⅰ 

COMPARATIVE POLITICS 
AGS714 2 (他)中野 晃一 (他)グローバル社会専攻 

MZAG5040 秋 
比較政治学Ⅱ 

DEMOCRACY IN GLOBALIZATION 
AGS715 2 (他)中野 晃一 (他)グローバル社会専攻 

MZAG5310 春 
グローバル政治学Ⅲ 

GLOBAL POLITICS 
AGS707 4 (他)伊藤  毅 (他)グローバル社会専攻 

＜修士論文＞ 

MLLW9020 秋 修士論文／リサーチペーパー LAW899 0 法律学専攻各指導教員 M2(M1早期修了予定者含む)対象 

MLLW9021 春 修士論文／リサーチペーパー LAW899 0 法律学専攻各指導教員 M2(9月修了予定者)対象 

 

 

５．研究指導一覧表 

登録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
ナンバ
リング 

担当教員名 
※(他)：他研究科教員 
 ＊ ：非常勤教員 

備考 

MLLW1005 春 研究指導 LAW888 矢 島 基 美 M1・M2対象指導科目 

MLLW1018 春 研究指導 LAW888 駒 田 泰 土 M1・M2対象指導科目 

MLLW1027 春 研究指導 LAW888 筑 紫 圭 一 M1・M2対象指導科目 

MLLW1022 春 研究指導 LAW888 出 口 耕 自 M1・M2対象指導科目 

MLLW1033 春 研究指導 LAW888 堀 口 健 夫 M1・M2対象指導科目 

MLLW1015 春 研究指導 LAW888 照 沼 亮 介 M1・M2対象指導科目 

MLLW1019 春 研究指導 LAW888 江 藤 淳 一 M1・M2対象指導科目 

MLLW1008 春 研究指導 LAW888 三 浦 ま り M1・M2対象指導科目 

MLLW1134 春 研究指導 LAW888 佐 藤 結 美 M1・M2対象指導科目 

MLLW1205 秋 研究指導 LAW888 矢 島 基 美 M1・M2対象指導科目 

MLLW1218 秋 研究指導 LAW888 駒 田 泰 土 M1・M2対象指導科目 

MLLW1227 秋 研究指導 LAW888 筑 紫 圭 一 M1・M2対象指導科目 

MLLW1222 秋 研究指導 LAW888 出 口 耕 自 M1・M2対象指導科目 

MLLW1230 秋 研究指導 LAW888 堀 口 健 夫 M1・M2対象指導科目 

MLLW1224 秋 研究指導 LAW888 照 沼 亮 介 M1・M2対象指導科目 

MLLW1219 秋 研究指導 LAW888 江 藤 淳 一 M1・M2対象指導科目 

MLLW1208 秋 研究指導 LAW888 三 浦 ま り M1・M2対象指導科目 

MLLW1234 秋 研究指導 LAW888 佐 藤 結 美 M1・M2対象指導科目 
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 20   

授業科目    

‣必修科目 12   

┗後期論文演習Ⅰ－Ａ 2  Ｄ１対象 

┗後期論文演習Ⅰ－Ｂ 2  Ｄ１対象 

┗後期論文演習Ⅱ－Ａ 2  Ｄ２対象 

┗後期論文演習Ⅱ－Ｂ 2  Ｄ２対象 

┗後期論文演習Ⅲ―Ａ 2  Ｄ３対象 

┗後期論文演習Ⅲ―Ｂ 2  Ｄ３対象 

‣選択科目 8   

研究指導（必修）   Ｄ１・Ｄ２・Ｄ３対象，単位なし，毎学期履修登録するこ

と 

博士論文   必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること 

 

【博士論文審査基準】 

 

博士学位論文の位置づけと評価基準 

１）博士の学位は，博士後期課程において履修と研鑽を通じて，専門的研究者としての能力水準を十分に具え，それ

が提出論文に充分反映されている場合に，これを授与するものとする（課程「修了」の証明）。また，この学位は，

爾後，学界において研究者としての活動を継続・発展させていくに必要な能力を十分に具えていると思料される場

合に，これを授与するものとする。 

２）博士の学位論文は，主題に関する学界での到達点を適切に理解し，かつこれをさらに発展させるための斬新な視

点ないし切り口・分析方法を十分に提示していること，論文全体に一貫性・実証性・独創性が認められ，構成力と

表現力において優れていること等が必要である。 

 

 

２．授業科目の編成・単位 

科 目 名 

※(他)：他専攻開講科目 

単 位 数 

必 
修 

選 
必 

選 
択 

＜必修科目＞ 

後期論文演習Ⅰ－Ａ  2   

後期論文演習Ⅰ－Ｂ  2   

後期論文演習Ⅱ－Ａ  2   

後期論文演習Ⅱ－Ｂ  2   

後期論文演習Ⅲ－Ａ  2   

後期論文演習Ⅲ－Ｂ  2   

＜選択科目＞ 

選択科目は法律学専攻前期課程の選択科目（【課題研

究】除く）を履修すること（p.173～p.176参照）※重

複履修可（他専攻開講科目を除く） 

法律学専攻  博士後期課程 

７ 

法
学
研
究
科
法
律
学
専
攻
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３．履修上の注意 

１）「後期論文演習Ⅰ-A」，「後期論文演習Ⅰ-B」，「後期論文演習Ⅱ-A」・「後期論文演習Ⅱ-B」，「後期論文演

習Ⅲ-A」，「後期論文演習Ⅲ-B」の履修登録を行い，かつ各年度末には研究報告書を提出すること。 

２）「後期論文演習Ⅰ-A」，「後期論文演習Ⅰ-B」，「後期論文演習Ⅱ-A」，「後期論文演習Ⅱ-B」，「後期論文演

習Ⅲ-A」，「後期論文演習Ⅲ-B」（12 単位）を含めて 20 単位以上を履修すること。 

３）「研究指導・後期論文演習」は，指導教員の科目を履修すること。 

４）「研究指導」については，在籍中（標準修業年限を超えて在籍する者も含む），毎学期履修登録をすること。 

５）後期課程の単位を取得したが学位論文を提出することなくその課程を満期退学しようとする者は，それまでの研

究成果をまとめて論文として提出し，研究科委員会の承認を受けること。 

 

４．開講科目一覧表 

登録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
ナンバ
リング 

単 
位 
数 

担当教員名 
※(他)：他研究科教員 
  ＊ ：非常勤教員 

備考 

＜必修科目＞ 

DLLW3337 春 後期論文演習Ⅰ－Ａ LAW901 2 北 村 喜 宣 D1対象  

DLLW3437 秋 後期論文演習Ⅰ－Ｂ LAW902 2 北 村 喜 宣 
D1対象(後期論文演習Ⅰ－Aを修得済

みであること) 

DLLW3713 春 後期論文演習Ⅱ－Ａ LAW903 2 奥 田 純一郎 
D2対象(後期論文演習Ⅰ－Ｂを修得済

みであること) 

DLLW3812 秋 後期論文演習Ⅱ－Ｂ LAW904 2 奥 田 純一郎 
D2対象(後期論文演習Ⅱ－Ａを修得済

みであること) 

DLLW3904 春 後期論文演習Ⅲ－Ａ LAW905 2 北 村 喜 宣 
D3対象(後期論文演習Ⅱ－Ｂを修得済

みであること) 

DLLW4004 秋 後期論文演習Ⅲ－Ｂ LAW906 2 北 村 喜 宣 
D3対象(後期論文演習Ⅲ－Ａを修得済

みであること) 

＜選択科目＞ 

選択科目は法律学専攻前期課程の選択科目（【課題研究】除く）を履修すること（p.173～p.176参照）※重複履修可

（他専攻開講科目を除く） 

 

５．研究指導一覧表 

 

登録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
ナンバ
リング 

担当教員名 
※(他)：他研究科教員 
  ＊ ：非常勤教員 

備考 

DLLW3101 春 研究指導 LAW988 奥 田 純一郎 D1・D2・D3対象指導科目  

DLLW3137 春 研究指導 LAW988 北 村 喜 宣 D1・D2・D3対象指導科目  

DLLW3138 春 研究指導 LAW988 桑 原 勇 進 D1・D2・D3対象指導科目  

DLLW3134 春 研究指導 LAW988 出 口 耕 自 D1・D2・D3対象指導科目  

DLLW3127 春 研究指導 LAW988 伊 藤   渉 D1・D2・D3対象指導科目  

DLLW3119 春 研究指導 LAW988 甘 利 公 人 D1・D2・D3対象指導科目  

DLLW3201 秋 研究指導 LAW988 奥 田 純一郎 D1・D2・D3対象指導科目  

DLLW3237 秋 研究指導 LAW988 北 村 喜 宣 D1・D2・D3対象指導科目  

DLLW3238 秋 研究指導 LAW988 桑 原 勇 進 D1・D2・D3対象指導科目  

DLLW3234 秋 研究指導 LAW988 出 口 耕 自 D1・D2・D3対象指導科目  

DLLW3227 秋 研究指導 LAW988 伊 藤   渉 D1・D2・D3対象指導科目  

DLLW3219 秋 研究指導 LAW988 甘 利 公 人 D1・D2・D3対象指導科目  
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経済学専攻

経営学専攻
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１．経済学研究科の教育研究上の目的及び人材養成の目的

経済学・経営学に関する深い学識を基礎に，実際的な応用能力を有する職業専門家，深い洞察力を備えた高い水準

の研究者を育成する。 
前期課程修了者には，専門知識を活かして，研究やコンサルティングに従事したり，企業実務の第一線で活躍する

高度専門職業人となることが期待される。 
後期課程修了者には，学術・研究機関において教育・研究に従事することが期待される。 

 
 

２．各専攻のカリキュラム・ポリシー

経済学専攻 

【博士前期課程】 
本課程では，現代経済を分析する能力を養う「ミクロ経済学特講Ｉ」「マクロ経済学特講Ｉ」および「計量経済学

特講Ｉ」に加え，「論文演習Ｉ［基礎］」の計 8 単位を必修としています。さらに専攻分野に応じて多くの選択科目が

用意されており，自専攻科目，自研究科他専攻科目などから計 22 単位を履修します。学生は専攻する分野に応じ，

指導教員から必要な研究指導を受けながら修士論文を書くことが求められており，その審査・試験に合格する必要が

あります。 
 

【博士後期課程】 
本課程では，経済の理論・応用・歴史に属するさまざまな分野での専門家を育成することを目的にしています。こ

こには，本専攻の博士前期課程を修了し引き続き研究を行う学生と，他大学の博士前期課程などの出身学生がいます。

指導教育による専門的指導を目的とした「研究指導」が必修となっており，在学中は，毎学期履修することが求めら

れています。学生には，学内外の学会，研究会などでの研究報告を行うこと，ならびに学会誌への投稿を行うことが

推奨されます。そして最終的には，博士論文を提出することが求められます。 
 

経営学専攻 

【博士前期課程】 
本課程では，必修科目として論文演習Ⅰと研究指導を設け，各学生の研究テーマに応じて個別に履修指導をおこな

います。会計，流通・マーケティング，経営戦略・経営管理の分野における多様なトピックを扱います。本学の教育

理念に基づく小人数教育による双方向的指導を実施し，専門知識だけでなく教員と学生の人間としてのふれあいの中

で，個々人の能力と個性に即した成長を目指します。 
講義内容は，理論構築の基礎となる調査研究方法論（統計や社会調査技法）から，理論的な基礎，現実の経営現象

への応用まで幅広く，基礎と応用のバランスが取れた教育課程を編成しています。講義形式は，伝統的な文献講読タ

イプだけでなく，現実の事例に基づくケース・ディスカッションやデータ分析の実習など多様な形式を設け，問題探

究力，分析能力，応用・実践能力，コミュニケーション能力を養います。 
 

【博士後期課程】 
本課程では，経営学の理論を現実の応用へ橋渡しできるような高度な研究能力を涵養することを目指し，指導教員

の研究指導にもとづき，学位論文の作成に向けた研究に専念します。国内や海外での学会での積極的な発表や論文の

投稿を通じて知見を深めていくことが推奨されます。 
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３．各専攻のディプロマ・ポリシー

経済学専攻 

【博士前期課程】 
本課程では「広い視野と先見性をもち，国際的な場で活躍するリーダーとなる人材を養成する」学部教育の理念の

もと，経済を理論的，実証的，歴史的に分析する能力をもつ人材の養成を目指しています。具体的には，経済学につ

いての基本的な知識を身につけたうえで，それぞれが選んだ分野での専門的研究を遂行することが要求されます。後

者については，指導教官や学生間でのディスカッションを通じ知見を改善しつつ修士論文として仕上げていくことを

大きな目標としています。当該課程に 2 年以上（優れた業績を上げた者については 1 年以上）在学し，所定の単位を

修得し，かつ，必要な研究指導を受けたうえで，修士論文の審査および最終試験に合格した学生に修士（経済学）の

学位を授与します。 
 

【博士後期課程】 
本課程では，自ら選んだ専攻分野で専門家としての能力を深め，高めることを大きな目標にしています。多くの場

合，博士前期課程で研究した分野をさらに深め，かつ広げる努力をなすことが要請されます。日ごろから，海外の学

術雑誌に掲載されている論文や注目を浴びている著作などを絶えず読むことで知見を深めるとともに，絶えず未知の

データや資料を収集していく姿勢が要求されます。実証的分野の場合，対象となるデータの収集と解析が，また歴史

的分野の場合，一次資料を発掘しての分析・解明が重要な研究課題となります。そしてそれらをもとに論文を執筆し

ていくことが要請されます。当初は指導教官や学生間でのディスカッション，続いてそれらをもとに外部で開催され

る研究会での報告，さらには学会での発表などを行うことで，論文の質を高めていく努力が奨励されます（最近では，

海外の学会での報告も奨励されており，そのための資金も用意されています）。その先は，定評のある内外の学術雑

誌への投稿ということになります。そして最終的には，博士論文の完成に至ることが要請されています。当該課程に

3 年以上在学し，かつ，必要な研究指導を受けたうえで，博士論文の審査および最終試験に合格した学生に博士（経

済学）の学位を授与します。 
 

経営学専攻 

本専攻では，以下のような学生に学位を授与します。 
 

【博士前期課程】 
本課程では，会計，流通・マーケティング，経営戦略・経営管理の各分野におけるテーマについて，先行研究や関

連文献を調査し，必要に応じてマーケット調査やアンケート調査などの社会調査を実施し，参考資料やデータを詳細

に分析した知見から，世界の人々の生活の向上に役立ち，グローバルな視点での考察を加えて，世界の企業のさらな

る繁栄に貢献する独創的，先進的な論文を作成することが要求されます。本課程に 2 年以上（優れた業績を上げた者

については 1 年以上）在学し，所定の単位を修得し，かつ，必要な研究指導を受けたうえで，修士論文の審査および

最終試験に合格した学生に修士（経営学）の学位を授与します。 
 

【博士後期課程】 
本課程では，研究者としての能力と学識を備えた人材を養成します。本課程に 3 年以上在学し，かつ，必要な研究

指導を受けたうえで，博士論文の審査および最終試験に合格した者に博士（経営学）の学位を授与します。 

８	

経
済
学
研
究
科



─ ─

１．経済学研究科の教育研究上の目的及び人材養成の目的

経済学・経営学に関する深い学識を基礎に，実際的な応用能力を有する職業専門家，深い洞察力を備えた高い水準

の研究者を育成する。 
前期課程修了者には，専門知識を活かして，研究やコンサルティングに従事したり，企業実務の第一線で活躍する

高度専門職業人となることが期待される。 
後期課程修了者には，学術・研究機関において教育・研究に従事することが期待される。 

 
 

２．各専攻のカリキュラム・ポリシー

経済学専攻 

【博士前期課程】 
本課程では，現代経済を分析する能力を養う「ミクロ経済学特講Ｉ」「マクロ経済学特講Ｉ」および「計量経済学

特講Ｉ」に加え，「論文演習Ｉ［基礎］」の計 8 単位を必修としています。さらに専攻分野に応じて多くの選択科目が

用意されており，自専攻科目，自研究科他専攻科目などから計 22 単位を履修します。学生は専攻する分野に応じ，

指導教員から必要な研究指導を受けながら修士論文を書くことが求められており，その審査・試験に合格する必要が

あります。 
 

【博士後期課程】 
本課程では，経済の理論・応用・歴史に属するさまざまな分野での専門家を育成することを目的にしています。こ

こには，本専攻の博士前期課程を修了し引き続き研究を行う学生と，他大学の博士前期課程などの出身学生がいます。

指導教育による専門的指導を目的とした「研究指導」が必修となっており，在学中は，毎学期履修することが求めら

れています。学生には，学内外の学会，研究会などでの研究報告を行うこと，ならびに学会誌への投稿を行うことが

推奨されます。そして最終的には，博士論文を提出することが求められます。 
 

経営学専攻 

【博士前期課程】 
本課程では，必修科目として論文演習Ⅰと研究指導を設け，各学生の研究テーマに応じて個別に履修指導をおこな

います。会計，流通・マーケティング，経営戦略・経営管理の分野における多様なトピックを扱います。本学の教育

理念に基づく小人数教育による双方向的指導を実施し，専門知識だけでなく教員と学生の人間としてのふれあいの中

で，個々人の能力と個性に即した成長を目指します。 
講義内容は，理論構築の基礎となる調査研究方法論（統計や社会調査技法）から，理論的な基礎，現実の経営現象

への応用まで幅広く，基礎と応用のバランスが取れた教育課程を編成しています。講義形式は，伝統的な文献講読タ

イプだけでなく，現実の事例に基づくケース・ディスカッションやデータ分析の実習など多様な形式を設け，問題探

究力，分析能力，応用・実践能力，コミュニケーション能力を養います。 
 

【博士後期課程】 
本課程では，経営学の理論を現実の応用へ橋渡しできるような高度な研究能力を涵養することを目指し，指導教員

の研究指導にもとづき，学位論文の作成に向けた研究に専念します。国内や海外での学会での積極的な発表や論文の

投稿を通じて知見を深めていくことが推奨されます。 
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３．各専攻のディプロマ・ポリシー

経済学専攻 

【博士前期課程】 
本課程では「広い視野と先見性をもち，国際的な場で活躍するリーダーとなる人材を養成する」学部教育の理念の

もと，経済を理論的，実証的，歴史的に分析する能力をもつ人材の養成を目指しています。具体的には，経済学につ

いての基本的な知識を身につけたうえで，それぞれが選んだ分野での専門的研究を遂行することが要求されます。後

者については，指導教官や学生間でのディスカッションを通じ知見を改善しつつ修士論文として仕上げていくことを

大きな目標としています。当該課程に 2 年以上（優れた業績を上げた者については 1 年以上）在学し，所定の単位を

修得し，かつ，必要な研究指導を受けたうえで，修士論文の審査および最終試験に合格した学生に修士（経済学）の

学位を授与します。 
 

【博士後期課程】 
本課程では，自ら選んだ専攻分野で専門家としての能力を深め，高めることを大きな目標にしています。多くの場

合，博士前期課程で研究した分野をさらに深め，かつ広げる努力をなすことが要請されます。日ごろから，海外の学

術雑誌に掲載されている論文や注目を浴びている著作などを絶えず読むことで知見を深めるとともに，絶えず未知の

データや資料を収集していく姿勢が要求されます。実証的分野の場合，対象となるデータの収集と解析が，また歴史

的分野の場合，一次資料を発掘しての分析・解明が重要な研究課題となります。そしてそれらをもとに論文を執筆し

ていくことが要請されます。当初は指導教官や学生間でのディスカッション，続いてそれらをもとに外部で開催され

る研究会での報告，さらには学会での発表などを行うことで，論文の質を高めていく努力が奨励されます（最近では，

海外の学会での報告も奨励されており，そのための資金も用意されています）。その先は，定評のある内外の学術雑

誌への投稿ということになります。そして最終的には，博士論文の完成に至ることが要請されています。当該課程に

3 年以上在学し，かつ，必要な研究指導を受けたうえで，博士論文の審査および最終試験に合格した学生に博士（経

済学）の学位を授与します。 
 

経営学専攻 

本専攻では，以下のような学生に学位を授与します。 
 

【博士前期課程】 
本課程では，会計，流通・マーケティング，経営戦略・経営管理の各分野におけるテーマについて，先行研究や関

連文献を調査し，必要に応じてマーケット調査やアンケート調査などの社会調査を実施し，参考資料やデータを詳細

に分析した知見から，世界の人々の生活の向上に役立ち，グローバルな視点での考察を加えて，世界の企業のさらな

る繁栄に貢献する独創的，先進的な論文を作成することが要求されます。本課程に 2 年以上（優れた業績を上げた者

については 1 年以上）在学し，所定の単位を修得し，かつ，必要な研究指導を受けたうえで，修士論文の審査および

最終試験に合格した学生に修士（経営学）の学位を授与します。 
 

【博士後期課程】 
本課程では，研究者としての能力と学識を備えた人材を養成します。本課程に 3 年以上在学し，かつ，必要な研究

指導を受けたうえで，博士論文の審査および最終試験に合格した者に博士（経営学）の学位を授与します。 
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件

要件項目名
必要

単位数

必要

科目数
備考（上限，その他）

総単位数

‣必修科目

┗ミクロ経済学特講Ⅰ

┗マクロ経済学特講Ⅰ

┗計量経済学特講Ⅰ

┗論文演習Ⅰ（基礎）

‣選択科目

┗自専攻科目

┗自研究科他専攻科目

┗委託聴講科目 単位まで修了に必要な単位として認められる

研究指導（必修） 単位なし，毎学期履修すること

修士論文 必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論

文登録をすること）

【修士論文審査基準】

１） 指導・審査グループと協議の上，研究課題が明確に設定されていること。 
２） 研究課題を考察・分析するための枠組みが適切であること。 
３） 先行研究が適切に引用され，研究内容の学術的な位置づけが明確であること。 
４） 研究内容が明確かつ論理的に記述されていること。 
５） 経済学の当該専門分野に関する深い理解に基づき，社会で生じる事象や問題を考察・分析したものであること。 

経済学専攻 博士前期課程

─ ─

２．授業科目の編成・単位

科 目 名

※ 他 ：他専攻開講科目

単 位 数

必
修

選
必

選
択

ミクロ経済学特講Ⅰ

ミクロ経済学特講Ⅱ

マクロ経済学特講Ⅰ

マクロ経済学特講Ⅱ

計量経済学特講Ⅰ

計量経済学特講Ⅱ

論文演習Ⅰ（基礎）

論文演習Ⅱ（応用）

プレゼンテーションの技術Ⅰ

プレゼンテーションの技術Ⅱ

公共経済学特講Ⅰ

公共経済学特講Ⅱ

国際貿易論特講Ⅰ

国際貿易論特講Ⅱ

財政学特講Ⅰ

財政学特講Ⅱ

産業組織論特講Ⅰ

産業組織論特講Ⅱ

環境経済学特講Ⅰ

環境経済学特講Ⅱ

科 目 名

※ 他 ：他専攻開講科目

単 位 数

必
修

選
必

選
択

金融論特講

貨幣とマクロ経済特講Ⅰ

貨幣とマクロ経済特講Ⅱ

労働経済学特講Ⅰ

労働経済学特講Ⅱ

統計学特講Ⅰ

統計学特講Ⅱ

国際経済史特講

農業経済学特講

金融工学特講Ⅰ

金融工学特講Ⅱ

厚生経済学特講Ⅰ

厚生経済学特講Ⅱ

国際マクロ経済学特講Ⅰ

国際マクロ経済学特講Ⅱ

開発経済学特講Ⅰ

開発経済学特講Ⅱ

日本経済論特講Ⅰ

日本経済論特講Ⅱ

（他）カーボンマネジメント論

（他）途上国の環境と開発

３．履修上の注意

１）修了要件に必要な必修科目 単位を含む 単位以上を修得し，指導教員の指導のもとに修士論文を作成・提出す

ることが必要である。

２）同一名の授業科目の単位を重複して取得しても，修了に必要な単位として算入できるのは， 科目分のみである。

３）｢研究指導（必修）」は，毎学期（春・秋），履修すること。

４）修士論文の履修登録については，論文を提出する学期の履修登録期間に必ず登録をすること。

８	

経
済
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経
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専
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─ ─

１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件

要件項目名
必要

単位数

必要

科目数
備考（上限，その他）

総単位数

‣必修科目

┗ミクロ経済学特講Ⅰ

┗マクロ経済学特講Ⅰ

┗計量経済学特講Ⅰ

┗論文演習Ⅰ（基礎）

‣選択科目

┗自専攻科目

┗自研究科他専攻科目

┗委託聴講科目 単位まで修了に必要な単位として認められる

研究指導（必修） 単位なし，毎学期履修すること

修士論文 必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論

文登録をすること）

【修士論文審査基準】

１） 指導・審査グループと協議の上，研究課題が明確に設定されていること。 
２） 研究課題を考察・分析するための枠組みが適切であること。 
３） 先行研究が適切に引用され，研究内容の学術的な位置づけが明確であること。 
４） 研究内容が明確かつ論理的に記述されていること。 
５） 経済学の当該専門分野に関する深い理解に基づき，社会で生じる事象や問題を考察・分析したものであること。 

経済学専攻 博士前期課程

─ ─

２．授業科目の編成・単位

科 目 名

※ 他 ：他専攻開講科目

単 位 数

必
修

選
必

選
択

ミクロ経済学特講Ⅰ

ミクロ経済学特講Ⅱ

マクロ経済学特講Ⅰ

マクロ経済学特講Ⅱ

計量経済学特講Ⅰ

計量経済学特講Ⅱ

論文演習Ⅰ（基礎）

論文演習Ⅱ（応用）

プレゼンテーションの技術Ⅰ

プレゼンテーションの技術Ⅱ

公共経済学特講Ⅰ

公共経済学特講Ⅱ

国際貿易論特講Ⅰ

国際貿易論特講Ⅱ

財政学特講Ⅰ

財政学特講Ⅱ

産業組織論特講Ⅰ

産業組織論特講Ⅱ

環境経済学特講Ⅰ

環境経済学特講Ⅱ

科 目 名

※ 他 ：他専攻開講科目

単 位 数

必
修

選
必

選
択

金融論特講

貨幣とマクロ経済特講Ⅰ

貨幣とマクロ経済特講Ⅱ

労働経済学特講Ⅰ

労働経済学特講Ⅱ

統計学特講Ⅰ

統計学特講Ⅱ

国際経済史特講

農業経済学特講

金融工学特講Ⅰ

金融工学特講Ⅱ

厚生経済学特講Ⅰ

厚生経済学特講Ⅱ

国際マクロ経済学特講Ⅰ

国際マクロ経済学特講Ⅱ

開発経済学特講Ⅰ

開発経済学特講Ⅱ

日本経済論特講Ⅰ

日本経済論特講Ⅱ

（他）カーボンマネジメント論

（他）途上国の環境と開発

３．履修上の注意

１）修了要件に必要な必修科目 単位を含む 単位以上を修得し，指導教員の指導のもとに修士論文を作成・提出す

ることが必要である。

２）同一名の授業科目の単位を重複して取得しても，修了に必要な単位として算入できるのは， 科目分のみである。

３）｢研究指導（必修）」は，毎学期（春・秋），履修すること。

４）修士論文の履修登録については，論文を提出する学期の履修登録期間に必ず登録をすること。

８	
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４．開講科目一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名
※ 他 ：他専攻教員

＊：非常勤教員
備考

春 ミクロ経済学特講Ⅰ 青 木 研

春 マクロ経済学特講Ⅰ 濵 野 正 樹

春 計量経済学特講Ⅰ 竹 内 明 香

春 公共経済学特講Ⅰ 近 藤 広 紀

春 国際貿易論特講Ⅰ 蓬 田 守 弘

春 財政学特講Ⅰ 中 里 透

春 貨幣とマクロ経済特講Ⅰ 竹 田 陽 介

春 労働経済学特講Ⅰ 出 島 敬 久

春 統計学特講Ⅰ 來 島 愛 子

春 厚生経済学特講Ⅱ 釜 賀 浩 平

春 環境経済学特講Ⅰ 堀 江 哲 也

春 国際経済史特講 倉 田 正 充

春 開発経済学特講Ⅰ 髙 橋 和 志

春 日本経済論特講Ⅰ 南 橋 尚 明

春 カーボンマネジメント論 粂 原 茂 人 （他）地球環境学研究科

参照 春 論文演習Ⅰ（基礎） 経済学専攻各指導教員 Ｍ１対象

参照 春 プレゼンテーションの技術Ⅰ 経済学専攻各指導教員 Ｍ２対象

秋 ミクロ経済学特講Ⅱ 釜 賀 浩 平

秋 マクロ経済学特講Ⅱ 中 里 透

秋 計量経済学特講Ⅱ 竹 内 明 香

秋 公共経済学特講Ⅱ 近 藤 広 紀

秋 国際貿易論特講Ⅱ 蓬 田 守 弘

秋 金融論特講 川 西 論 授業はすべて英語で行う

秋 貨幣とマクロ経済特講Ⅱ 竹 田 陽 介

秋 労働経済学特講Ⅱ 出 島 敬 久

秋 産業組織論特講Ⅱ 青 木 研

秋 環境経済学特講Ⅱ 堀 江 哲 也

秋 国際マクロ経済学特講Ⅰ 濵 野 正 樹

秋 農業経済学特講 倉 田 正 充

秋 開発経済学特講Ⅱ 髙 橋 和 志

秋 日本経済論特講Ⅱ 南 橋 尚 明

参照 秋 論文演習Ⅱ（応用） 経済学専攻各指導教員 Ｍ１対象

参照 秋 プレゼンテーションの技術Ⅱ 経済学専攻各指導教員 Ｍ２対象

秋 修士論文 経済学専攻各指導教員

休講 財政学特講Ⅱ 中 里 透

休講 統計学特講Ⅱ 來 島 愛 子

休講 産業組織論特講Ⅰ 青 木 研

休講 厚生経済学特講Ⅰ 釜 賀 浩 平

休講 金融工学特講Ⅰ 竹 内 明 香

休講 金融工学特講Ⅱ 竹 内 明 香

休講 国際マクロ経済学特講Ⅱ 濵 野 正 樹

休講 途上国の環境と開発 （他）ﾌﾟﾃﾝｶﾗﾑ ｼﾞｮﾝｼﾞｮｾﾌ （他）地球環境学研究科，隔年開講

─ ─

論文演習（Ⅰ・Ⅱ），プレゼンテーションの技術（Ⅰ・Ⅱ） 登録コード一覧

科目名・対象／

開講期

指導教員

論文演習Ⅰ（基礎）

Ｍ１／春

論文演習Ⅱ（応用）

Ｍ１／秋

プレゼンテーションの技術Ⅰ

Ｍ２／春

プレゼンテーションの技術Ⅱ

Ｍ２／秋

登録コード 登録コード 登録コード 登録コード

竹 田 陽 介

出 島 敬 久

青 木 研

中 里 透

川 西 諭

蓬 田 守 弘

近 藤 広 紀

來 島 愛 子 （休講） （休講） （休講） （休講）

竹 内 明 香

釜 賀 浩 平

濵 野 正 樹

倉 田 正 充

髙 橋 和 志

堀 江 哲 也

南 橋 尚 明

５．研究指導一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名 ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名 備考

下記参照 春 研究指導 経済学専攻各指導教員

下記参照 秋 研究指導 経済学専攻各指導教員

研究指導 登録コード一覧

開講期

指導教員
春学期 秋学期

出 島 敬 久

竹 田 陽 介

青 木 研

中 里 透

川 西 諭

蓬 田 守 弘

近 藤 広 紀

來 島 愛 子 （休講） （休講）

竹 内 明 香

釜 賀 浩 平

濵 野 正 樹

髙 橋 和 志

堀 江 哲 也

南 橋 尚 明
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４．開講科目一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名
※ 他 ：他専攻教員

＊：非常勤教員
備考

春 ミクロ経済学特講Ⅰ 青 木 研

春 マクロ経済学特講Ⅰ 濵 野 正 樹

春 計量経済学特講Ⅰ 竹 内 明 香

春 公共経済学特講Ⅰ 近 藤 広 紀

春 国際貿易論特講Ⅰ 蓬 田 守 弘

春 財政学特講Ⅰ 中 里 透

春 貨幣とマクロ経済特講Ⅰ 竹 田 陽 介

春 労働経済学特講Ⅰ 出 島 敬 久

春 統計学特講Ⅰ 來 島 愛 子

春 厚生経済学特講Ⅱ 釜 賀 浩 平

春 環境経済学特講Ⅰ 堀 江 哲 也

春 国際経済史特講 倉 田 正 充

春 開発経済学特講Ⅰ 髙 橋 和 志

春 日本経済論特講Ⅰ 南 橋 尚 明

春 カーボンマネジメント論 粂 原 茂 人 （他）地球環境学研究科

参照 春 論文演習Ⅰ（基礎） 経済学専攻各指導教員 Ｍ１対象

参照 春 プレゼンテーションの技術Ⅰ 経済学専攻各指導教員 Ｍ２対象

秋 ミクロ経済学特講Ⅱ 釜 賀 浩 平

秋 マクロ経済学特講Ⅱ 中 里 透

秋 計量経済学特講Ⅱ 竹 内 明 香

秋 公共経済学特講Ⅱ 近 藤 広 紀

秋 国際貿易論特講Ⅱ 蓬 田 守 弘

秋 金融論特講 川 西 論 授業はすべて英語で行う

秋 貨幣とマクロ経済特講Ⅱ 竹 田 陽 介

秋 労働経済学特講Ⅱ 出 島 敬 久

秋 産業組織論特講Ⅱ 青 木 研

秋 環境経済学特講Ⅱ 堀 江 哲 也

秋 国際マクロ経済学特講Ⅰ 濵 野 正 樹

秋 農業経済学特講 倉 田 正 充

秋 開発経済学特講Ⅱ 髙 橋 和 志

秋 日本経済論特講Ⅱ 南 橋 尚 明

参照 秋 論文演習Ⅱ（応用） 経済学専攻各指導教員 Ｍ１対象

参照 秋 プレゼンテーションの技術Ⅱ 経済学専攻各指導教員 Ｍ２対象

秋 修士論文 経済学専攻各指導教員

休講 財政学特講Ⅱ 中 里 透

休講 統計学特講Ⅱ 來 島 愛 子

休講 産業組織論特講Ⅰ 青 木 研

休講 厚生経済学特講Ⅰ 釜 賀 浩 平

休講 金融工学特講Ⅰ 竹 内 明 香

休講 金融工学特講Ⅱ 竹 内 明 香

休講 国際マクロ経済学特講Ⅱ 濵 野 正 樹

休講 途上国の環境と開発 （他）ﾌﾟﾃﾝｶﾗﾑ ｼﾞｮﾝｼﾞｮｾﾌ （他）地球環境学研究科，隔年開講

─ ─

論文演習（Ⅰ・Ⅱ），プレゼンテーションの技術（Ⅰ・Ⅱ） 登録コード一覧

科目名・対象／

開講期

指導教員

論文演習Ⅰ（基礎）

Ｍ１／春

論文演習Ⅱ（応用）

Ｍ１／秋

プレゼンテーションの技術Ⅰ

Ｍ２／春

プレゼンテーションの技術Ⅱ

Ｍ２／秋

登録コード 登録コード 登録コード 登録コード

竹 田 陽 介

出 島 敬 久

青 木 研

中 里 透

川 西 諭

蓬 田 守 弘

近 藤 広 紀

來 島 愛 子 （休講） （休講） （休講） （休講）

竹 内 明 香

釜 賀 浩 平

濵 野 正 樹

倉 田 正 充

髙 橋 和 志

堀 江 哲 也

南 橋 尚 明

５．研究指導一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名 ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名 備考

下記参照 春 研究指導 経済学専攻各指導教員

下記参照 秋 研究指導 経済学専攻各指導教員

研究指導 登録コード一覧

開講期

指導教員
春学期 秋学期

出 島 敬 久

竹 田 陽 介

青 木 研

中 里 透

川 西 諭

蓬 田 守 弘

近 藤 広 紀

來 島 愛 子 （休講） （休講）

竹 内 明 香

釜 賀 浩 平

濵 野 正 樹

髙 橋 和 志

堀 江 哲 也

南 橋 尚 明
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件

要件項目名
必要

単位数

必要

科目数
備考（上限，その他）

総単位数

‣必修科目

‣選択科目

研究指導（必修）

【 年次生以前】単位なし，修業年限 年を満たすまでは，

毎学期履修すること

【 年次生以降】単位なし，修業年数にかかわらず，在学中

は毎学期履修すること

博士論文
必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること

【博士論文審査基準】

１）  学術性の高い研究課題が設定されていること。 
２） 研究課題を考察・分析するための枠組みが適切であること。 
３） 先行研究が適切に引用され，研究内容の学術的な位置づけが明確であること。 
４） 研究内容が明確かつ論理的に記述されていること。 
５） 経済学の当該専門分野において，独自の学術的貢献を有する研究内容であること。 
６） 執筆者が自立的研究者としての研究遂行能力を有することを証するものであること。 

２．履修上の注意

指導教員の研究指導を受け，博士論文を作成・提出することが必要である。

研究指導について

【 年次生以前】修業年限 年を満たすまでは毎学期（春・秋）履修登録すること。なお 年度以前開講の研究

指導については，毎年（通年）履修登録すること。

【 年次生以降】在学期間中は研究指導を毎学期（春・秋）履修登録すること。

経済学専攻 博士後期課程

─ ─

３．開講科目一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名 ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名 備考

下記参照 春 研究指導 経済学専攻各指導教員

下記参照 秋 研究指導 経済学専攻各指導教員

研究指導 登録コード一覧

開講期

指導教員
春学期 秋学期

出 島 敬 久

青 木 研

川 西 諭

近 藤 広 紀

來 島 愛 子 （休講） （休講）

中 里 透

竹 田 陽 介

蓬 田 守 弘

竹 内 明 香

釜 賀 浩 平

濵 野 正 樹

髙 橋 和 志

堀 江 哲 也

南 橋 尚 明

８	
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件

要件項目名
必要

単位数

必要

科目数
備考（上限，その他）

総単位数

‣必修科目

‣選択科目

研究指導（必修）

【 年次生以前】単位なし，修業年限 年を満たすまでは，

毎学期履修すること

【 年次生以降】単位なし，修業年数にかかわらず，在学中

は毎学期履修すること

博士論文
必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること

【博士論文審査基準】

１）  学術性の高い研究課題が設定されていること。 
２） 研究課題を考察・分析するための枠組みが適切であること。 
３） 先行研究が適切に引用され，研究内容の学術的な位置づけが明確であること。 
４） 研究内容が明確かつ論理的に記述されていること。 
５） 経済学の当該専門分野において，独自の学術的貢献を有する研究内容であること。 
６） 執筆者が自立的研究者としての研究遂行能力を有することを証するものであること。 

２．履修上の注意

指導教員の研究指導を受け，博士論文を作成・提出することが必要である。

研究指導について

【 年次生以前】修業年限 年を満たすまでは毎学期（春・秋）履修登録すること。なお 年度以前開講の研究

指導については，毎年（通年）履修登録すること。

【 年次生以降】在学期間中は研究指導を毎学期（春・秋）履修登録すること。

経済学専攻 博士後期課程

─ ─

３．開講科目一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名 ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名 備考

下記参照 春 研究指導 経済学専攻各指導教員

下記参照 秋 研究指導 経済学専攻各指導教員

研究指導 登録コード一覧

開講期

指導教員
春学期 秋学期

出 島 敬 久

青 木 研

川 西 諭

近 藤 広 紀

來 島 愛 子 （休講） （休講）

中 里 透

竹 田 陽 介

蓬 田 守 弘

竹 内 明 香

釜 賀 浩 平

濵 野 正 樹

髙 橋 和 志

堀 江 哲 也

南 橋 尚 明
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件

要件項目名
必要

単位数

必要

科目数
備考（上限，その他）

総単位数

‣必修科目

┗論文演習Ⅰ

‣選択科目

┗自専攻科目

┗自研究科他専攻科目

┗委託聴講科目 単位まで修了に必要な単位として認められる

研究指導（必修） 単位なし，毎学期履修すること

修士論文 必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論文

登録をすること）

【修士論文審査基準】

１） 指導・審査グループと協議の上，研究課題が明確に設定されていること。 
２） 研究課題を考察・分析するための枠組みが適切であること。 
３） 先行研究が適切に引用され，研究内容の学術的な位置づけが明確であること。 
４） 研究内容が明確かつ論理的に記述されていること。 
５） 経営学の当該専門分野に関する深い理解に基づき，社会で生じる事象や問題を考慮・分析したものであること。 

経営学専攻 博士前期課程

─ ─

２．授業科目の編成・単位

科 目 名

※ 他 ：他専攻開講科目

単 位 数

必
修

選
必

選
択

論文演習Ⅰ

論文演習Ⅱ

論文演習Ⅲ

論文演習Ⅳ

財務会計論特講Ⅰ

財務会計論特講Ⅱ

財務会計論研究Ⅰ

財務会計論研究Ⅱ

会計学特講Ⅰ

会計学研究Ⅰ

環境会計論特講

環境会計論研究

管理会計論特講Ⅰ

管理会計論特講Ⅱ

管理会計論研究Ⅰ

管理会計論研究Ⅱ

経営財務論特講Ⅰ

経営財務論特講Ⅱ

経営財務論研究Ⅰ

経営財務論研究Ⅱ

経営管理論特講Ⅰ

経営管理論特講Ⅱ

経営管理論研究Ⅰ

経営管理論研究Ⅱ

経営戦略論特講Ⅰ

経営戦略論特講Ⅱ

経営戦略論研究Ⅰ

経営戦略論研究Ⅱ

人事管理論特講Ⅰ

人事管理論特講Ⅱ

人事管理論研究Ⅰ

人事管理論研究Ⅱ

経営組織論特講Ⅰ

経営組織論特講Ⅱ

科 目 名

※ 他 ：他専攻開講科目

単 位 数

必
修

選
必

選
択

経営組織論研究Ⅰ

経営組織論研究Ⅱ

マーケティング戦略論特講Ⅰ

マーケティング戦略論特講Ⅱ

マーケティング戦略論研究Ⅰ

マーケティング戦略論研究Ⅱ

経済・経営倫理特講Ⅰ

経済・経営倫理特講Ⅱ

経済・経営倫理研究Ⅰ

経済・経営倫理研究Ⅱ

国際経営論特講Ⅰ

国際経営論特講Ⅱ

国際経営論研究Ⅰ

国際経営論研究Ⅱ

経営科学特講Ⅰ

経営科学特講Ⅱ

経営科学研究Ⅰ

経営科学研究Ⅱ

消費者行動論特講Ⅰ

消費者行動論特講Ⅱ

消費者行動論研究Ⅰ

消費者行動論研究Ⅱ

インターネット・マーケティング特講Ⅰ

インターネット・マーケティング特講Ⅱ

インターネット・マーケティング研究Ⅰ

インターネット・マーケティング研究Ⅱ

製品開発論特講Ⅰ

製品開発論特講Ⅱ

製品開発論研究Ⅰ

製品開発論研究Ⅱ

（他）カーボンマネジメント論

３．履修上の注意

１）修了要件に必要な 単位以上を修得し，指導教員の指導のもとに修士論文を作成・提出することが必要である。

２）同一名の授業科目の単位を重複して取得しても，修了に必要な単位として算入できるのは， 科目分のみである。

３）各教員が特講と研究を開講しているが，研究は特講を修得した者が履修できることとする。

４）研究指導については，毎学期，履修すること。
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件

要件項目名
必要

単位数

必要

科目数
備考（上限，その他）

総単位数

‣必修科目

┗論文演習Ⅰ

‣選択科目

┗自専攻科目

┗自研究科他専攻科目

┗委託聴講科目 単位まで修了に必要な単位として認められる

研究指導（必修） 単位なし，毎学期履修すること

修士論文 必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論文

登録をすること）

【修士論文審査基準】

１） 指導・審査グループと協議の上，研究課題が明確に設定されていること。 
２） 研究課題を考察・分析するための枠組みが適切であること。 
３） 先行研究が適切に引用され，研究内容の学術的な位置づけが明確であること。 
４） 研究内容が明確かつ論理的に記述されていること。 
５） 経営学の当該専門分野に関する深い理解に基づき，社会で生じる事象や問題を考慮・分析したものであること。 

経営学専攻 博士前期課程

─ ─

２．授業科目の編成・単位

科 目 名

※ 他 ：他専攻開講科目

単 位 数

必
修

選
必

選
択

論文演習Ⅰ

論文演習Ⅱ

論文演習Ⅲ

論文演習Ⅳ

財務会計論特講Ⅰ

財務会計論特講Ⅱ

財務会計論研究Ⅰ

財務会計論研究Ⅱ

会計学特講Ⅰ

会計学研究Ⅰ

環境会計論特講

環境会計論研究

管理会計論特講Ⅰ

管理会計論特講Ⅱ

管理会計論研究Ⅰ

管理会計論研究Ⅱ

経営財務論特講Ⅰ

経営財務論特講Ⅱ

経営財務論研究Ⅰ

経営財務論研究Ⅱ

経営管理論特講Ⅰ

経営管理論特講Ⅱ

経営管理論研究Ⅰ

経営管理論研究Ⅱ

経営戦略論特講Ⅰ

経営戦略論特講Ⅱ

経営戦略論研究Ⅰ

経営戦略論研究Ⅱ

人事管理論特講Ⅰ

人事管理論特講Ⅱ

人事管理論研究Ⅰ

人事管理論研究Ⅱ

経営組織論特講Ⅰ

経営組織論特講Ⅱ

科 目 名

※ 他 ：他専攻開講科目

単 位 数

必
修

選
必

選
択

経営組織論研究Ⅰ

経営組織論研究Ⅱ

マーケティング戦略論特講Ⅰ

マーケティング戦略論特講Ⅱ

マーケティング戦略論研究Ⅰ

マーケティング戦略論研究Ⅱ

経済・経営倫理特講Ⅰ

経済・経営倫理特講Ⅱ

経済・経営倫理研究Ⅰ

経済・経営倫理研究Ⅱ

国際経営論特講Ⅰ

国際経営論特講Ⅱ

国際経営論研究Ⅰ

国際経営論研究Ⅱ

経営科学特講Ⅰ

経営科学特講Ⅱ

経営科学研究Ⅰ

経営科学研究Ⅱ

消費者行動論特講Ⅰ

消費者行動論特講Ⅱ

消費者行動論研究Ⅰ

消費者行動論研究Ⅱ

インターネット・マーケティング特講Ⅰ

インターネット・マーケティング特講Ⅱ

インターネット・マーケティング研究Ⅰ

インターネット・マーケティング研究Ⅱ

製品開発論特講Ⅰ

製品開発論特講Ⅱ

製品開発論研究Ⅰ

製品開発論研究Ⅱ

（他）カーボンマネジメント論

３．履修上の注意

１）修了要件に必要な 単位以上を修得し，指導教員の指導のもとに修士論文を作成・提出することが必要である。

２）同一名の授業科目の単位を重複して取得しても，修了に必要な単位として算入できるのは， 科目分のみである。

３）各教員が特講と研究を開講しているが，研究は特講を修得した者が履修できることとする。

４）研究指導については，毎学期，履修すること。
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４．開講科目一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名 ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名
※ 他 ：他専攻教員

＊：非常勤教員
備考

参照 春 論文演習Ⅰ 経営学専攻各指導教員 Ｍ１対象

参照 秋 論文演習Ⅱ 経営学専攻各指導教員 Ｍ１対象

参照 春 論文演習Ⅲ 経営学専攻各指導教員 Ｍ２対象

参照 秋 論文演習Ⅳ 経営学専攻各指導教員 Ｍ２対象

春 財務会計論特講Ⅰ 西 澤 茂 「財務会計論研究Ⅰ」と合併

春 財務会計論研究Ⅰ 西 澤 茂 Ｍ２対象，「財務会計論特講Ⅰ」と合併

春 会計学特講Ⅰ 上 妻 義 直 「会計学研究Ⅰ」と合併

春 会計学研究Ⅰ 上 妻 義 直 Ｍ２対象，「会計学特講Ⅰ」と合併

休講 経済・経営倫理特講Ⅰ （他）ﾌﾟﾃﾝｶﾗﾑ ｼﾞｮﾝｼﾞｮｾﾌ 「経済・経営倫理研究Ⅰ」と合併，隔年開講

休講 経済・経営倫理研究Ⅰ （他）ﾌﾟﾃﾝｶﾗﾑ ｼﾞｮﾝｼﾞｮｾﾌ
Ｍ２対象，

「経済・経営倫理特講Ⅰ」と合併，隔年開講

春 経営財務論特講Ⅰ 石 井 昌 宏 「経営財務論研究Ⅰ」と合併

春 経営財務論研究Ⅰ 石 井 昌 宏 Ｍ２対象，「経営財務論特講Ⅰ」と合併

春 経営管理論特講Ⅰ 山 田 幸 三 「経営管理論研究Ⅰ」と合併

春 経営管理論研究Ⅰ 山 田 幸 三 Ｍ２対象，「経営管理論特講Ⅰ」と合併

春 人事管理論特講Ⅰ 細 萱 伸 子 「人事管理論研究Ⅰ」と合併

春 人事管理論研究Ⅰ 細 萱 伸 子 Ｍ２対象，「人事管理論特講Ⅰ」と合併

休講 国際経営論特講Ⅰ 竹之内 秀 行 「国際経営論研究Ⅰ」と合併

休講 国際経営論研究Ⅰ 竹之内 秀 行 Ｍ２対象，「国際経営論特講Ⅰ」と合併

休講 経営科学特講Ⅰ 荒 木 勉 「経営科学研究Ⅰ」と合併

休講 経営科学研究Ⅰ 荒 木 勉 Ｍ２対象，「経営科学特講Ⅰ」と合併

春 消費者行動論特講Ⅰ 杉 本 徹 雄 「消費者行動論研究Ⅰ」と合併

春 消費者行動論研究Ⅰ 杉 本 徹 雄 Ｍ２対象，「消費者行動論特講Ⅰ」と合併

春 マーケティング戦略論特講Ⅰ 杉 谷 陽 子 「マーケティング戦略論研究Ⅰ」と合併

春 マーケティング戦略論研究Ⅰ 杉 谷 陽 子
Ｍ２対象，

「マーケティング戦略論特講Ⅰ」と合併

春 インターネット・マーケティング特講Ⅰ 新 井 範 子 「インターネット・マーケティング研究Ⅰ」と合併

春 インターネット・マーケティング研究Ⅰ 新 井 範 子
Ｍ２対象，

「インターネット・マーケティング特講Ⅰ」と合併

春 製品開発論特講Ⅰ 小 阪 玄次郎 「製品開発論研究Ⅰ」と合併

春 製品開発論研究Ⅰ 小 阪 玄次郎 Ｍ２対象，「製品開発論特講Ⅰ」と合併

春 カーボンマネジメント論 粂 原 茂 人 （他）地球環境学研究科

春 経営戦略論特講Ⅰ 網 倉 久 永 「経営戦略論研究Ⅰ」と合併

春 経営戦略論研究Ⅰ 網 倉 久 永 Ｍ２対象，「経営戦略論特講Ⅰ」と合併

春 管理会計論特講Ⅰ 王 志 「管理会計論研究Ⅰ」と合併

春 管理会計論研究Ⅰ 王 志 Ｍ２対象，「管理会計論特講Ⅰ」と合併

秋 財務会計論特講Ⅱ 西 澤 茂 「財務会計論研究Ⅱ」と合併

秋 財務会計論研究Ⅱ 西 澤 茂 Ｍ２対象，「財務会計論特講Ⅱ」と合併

秋 環境会計論特講 上 妻 義 直 「環境会計論研究」と合併

秋 環境会計論研究 上 妻 義 直 Ｍ２対象，「環境会計論特講」と合併

秋 経営財務論特講Ⅱ 石 井 昌 宏 「経営財務論研究Ⅱ」と合併

秋 経営財務論研究Ⅱ 石 井 昌 宏 Ｍ２対象，「経営財務論特講Ⅱ」と合併

秋 経営管理論特講Ⅱ 山 田 幸 三 「経営管理論研究Ⅱ」と合併

秋 経営管理論研究Ⅱ 山 田 幸 三 Ｍ２対象，「経営管理論特講Ⅱ」と合併

秋 人事管理論特講Ⅱ 細 萱 伸 子 「人事管理論研究Ⅱ」と合併

秋 人事管理論研究Ⅱ 細 萱 伸 子 Ｍ２対象，「人事管理論特講Ⅱ」と合併

秋 経営組織論特講Ⅱ 小 林 順 治 「経営組織論研究Ⅱ」と合併

─ ─

登 録

コード

開
講
期

科目名 ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名
※ 他 ：他専攻教員

＊：非常勤教員
備考

秋 経営組織論研究Ⅱ 小 林 順 治 Ｍ２対象，「経営組織論特講Ⅱ」と合併

休講 経営科学特講Ⅱ 荒 木 勉 「経営科学研究Ⅱ」と合併

休講 経営科学研究Ⅱ 荒 木 勉 Ｍ２対象，「経営科学特講Ⅱ」と合併

秋 消費者行動論特講Ⅱ 杉 本 徹 雄 「消費者行動論研究Ⅱ」と合併

秋 消費者行動論研究Ⅱ 杉 本 徹 雄 Ｍ２対象，「消費者行動論特講Ⅱ」と合併

休講 マーケティング戦略論特講Ⅱ 杉 谷 陽 子 「マーケティング戦略論研究Ⅱ」と合併

休講 マーケティング戦略論研究Ⅱ 杉 谷 陽 子
Ｍ２対象，

「マーケティング戦略論特講Ⅱ」と合併

秋 インターネット・マーケティング特講Ⅱ 新 井 範 子 「インターネット・マーケティング研究Ⅱ」と合併

秋 インターネット・マーケティング研究Ⅱ 新 井 範 子
Ｍ２対象，

「インターネット・マーケティング特講Ⅱ」と合併

秋 製品開発論特講Ⅱ 小 阪 玄次郎 「製品開発論研究Ⅱ」と合併

秋 製品開発論研究Ⅱ 小 阪 玄次郎 Ｍ２対象，「製品開発論特講Ⅱ」と合併

秋 修士論文 経営学専攻各指導教員

休講 経営組織論特講Ⅰ 小 林 順 治 「経営組織論研究Ⅰ」と合併

休講 経営組織論研究Ⅰ 小 林 順 治 Ｍ２対象，「経営組織論特講Ⅰ」と合併

休講 経済・経営倫理特講Ⅱ （他）ﾌﾟﾃﾝｶﾗﾑ ｼﾞｮﾝｼﾞｮｾﾌ 「経済・経営倫理研究Ⅱ」と合併，隔年開講

休講 経済・経営倫理研究Ⅱ （他）ﾌﾟﾃﾝｶﾗﾑ ｼﾞｮﾝｼﾞｮｾﾌ
Ｍ２対象，

「経済・経営倫理特講Ⅱ」と合併，隔年開講

秋 管理会計論特講Ⅱ 王 志 「管理会計論研究Ⅱ」と合併

秋 管理会計論研究Ⅱ 王 志 Ｍ２対象，「管理会計論特講Ⅱ」と合併

秋 国際経営論特講Ⅱ 竹之内 秀 行 「国際経営論研究Ⅱ」と合併

秋 国際経営論研究Ⅱ 竹之内 秀 行 Ｍ２対象，「国際経営論特講Ⅱ」と合併

秋 経営戦略論特講Ⅱ 網 倉 久 永 「経営戦略論研究Ⅱ」と合併

秋 経営戦略論研究Ⅱ 網 倉 久 永 Ｍ２対象，「経営戦略論特講Ⅱ」と合併

論文演習（Ⅰ～Ⅳ） 登録コード一覧

科目名・対象／

開講期

指導教員

論文演習Ⅰ

Ｍ１／春

論文演習Ⅱ

Ｍ１／秋

論文演習Ⅲ

Ｍ２／春

論文演習Ⅳ

Ｍ２／秋

登録コード 登録コード 登録コード 登録コード

網 倉 久 永

新 井 範 子

細 萱 伸 子

石 井 昌 宏

西 澤 茂

杉 本 徹 雄

杉 谷 陽 子 休講 休講

竹之内 秀行 休講 休講

山 田 幸 三

小阪 玄次郎

王 志

８	

経
済
学
研
究
科
経
営
学
専
攻



─ ─

４．開講科目一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名 ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名
※ 他 ：他専攻教員

＊：非常勤教員
備考

参照 春 論文演習Ⅰ 経営学専攻各指導教員 Ｍ１対象

参照 秋 論文演習Ⅱ 経営学専攻各指導教員 Ｍ１対象

参照 春 論文演習Ⅲ 経営学専攻各指導教員 Ｍ２対象

参照 秋 論文演習Ⅳ 経営学専攻各指導教員 Ｍ２対象

春 財務会計論特講Ⅰ 西 澤 茂 「財務会計論研究Ⅰ」と合併

春 財務会計論研究Ⅰ 西 澤 茂 Ｍ２対象，「財務会計論特講Ⅰ」と合併

春 会計学特講Ⅰ 上 妻 義 直 「会計学研究Ⅰ」と合併

春 会計学研究Ⅰ 上 妻 義 直 Ｍ２対象，「会計学特講Ⅰ」と合併

休講 経済・経営倫理特講Ⅰ （他）ﾌﾟﾃﾝｶﾗﾑ ｼﾞｮﾝｼﾞｮｾﾌ 「経済・経営倫理研究Ⅰ」と合併，隔年開講

休講 経済・経営倫理研究Ⅰ （他）ﾌﾟﾃﾝｶﾗﾑ ｼﾞｮﾝｼﾞｮｾﾌ
Ｍ２対象，

「経済・経営倫理特講Ⅰ」と合併，隔年開講

春 経営財務論特講Ⅰ 石 井 昌 宏 「経営財務論研究Ⅰ」と合併

春 経営財務論研究Ⅰ 石 井 昌 宏 Ｍ２対象，「経営財務論特講Ⅰ」と合併

春 経営管理論特講Ⅰ 山 田 幸 三 「経営管理論研究Ⅰ」と合併

春 経営管理論研究Ⅰ 山 田 幸 三 Ｍ２対象，「経営管理論特講Ⅰ」と合併

春 人事管理論特講Ⅰ 細 萱 伸 子 「人事管理論研究Ⅰ」と合併

春 人事管理論研究Ⅰ 細 萱 伸 子 Ｍ２対象，「人事管理論特講Ⅰ」と合併

休講 国際経営論特講Ⅰ 竹之内 秀 行 「国際経営論研究Ⅰ」と合併

休講 国際経営論研究Ⅰ 竹之内 秀 行 Ｍ２対象，「国際経営論特講Ⅰ」と合併

休講 経営科学特講Ⅰ 荒 木 勉 「経営科学研究Ⅰ」と合併

休講 経営科学研究Ⅰ 荒 木 勉 Ｍ２対象，「経営科学特講Ⅰ」と合併

春 消費者行動論特講Ⅰ 杉 本 徹 雄 「消費者行動論研究Ⅰ」と合併

春 消費者行動論研究Ⅰ 杉 本 徹 雄 Ｍ２対象，「消費者行動論特講Ⅰ」と合併

春 マーケティング戦略論特講Ⅰ 杉 谷 陽 子 「マーケティング戦略論研究Ⅰ」と合併

春 マーケティング戦略論研究Ⅰ 杉 谷 陽 子
Ｍ２対象，

「マーケティング戦略論特講Ⅰ」と合併

春 インターネット・マーケティング特講Ⅰ 新 井 範 子 「インターネット・マーケティング研究Ⅰ」と合併

春 インターネット・マーケティング研究Ⅰ 新 井 範 子
Ｍ２対象，

「インターネット・マーケティング特講Ⅰ」と合併

春 製品開発論特講Ⅰ 小 阪 玄次郎 「製品開発論研究Ⅰ」と合併

春 製品開発論研究Ⅰ 小 阪 玄次郎 Ｍ２対象，「製品開発論特講Ⅰ」と合併

春 カーボンマネジメント論 粂 原 茂 人 （他）地球環境学研究科

春 経営戦略論特講Ⅰ 網 倉 久 永 「経営戦略論研究Ⅰ」と合併

春 経営戦略論研究Ⅰ 網 倉 久 永 Ｍ２対象，「経営戦略論特講Ⅰ」と合併

春 管理会計論特講Ⅰ 王 志 「管理会計論研究Ⅰ」と合併

春 管理会計論研究Ⅰ 王 志 Ｍ２対象，「管理会計論特講Ⅰ」と合併

秋 財務会計論特講Ⅱ 西 澤 茂 「財務会計論研究Ⅱ」と合併

秋 財務会計論研究Ⅱ 西 澤 茂 Ｍ２対象，「財務会計論特講Ⅱ」と合併

秋 環境会計論特講 上 妻 義 直 「環境会計論研究」と合併

秋 環境会計論研究 上 妻 義 直 Ｍ２対象，「環境会計論特講」と合併

秋 経営財務論特講Ⅱ 石 井 昌 宏 「経営財務論研究Ⅱ」と合併

秋 経営財務論研究Ⅱ 石 井 昌 宏 Ｍ２対象，「経営財務論特講Ⅱ」と合併

秋 経営管理論特講Ⅱ 山 田 幸 三 「経営管理論研究Ⅱ」と合併

秋 経営管理論研究Ⅱ 山 田 幸 三 Ｍ２対象，「経営管理論特講Ⅱ」と合併

秋 人事管理論特講Ⅱ 細 萱 伸 子 「人事管理論研究Ⅱ」と合併

秋 人事管理論研究Ⅱ 細 萱 伸 子 Ｍ２対象，「人事管理論特講Ⅱ」と合併

秋 経営組織論特講Ⅱ 小 林 順 治 「経営組織論研究Ⅱ」と合併

─ ─

登 録

コード

開
講
期

科目名 ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名
※ 他 ：他専攻教員

＊：非常勤教員
備考

秋 経営組織論研究Ⅱ 小 林 順 治 Ｍ２対象，「経営組織論特講Ⅱ」と合併

休講 経営科学特講Ⅱ 荒 木 勉 「経営科学研究Ⅱ」と合併

休講 経営科学研究Ⅱ 荒 木 勉 Ｍ２対象，「経営科学特講Ⅱ」と合併

秋 消費者行動論特講Ⅱ 杉 本 徹 雄 「消費者行動論研究Ⅱ」と合併

秋 消費者行動論研究Ⅱ 杉 本 徹 雄 Ｍ２対象，「消費者行動論特講Ⅱ」と合併

休講 マーケティング戦略論特講Ⅱ 杉 谷 陽 子 「マーケティング戦略論研究Ⅱ」と合併

休講 マーケティング戦略論研究Ⅱ 杉 谷 陽 子
Ｍ２対象，

「マーケティング戦略論特講Ⅱ」と合併

秋 インターネット・マーケティング特講Ⅱ 新 井 範 子 「インターネット・マーケティング研究Ⅱ」と合併

秋 インターネット・マーケティング研究Ⅱ 新 井 範 子
Ｍ２対象，

「インターネット・マーケティング特講Ⅱ」と合併

秋 製品開発論特講Ⅱ 小 阪 玄次郎 「製品開発論研究Ⅱ」と合併

秋 製品開発論研究Ⅱ 小 阪 玄次郎 Ｍ２対象，「製品開発論特講Ⅱ」と合併

秋 修士論文 経営学専攻各指導教員

休講 経営組織論特講Ⅰ 小 林 順 治 「経営組織論研究Ⅰ」と合併

休講 経営組織論研究Ⅰ 小 林 順 治 Ｍ２対象，「経営組織論特講Ⅰ」と合併

休講 経済・経営倫理特講Ⅱ （他）ﾌﾟﾃﾝｶﾗﾑ ｼﾞｮﾝｼﾞｮｾﾌ 「経済・経営倫理研究Ⅱ」と合併，隔年開講

休講 経済・経営倫理研究Ⅱ （他）ﾌﾟﾃﾝｶﾗﾑ ｼﾞｮﾝｼﾞｮｾﾌ
Ｍ２対象，

「経済・経営倫理特講Ⅱ」と合併，隔年開講

秋 管理会計論特講Ⅱ 王 志 「管理会計論研究Ⅱ」と合併

秋 管理会計論研究Ⅱ 王 志 Ｍ２対象，「管理会計論特講Ⅱ」と合併

秋 国際経営論特講Ⅱ 竹之内 秀 行 「国際経営論研究Ⅱ」と合併

秋 国際経営論研究Ⅱ 竹之内 秀 行 Ｍ２対象，「国際経営論特講Ⅱ」と合併

秋 経営戦略論特講Ⅱ 網 倉 久 永 「経営戦略論研究Ⅱ」と合併

秋 経営戦略論研究Ⅱ 網 倉 久 永 Ｍ２対象，「経営戦略論特講Ⅱ」と合併

論文演習（Ⅰ～Ⅳ） 登録コード一覧

科目名・対象／

開講期

指導教員

論文演習Ⅰ

Ｍ１／春

論文演習Ⅱ

Ｍ１／秋

論文演習Ⅲ

Ｍ２／春

論文演習Ⅳ

Ｍ２／秋

登録コード 登録コード 登録コード 登録コード

網 倉 久 永

新 井 範 子

細 萱 伸 子

石 井 昌 宏

西 澤 茂

杉 本 徹 雄

杉 谷 陽 子 休講 休講

竹之内 秀行 休講 休講

山 田 幸 三

小阪 玄次郎

王 志

８	

経
済
学
研
究
科
経
営
学
専
攻
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５．研究指導一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ
リング 担当教員名 備考

下記参照 春 研究指導 経営学専攻各指導教員

下記参照 秋 研究指導 経営学専攻各指導教員

研究指導 登録コード一覧

開講期
指導教員

春学期 秋学期

網 倉 久 永

新 井 範 子

細 萱 伸 子

石 井 昌 宏

西 澤 茂

杉 本 徹 雄

杉 谷 陽 子 休講

竹之内 秀行

山 田 幸 三

小阪 玄次郎

王 志

─ ─

１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件

要件項目名
必要

単位数

必要

科目数
備考（上限，その他）

総単位数

‣必修科目

‣選択科目

研究指導（必修） 【 年次生以前】単位なし，修業年限 年を満たすまでは，

毎学期履修すること

【 年次生以降】単位なし，修業年限にかかわらず，在学

中は毎学期履修すること

博士論文 必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること

【博士論文審査基準】

１） 学術性の高い研究課題が設定されていること。 
２） 研究課題を考察・分析するための枠組みが適切であること。 
３） 先行研究が適切に引用され，研究内容の学術的な位置づけが明確であること。 
４） 研究内容が明確かつ論理的に記述されていること。 
５） 経営学の当該専門分野において，独自の学術的貢献を有する研究内容であること。 
６） 執筆者が自立的研究者としての研究遂行能力を有することを証するものであること。 

２．履修上の注意

指導教員の研究指導を受け，博士論文を作成・提出することが必要である。

研究指導について

【 年次生以前】修業年限 年を満たすまでは毎学期（春・秋）履修登録すること。なお 年度以前開講の研究

指導については，毎年（通年）履修登録すること。

【 年次生以降】在学期間中は研究指導を毎学期（春・秋）履修登録すること。

経営学専攻 博士後期課程
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５．研究指導一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ
リング 担当教員名 備考

下記参照 春 研究指導 経営学専攻各指導教員

下記参照 秋 研究指導 経営学専攻各指導教員

研究指導 登録コード一覧

開講期
指導教員

春学期 秋学期

網 倉 久 永

新 井 範 子

細 萱 伸 子

石 井 昌 宏

西 澤 茂

杉 本 徹 雄

杉 谷 陽 子 休講

竹之内 秀行

山 田 幸 三

小阪 玄次郎

王 志
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件

要件項目名
必要

単位数

必要

科目数
備考（上限，その他）

総単位数

‣必修科目

‣選択科目

研究指導（必修） 【 年次生以前】単位なし，修業年限 年を満たすまでは，

毎学期履修すること

【 年次生以降】単位なし，修業年限にかかわらず，在学

中は毎学期履修すること

博士論文 必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること

【博士論文審査基準】

１） 学術性の高い研究課題が設定されていること。 
２） 研究課題を考察・分析するための枠組みが適切であること。 
３） 先行研究が適切に引用され，研究内容の学術的な位置づけが明確であること。 
４） 研究内容が明確かつ論理的に記述されていること。 
５） 経営学の当該専門分野において，独自の学術的貢献を有する研究内容であること。 
６） 執筆者が自立的研究者としての研究遂行能力を有することを証するものであること。 

２．履修上の注意

指導教員の研究指導を受け，博士論文を作成・提出することが必要である。

研究指導について

【 年次生以前】修業年限 年を満たすまでは毎学期（春・秋）履修登録すること。なお 年度以前開講の研究

指導については，毎年（通年）履修登録すること。

【 年次生以降】在学期間中は研究指導を毎学期（春・秋）履修登録すること。

経営学専攻 博士後期課程
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３．開講科目一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名 ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名 備考

下記参照 春 研究指導 経営学専攻各指導教員

下記参照 秋 研究指導 経営学専攻各指導教員

研究指導 登録コード一覧

開講期
指導教員

春学期 秋学期

網 倉 久 永

新 井 範 子

細 萱 伸 子

石 井 昌 宏

西 澤 茂

杉 本 徹 雄

杉 谷 陽 子 休講

竹之内 秀行

山 田 幸 三

小阪 玄次郎

王 志
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１．言語科学研究科の教育研究上の目的及び人材養成の目的

理論言語学，個別言語学，及び応用言語学に関して国際的視野で独創的研究を行える研究者を養成する。また，言

語聴覚障害学の基礎および臨床における研究者を養成し，さらに，英語による授業を通じて，英語教育に携わる教師

を養成する。理論と実践が伴った国内外で活躍できる日本語教師も養成する。 
 
 

２．各専攻のカリキュラム・ポリシー

言語学専攻 

【博士前期課程】

つの専門領域（一般言語学，言語聴覚研究，英語教授法，日本語教育学）で，各々に独自のカリキュラムを編成

しています。領域により必修や選択必修科目の履修は異なりますが，共通で履修することができる科目も多くありま

す。いずれの領域でも 年次前半で修士論文計画を提出し，論文作成に着手することになります。

【博士後期課程】

本課程では，主として指導教員から研究指導を受けることになります。必修科目や定められた履修単位数はありま

せんが，言語学専攻で開講されている科目を登録履修することができます。

 
 

３．各専攻のディプロマ・ポリシー

言語学専攻 

【博士前期課程】 
言語学の幅広い分野から自らの専門領域を確立させ，専門性を活かして社会に貢献することのできる学生を養成す

ることを目指します。初年度より各々の分野で所定の科目履修をすることにより，言語研究の現状と方法論を学びま

す。2 年次には関連科目の履修で知識を広め，修士論文を計画し，完成させます。この過程を経て，学究的な思考方

法を学び，論文にまとめる能力を身につけます。 
 

【博士後期課程】 
指導教員の助言を受けながら学位論文を完成させます。博士前期課程で身につけた専門領域での方法論と知識をも

とに，オリジナリティのある研究を計画し，論文にまとめます。論文完成時には，独力で高度の研究能力を遂行する

ことができる学究的能力を身につけていることになります。 

─ ─

１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件

【 年次生】

要件項目名
必要

単位数

必要

科目数
備考（上限，その他）

総単位数

‣選択必修科目

┗統辞論基礎

┗音声学・音韻論基礎

‣選択科目

┗意味論基礎
選択科目だが，理論言語学を専攻する者は必ず履修するこ

と

┗自専攻自コース科目

┗自専攻他コース科目

研究指導 必修 単位なし， 年次以降に毎学期履修すること

修士論文 必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論

文登録をすること）

【 年次生以前】

要件項目名
必要

単位数

必要

科目数
備考（上限，その他）

総単位数

‣選択必修科目

┗統辞論基礎

┗音声学・音韻論基礎

┗意味論基礎

‣選択科目

┗自専攻自コース科目

┗自専攻他コース科目

研究指導 必修 単位なし， 年次以降に毎学期履修すること

修士論文 必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論

文登録をすること）

【修士論文審査基準】

１） 研究の内容が言語研究に寄与し，独創性を有すること。 
２） 研究テーマが十分に練り込まれた明確なものであること。 
３） 先行研究を踏まえ，十分な論証がなされていること。 
４） 論文の構成が組織立っており，論理が明晰で，論旨が一貫していること。 

言語学専攻 博士前期課程
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１．言語科学研究科の教育研究上の目的及び人材養成の目的

理論言語学，個別言語学，及び応用言語学に関して国際的視野で独創的研究を行える研究者を養成する。また，言

語聴覚障害学の基礎および臨床における研究者を養成し，さらに，英語による授業を通じて，英語教育に携わる教師

を養成する。理論と実践が伴った国内外で活躍できる日本語教師も養成する。 
 
 

２．各専攻のカリキュラム・ポリシー

言語学専攻 

【博士前期課程】

つの専門領域（一般言語学，言語聴覚研究，英語教授法，日本語教育学）で，各々に独自のカリキュラムを編成

しています。領域により必修や選択必修科目の履修は異なりますが，共通で履修することができる科目も多くありま

す。いずれの領域でも 年次前半で修士論文計画を提出し，論文作成に着手することになります。

【博士後期課程】

本課程では，主として指導教員から研究指導を受けることになります。必修科目や定められた履修単位数はありま

せんが，言語学専攻で開講されている科目を登録履修することができます。

 
 

３．各専攻のディプロマ・ポリシー

言語学専攻 

【博士前期課程】 
言語学の幅広い分野から自らの専門領域を確立させ，専門性を活かして社会に貢献することのできる学生を養成す

ることを目指します。初年度より各々の分野で所定の科目履修をすることにより，言語研究の現状と方法論を学びま

す。2 年次には関連科目の履修で知識を広め，修士論文を計画し，完成させます。この過程を経て，学究的な思考方

法を学び，論文にまとめる能力を身につけます。 
 

【博士後期課程】 
指導教員の助言を受けながら学位論文を完成させます。博士前期課程で身につけた専門領域での方法論と知識をも

とに，オリジナリティのある研究を計画し，論文にまとめます。論文完成時には，独力で高度の研究能力を遂行する

ことができる学究的能力を身につけていることになります。 

─ ─

１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件

【 年次生】

要件項目名
必要

単位数

必要

科目数
備考（上限，その他）

総単位数

‣選択必修科目

┗統辞論基礎

┗音声学・音韻論基礎

‣選択科目

┗意味論基礎
選択科目だが，理論言語学を専攻する者は必ず履修するこ

と

┗自専攻自コース科目

┗自専攻他コース科目

研究指導 必修 単位なし， 年次以降に毎学期履修すること

修士論文 必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論

文登録をすること）

【 年次生以前】

要件項目名
必要

単位数

必要

科目数
備考（上限，その他）

総単位数

‣選択必修科目

┗統辞論基礎

┗音声学・音韻論基礎

┗意味論基礎

‣選択科目

┗自専攻自コース科目

┗自専攻他コース科目

研究指導 必修 単位なし， 年次以降に毎学期履修すること

修士論文 必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論

文登録をすること）

【修士論文審査基準】

１） 研究の内容が言語研究に寄与し，独創性を有すること。 
２） 研究テーマが十分に練り込まれた明確なものであること。 
３） 先行研究を踏まえ，十分な論証がなされていること。 
４） 論文の構成が組織立っており，論理が明晰で，論旨が一貫していること。 

言語学専攻 博士前期課程
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２．授業科目の編成・単位

科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

＜一般言語学＞

統辞論基礎

音声学・音韻論基礎

意味論基礎

理論言語学Ａ １

理論言語学Ａ ２

理論言語学Ｂ

理論言語学Ｃ

実験音声学特講・演習Ⅰ Ａ

実験音声学特講・演習Ⅰ Ｂ

実験音声学特講・演習Ⅱ Ａ

実験音声学特講・演習Ⅱ Ｂ

文法理論

意味論

意味論

※注

コーパス言語学

コーパス言語学

※注

日本語言語学Ａ（現代日本語構造論）

日本語言語学Ｂ（日本語学特講）

言語学特殊講義Ａ（ 概説）

言語学特殊講義Ｂ－ （音韻論と言語障害）

言語学特殊講義Ｂ－ （音韻論と言語障害）

言語学特殊講義Ｃ（生物言語学の展開）

現代言語学諸問題Ａ（音韻論）

現代言語学諸問題Ｂ（文法理論）

現代言語学諸問題Ｃ（日本語言語学）

現代言語学諸問題Ｄ（意味論）

＜応用言語学＞

実験統計法

実験統計法

（ ）※注

言語テスティング

言語テスティング

※注

（ ）※注

※注

フランス語教授法

フランス語教授法

※注

※注

※注

※注

※注

※注

科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

外国語教育評価入門

※注

※注

※注

※注

＜個別外国語研究＞

ドイツ語意味論

ドイツ語意味論

ドイツ語統語論

ドイツ語統語論

ドイツ語文体論

ドイツ語文体論

ドイツ語音韻論

ドイツ語音韻論

ドイツ語教育

ドイツ語教育

フランス語文法論

フランス語文法論

フランス語文体論

フランス語文体論

フランス語：文体から意味へ

フランス語：文体から意味へ

フランス語通訳論

フランス語通訳論

イスパニア語史

イスパニア語史

イスパニア語文法論

イスパニア語文法論

イスパニア語のバリエーション

（言語データ処理の技法）

イスパニア語のバリエーション

（言語データ処理の技法）

イスパニア語研究

イスパニア語研究

イスパニア語応用言語学

イスパニア語応用言語学

ロシア語史

ロシア語史

ロシア語文法論

ロシア語文法論

ロシア語翻訳論

ロシア語翻訳論

ロシア語文体論

ロシア語文体論

ロシア語統語論

ロシア語統語論

─ ─

科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

ポルトガル語の拡がりと変異

ポルトガル語の拡がりと変異

ポルトガル語文法論

ポルトガル語文法論

ポルトガル語比較文体論

ポルトガル語比較文体論

ポルトガル語翻訳論

ポルトガル語翻訳論

ポルトガル語史

科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

ポルトガル語史

日本語研究Ａ－

日本語研究Ａ－

＜個別言語学特殊講義＞

音韻論特講

音韻論特講

文法理論演習

意味論演習

※注 ：英語教授法コース（ ）開講科目。

３．履修上の注意

１） 年次生以前：選択必修の 科目を含め， 単位以上を履修すること。選択必修科目（「統辞論基礎」「意味論基

礎」「音声学・音韻論基礎」）は，修了要件上の必修科目であり，入学 年次に履修することが望ましい。

年次生：選択必修の 科目を含め， 単位以上を履修すること。選択必修科目（「統辞論基礎」「音声学・音韻

論基礎」）は，修了要件上の必修科目であり，入学 年次に履修することが望ましい。また，「意味論基礎」は選択

科目であるが，理論言語学を専攻する者は必ず履修すること。

２） 年次終了までに指導教員を決め，履修計画および修士論文の作成に対する指導を受けること。

３） 年次春学期に「修士論文計画案」を提出し，論文審査委員（主査 名，副査 名以上）による面接を受けること。

その結果を受けて，論文の作成にかかり，所定の期限に提出後，学位論文審査を受けること。

■学部開講関連科目一覧（参考）

授 業 科 目 名
担 当 者

＊：非常勤教員
開講学科等

言語処理入門 外国語学部

休 日本語史 本 橋 辰 至 外国語学部

休 日本語史 本 橋 辰 至 外国語学部

言語学特殊講義 （ロマンス語研究） ＊ 小 川 定 義 外国語学部

言語学特殊講義 （ロマンス語研究） ＊ 小 川 定 義 外国語学部

休 ヨーロッパの社会と言語 木村 護郎クリストフ 外国語学部

ヨーロッパの社会と言語 ＊ 石 部 尚 登 外国語学部

ヨーロッパ言語社会論 木村 護郎クリストフ 外国語学部

フランス語圏の社会と言語 ＊ 古 石 篤 子 外国語学部

※科目の詳細（開講期，曜日，時限等）については，学部の の「時間割表」および「履修要覧」で確認すること。

※上記の科目は，履修することは可能だが，修了要件に算入することは出来ない。
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２．授業科目の編成・単位

科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

＜一般言語学＞

統辞論基礎

音声学・音韻論基礎

意味論基礎

理論言語学Ａ １

理論言語学Ａ ２

理論言語学Ｂ

理論言語学Ｃ

実験音声学特講・演習Ⅰ Ａ

実験音声学特講・演習Ⅰ Ｂ

実験音声学特講・演習Ⅱ Ａ

実験音声学特講・演習Ⅱ Ｂ

文法理論

意味論

意味論

※注

コーパス言語学

コーパス言語学

※注

日本語言語学Ａ（現代日本語構造論）

日本語言語学Ｂ（日本語学特講）

言語学特殊講義Ａ（ 概説）

言語学特殊講義Ｂ－ （音韻論と言語障害）

言語学特殊講義Ｂ－ （音韻論と言語障害）

言語学特殊講義Ｃ（生物言語学の展開）

現代言語学諸問題Ａ（音韻論）

現代言語学諸問題Ｂ（文法理論）

現代言語学諸問題Ｃ（日本語言語学）

現代言語学諸問題Ｄ（意味論）

＜応用言語学＞

実験統計法

実験統計法

（ ）※注

言語テスティング

言語テスティング

※注

（ ）※注

※注

フランス語教授法

フランス語教授法

※注

※注

※注

※注

※注

※注

科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

外国語教育評価入門

※注

※注

※注

※注

＜個別外国語研究＞

ドイツ語意味論

ドイツ語意味論

ドイツ語統語論

ドイツ語統語論

ドイツ語文体論

ドイツ語文体論

ドイツ語音韻論

ドイツ語音韻論

ドイツ語教育

ドイツ語教育

フランス語文法論

フランス語文法論

フランス語文体論

フランス語文体論

フランス語：文体から意味へ

フランス語：文体から意味へ

フランス語通訳論

フランス語通訳論

イスパニア語史

イスパニア語史

イスパニア語文法論

イスパニア語文法論

イスパニア語のバリエーション

（言語データ処理の技法）

イスパニア語のバリエーション

（言語データ処理の技法）

イスパニア語研究

イスパニア語研究

イスパニア語応用言語学

イスパニア語応用言語学

ロシア語史

ロシア語史

ロシア語文法論

ロシア語文法論

ロシア語翻訳論

ロシア語翻訳論

ロシア語文体論

ロシア語文体論

ロシア語統語論

ロシア語統語論

─ ─

科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

ポルトガル語の拡がりと変異

ポルトガル語の拡がりと変異

ポルトガル語文法論

ポルトガル語文法論

ポルトガル語比較文体論

ポルトガル語比較文体論

ポルトガル語翻訳論

ポルトガル語翻訳論

ポルトガル語史

科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

ポルトガル語史

日本語研究Ａ－

日本語研究Ａ－

＜個別言語学特殊講義＞

音韻論特講

音韻論特講

文法理論演習

意味論演習

※注 ：英語教授法コース（ ）開講科目。

３．履修上の注意

１） 年次生以前：選択必修の 科目を含め， 単位以上を履修すること。選択必修科目（「統辞論基礎」「意味論基

礎」「音声学・音韻論基礎」）は，修了要件上の必修科目であり，入学 年次に履修することが望ましい。

年次生：選択必修の 科目を含め， 単位以上を履修すること。選択必修科目（「統辞論基礎」「音声学・音韻

論基礎」）は，修了要件上の必修科目であり，入学 年次に履修することが望ましい。また，「意味論基礎」は選択

科目であるが，理論言語学を専攻する者は必ず履修すること。

２） 年次終了までに指導教員を決め，履修計画および修士論文の作成に対する指導を受けること。

３） 年次春学期に「修士論文計画案」を提出し，論文審査委員（主査 名，副査 名以上）による面接を受けること。

その結果を受けて，論文の作成にかかり，所定の期限に提出後，学位論文審査を受けること。

■学部開講関連科目一覧（参考）

授 業 科 目 名
担 当 者

＊：非常勤教員
開講学科等

言語処理入門 外国語学部

休 日本語史 本 橋 辰 至 外国語学部

休 日本語史 本 橋 辰 至 外国語学部

言語学特殊講義 （ロマンス語研究） ＊ 小 川 定 義 外国語学部

言語学特殊講義 （ロマンス語研究） ＊ 小 川 定 義 外国語学部

休 ヨーロッパの社会と言語 木村 護郎クリストフ 外国語学部

ヨーロッパの社会と言語 ＊ 石 部 尚 登 外国語学部

ヨーロッパ言語社会論 木村 護郎クリストフ 外国語学部

フランス語圏の社会と言語 ＊ 古 石 篤 子 外国語学部

※科目の詳細（開講期，曜日，時限等）については，学部の の「時間割表」および「履修要覧」で確認すること。

※上記の科目は，履修することは可能だが，修了要件に算入することは出来ない。
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４．開講科目一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名
※ ＊ ：非常勤教員

備考

春 統辞論基礎 福 井 直 樹 前期課程対象

春 音声学・音韻論基礎 新 倉 真矢子 前期課程対象

春 実験音声学特講・演習Ⅰ Ａ 田 嶋 圭 一

春 実験音声学特講・演習Ⅱ Ａ 藤 本 雅 子

春 文法理論 福 井 直 樹

春 コーパス言語学

春
日本語言語学Ａ

（現代日本語構造論）
加 藤 孝 臣

春 言語学特殊講義Ａ（ＧＢ概説） 石 井 透 旧「言語学特殊講義 概論 」

春
言語学特殊講義Ｂ

（音韻論と言語障害）
都 田 青 子 前期課程対象

春 意味論 中 村 嗣 郎 隔年開講

春 実験統計法 渡 部 良 典

春 フランス語教授法 原 田 早 苗 隔年開講，授業はすべてフランス語で行う

春 ドイツ語意味論 髙 橋 由美子 授業はすべてドイツ語で行う

春 ドイツ語統語論 高 橋 亮 介

春 フランス語文法論 隔年開講，授業はすべてフランス語で行う

春 フランス語文体論 é 隔年開講，授業はすべてフランス語で行う

春 イスパニア語史 隔年開講，授業はすべてイスパニア語で行う

春 イスパニア語文法論 前期課程対象，授業はすべてイスパニア語で行う

春 イスパニア語研究 西 村 君 代 隔年開講

春 イスパニア語応用言語学 上 田 博 人 隔年開講

春 ロシア語翻訳論 隔年開講，授業はすべてロシア語で行う

春 ロシア語統語論 秋 山 真 一 隔年開講

春 ポルトガル語翻訳論

春 ポルトガル語史 黒 澤 直 俊

春 ポルトガル語文法論 市 之 瀬 敦 隔年開講

春 音韻論特講 新 倉 真矢子

春 修士論文 言語学専攻各指導教員 Ｍ 対象（注 ）

秋 意味論基礎 加 藤 孝 臣 前期課程対象（注 ）

秋 実験音声学特講・演習Ⅰ Ｂ 田 嶋 圭 一

秋 実験音声学特講・演習Ⅱ Ｂ 藤 本 雅 子

秋 コーパス言語学

秋
言語学特殊講義Ｂ

（音韻論と言語障害）
都 田 青 子 前期課程対象

秋 意味論 中 村 嗣 郎 隔年開講

秋 現代言語学諸問題Ａ（音韻論） 北 原 真 冬

秋 実験統計法 渡 部 良 典

秋 フランス語教授法 原 田 早 苗 隔年開講，授業はすべてフランス語で行う

秋 ドイツ語意味論 髙 橋 由美子 授業はすべてドイツ語で行う

秋 ドイツ語音韻論 新 倉 真矢子

秋 ドイツ語音韻論 新 倉 真矢子

秋 ドイツ語教育 授業はすべてドイツ語で行う

秋 フランス語文法論 隔年開講，授業はすべてフランス語で行う

秋 フランス語文体論 é 隔年開講，授業はすべてフランス語で行う

秋 イスパニア語史 隔年開講，授業はすべてイスパニア語で行う

秋 イスパニア語文法論 前期課程対象，授業はすべてイスパニア語で行う

秋 イスパニア語研究 西 村 君 代 隔年開講

─ ─

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名
※ ＊ ：非常勤教員

備考

秋 イスパニア語応用言語学 上 田 博 人 隔年開講

秋 ロシア語翻訳論 隔年開講

秋 ロシア語統語論 秋 山 真 一 隔年開講

秋 ポルトガル語翻訳論

秋 ポルトガル語文法論 市 之 瀬 敦 隔年開講

秋 音韻論特講 新 倉 真矢子

秋 修士論文 言語学専攻各指導教員 Ｍ 対象

休講 理論言語学Ａ 旧「理論言語学Ａ」

休講 理論言語学Ａ 旧「理論言語学Ａ」

休講 理論言語学Ｂ 旧「理論言語学Ｂ 」「理論言語学Ｂ 」

休講 理論言語学Ｃ

休講 日本語言語学Ｂ（日本語学特講） 隔年開講

休講
言語学特殊講義Ｃ

（生物言語学の展開）
隔年開講

休講 現代言語学諸問題Ｂ（文法理論）

休講 現代言語学諸問題Ｃ（日本語言語学）

休講 現代言語学諸問題Ｄ（意味論）

休講 外国語教育評価入門 隔年開講

休講 言語テスティング 授業はすべて英語で行う

休講 言語テスティング 授業はすべて英語で行う

休講 ドイツ語統語論

休講 ドイツ語文体論 授業はすべてドイツ語で行う

休講 ドイツ語文体論 授業はすべてドイツ語で行う

休講 ドイツ語教育 授業はすべてドイツ語で行う

休講 フランス語：文体から意味へ 隔年開講

休講 フランス語：文体から意味へ 隔年開講

休講 フランス語通訳論 隔年開講

休講 フランス語通訳論 隔年開講

休講
イスパニア語のバリエーション

（言語データ処理の技法）

隔年開講，旧「イスパニア語のバ

リエーション１」

休講
イスパニア語のバリエーション

（言語データ処理の技法）

隔年開講，旧「イスパニア語のバ

リエーション２」

休講 ロシア語史 隔年開講

休講 ロシア語史 隔年開講

休講 ロシア語文法論 隔年開講

休講 ロシア語文法論 隔年開講

休講 ロシア語文体論 前期課程対象，隔年開講

休講 ロシア語文体論 前期課程対象，隔年開講

休講 ポルトガル語の拡がりと変異 前期課程対象，隔年開講

休講 ポルトガル語の拡がりと変異 前期課程対象，隔年開講

休講 ポルトガル語史２

休講 ポルトガル語比較文体論 隔年開講，授業はすべてポルトガル語で行う

休講 ポルトガル語比較文体論 隔年開講，授業はすべてポルトガル語で行う

休講 日本語研究Ａ

休講 日本語研究Ａ

休講 意味論演習 前期課程対象，旧「意味論演習１」「同２」

休講 文法理論演習

注 ： で登録することはできないので，登録に際しては学事センターで手続きすること。

注 ：履修に際しては， の「３．履修上の注意」の１）を参照すること。
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４．開講科目一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名
※ ＊ ：非常勤教員

備考

春 統辞論基礎 福 井 直 樹 前期課程対象

春 音声学・音韻論基礎 新 倉 真矢子 前期課程対象

春 実験音声学特講・演習Ⅰ Ａ 田 嶋 圭 一

春 実験音声学特講・演習Ⅱ Ａ 藤 本 雅 子

春 文法理論 福 井 直 樹

春 コーパス言語学

春
日本語言語学Ａ

（現代日本語構造論）
加 藤 孝 臣

春 言語学特殊講義Ａ（ＧＢ概説） 石 井 透 旧「言語学特殊講義 概論 」

春
言語学特殊講義Ｂ

（音韻論と言語障害）
都 田 青 子 前期課程対象

春 意味論 中 村 嗣 郎 隔年開講

春 実験統計法 渡 部 良 典

春 フランス語教授法 原 田 早 苗 隔年開講，授業はすべてフランス語で行う

春 ドイツ語意味論 髙 橋 由美子 授業はすべてドイツ語で行う

春 ドイツ語統語論 高 橋 亮 介

春 フランス語文法論 隔年開講，授業はすべてフランス語で行う

春 フランス語文体論 é 隔年開講，授業はすべてフランス語で行う

春 イスパニア語史 隔年開講，授業はすべてイスパニア語で行う

春 イスパニア語文法論 前期課程対象，授業はすべてイスパニア語で行う

春 イスパニア語研究 西 村 君 代 隔年開講

春 イスパニア語応用言語学 上 田 博 人 隔年開講

春 ロシア語翻訳論 隔年開講，授業はすべてロシア語で行う

春 ロシア語統語論 秋 山 真 一 隔年開講

春 ポルトガル語翻訳論

春 ポルトガル語史 黒 澤 直 俊

春 ポルトガル語文法論 市 之 瀬 敦 隔年開講

春 音韻論特講 新 倉 真矢子

春 修士論文 言語学専攻各指導教員 Ｍ 対象（注 ）

秋 意味論基礎 加 藤 孝 臣 前期課程対象（注 ）

秋 実験音声学特講・演習Ⅰ Ｂ 田 嶋 圭 一

秋 実験音声学特講・演習Ⅱ Ｂ 藤 本 雅 子

秋 コーパス言語学

秋
言語学特殊講義Ｂ

（音韻論と言語障害）
都 田 青 子 前期課程対象

秋 意味論 中 村 嗣 郎 隔年開講

秋 現代言語学諸問題Ａ（音韻論） 北 原 真 冬

秋 実験統計法 渡 部 良 典

秋 フランス語教授法 原 田 早 苗 隔年開講，授業はすべてフランス語で行う

秋 ドイツ語意味論 髙 橋 由美子 授業はすべてドイツ語で行う

秋 ドイツ語音韻論 新 倉 真矢子

秋 ドイツ語音韻論 新 倉 真矢子

秋 ドイツ語教育 授業はすべてドイツ語で行う

秋 フランス語文法論 隔年開講，授業はすべてフランス語で行う

秋 フランス語文体論 é 隔年開講，授業はすべてフランス語で行う

秋 イスパニア語史 隔年開講，授業はすべてイスパニア語で行う

秋 イスパニア語文法論 前期課程対象，授業はすべてイスパニア語で行う

秋 イスパニア語研究 西 村 君 代 隔年開講

─ ─

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名
※ ＊ ：非常勤教員

備考

秋 イスパニア語応用言語学 上 田 博 人 隔年開講

秋 ロシア語翻訳論 隔年開講

秋 ロシア語統語論 秋 山 真 一 隔年開講

秋 ポルトガル語翻訳論

秋 ポルトガル語文法論 市 之 瀬 敦 隔年開講

秋 音韻論特講 新 倉 真矢子

秋 修士論文 言語学専攻各指導教員 Ｍ 対象

休講 理論言語学Ａ 旧「理論言語学Ａ」

休講 理論言語学Ａ 旧「理論言語学Ａ」

休講 理論言語学Ｂ 旧「理論言語学Ｂ 」「理論言語学Ｂ 」

休講 理論言語学Ｃ

休講 日本語言語学Ｂ（日本語学特講） 隔年開講

休講
言語学特殊講義Ｃ

（生物言語学の展開）
隔年開講

休講 現代言語学諸問題Ｂ（文法理論）

休講 現代言語学諸問題Ｃ（日本語言語学）

休講 現代言語学諸問題Ｄ（意味論）

休講 外国語教育評価入門 隔年開講

休講 言語テスティング 授業はすべて英語で行う

休講 言語テスティング 授業はすべて英語で行う

休講 ドイツ語統語論

休講 ドイツ語文体論 授業はすべてドイツ語で行う

休講 ドイツ語文体論 授業はすべてドイツ語で行う

休講 ドイツ語教育 授業はすべてドイツ語で行う

休講 フランス語：文体から意味へ 隔年開講

休講 フランス語：文体から意味へ 隔年開講

休講 フランス語通訳論 隔年開講

休講 フランス語通訳論 隔年開講

休講
イスパニア語のバリエーション

（言語データ処理の技法）

隔年開講，旧「イスパニア語のバ

リエーション１」

休講
イスパニア語のバリエーション

（言語データ処理の技法）

隔年開講，旧「イスパニア語のバ

リエーション２」

休講 ロシア語史 隔年開講

休講 ロシア語史 隔年開講

休講 ロシア語文法論 隔年開講

休講 ロシア語文法論 隔年開講

休講 ロシア語文体論 前期課程対象，隔年開講

休講 ロシア語文体論 前期課程対象，隔年開講

休講 ポルトガル語の拡がりと変異 前期課程対象，隔年開講

休講 ポルトガル語の拡がりと変異 前期課程対象，隔年開講

休講 ポルトガル語史２

休講 ポルトガル語比較文体論 隔年開講，授業はすべてポルトガル語で行う

休講 ポルトガル語比較文体論 隔年開講，授業はすべてポルトガル語で行う

休講 日本語研究Ａ

休講 日本語研究Ａ

休講 意味論演習 前期課程対象，旧「意味論演習１」「同２」

休講 文法理論演習

注 ： で登録することはできないので，登録に際しては学事センターで手続きすること。

注 ：履修に際しては， の「３．履修上の注意」の１）を参照すること。
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５．研究指導一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ

リング
担当教員名 備考

春 研究指導 吉 田 研 作

春 研究指導 髙 橋 由美子

春 研究指導

春 研究指導

春 研究指導 福 井 直 樹

春 研究指導 渡 部 良 典

春 研究指導 井 上 幸 義

春 研究指導 市之瀬 敦

春 研究指導 原 田 早 苗

春 研究指導 和 泉 伸 一

春 研究指導 小 柳 かおる

春 研究指導 本 橋 辰 至

春 研究指導

春 研究指導 新 倉 真矢子

春 研究指導 西 村 君 代

春 研究指導 坂 本 光 代

春 研究指導 清 水 崇 文

春 研究指導

春 研究指導 村 田 真 一

春 研究指導 水 林 章

春 研究指導 é

春 研究指導

春 研究指導

春 研究指導

春 研究指導

春 研究指導 原 惠 子

春 研究指導 原 求 作

春 研究指導 福 崎 裕 子

春 研究指導 高 橋 亮 介

春 研究指導 吉 畑 博 代

春 研究指導 加 藤 孝 臣

春 研究指導 峯 布由紀

春 研究指導 秋 山 真 一

秋 研究指導 吉 田 研 作

秋 研究指導 髙 橋 由美子

秋 研究指導

秋 研究指導

秋 研究指導 福 井 直 樹

秋 研究指導 渡 部 良 典

秋 研究指導 井 上 幸 義

秋 研究指導 市之瀬 敦

秋 研究指導 原 田 早 苗

秋 研究指導 和 泉 伸 一

秋 研究指導 小 柳 かおる

秋 研究指導 本 橋 辰 至

秋 研究指導

秋 研究指導 新 倉 真矢子

─ ─

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ

リング
担当教員名 備考

秋 研究指導 西 村 君 代

秋 研究指導 坂 本 光 代

秋 研究指導 清 水 崇 文

秋 研究指導

秋 研究指導 村 田 真 一

秋 研究指導 水 林 章

秋 研究指導 é

秋 研究指導

秋 研究指導

秋 研究指導

秋 研究指導

秋 研究指導 原 惠 子

秋 研究指導 原 求 作

秋 研究指導 福 崎 裕 子

秋 研究指導 高 橋 亮 介

秋 研究指導 吉 畑 博 代

秋 研究指導 加 藤 孝 臣

秋 研究指導 峯 布由紀

秋 研究指導 秋 山 真 一

秋 研究指導 北 原 真 冬
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５．研究指導一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ

リング
担当教員名 備考

春 研究指導 吉 田 研 作

春 研究指導 髙 橋 由美子

春 研究指導

春 研究指導

春 研究指導 福 井 直 樹

春 研究指導 渡 部 良 典

春 研究指導 井 上 幸 義

春 研究指導 市之瀬 敦

春 研究指導 原 田 早 苗

春 研究指導 和 泉 伸 一

春 研究指導 小 柳 かおる

春 研究指導 本 橋 辰 至

春 研究指導

春 研究指導 新 倉 真矢子

春 研究指導 西 村 君 代

春 研究指導 坂 本 光 代

春 研究指導 清 水 崇 文

春 研究指導

春 研究指導 村 田 真 一

春 研究指導 水 林 章

春 研究指導 é

春 研究指導

春 研究指導

春 研究指導

春 研究指導

春 研究指導 原 惠 子

春 研究指導 原 求 作

春 研究指導 福 崎 裕 子

春 研究指導 高 橋 亮 介

春 研究指導 吉 畑 博 代

春 研究指導 加 藤 孝 臣

春 研究指導 峯 布由紀

春 研究指導 秋 山 真 一

秋 研究指導 吉 田 研 作

秋 研究指導 髙 橋 由美子

秋 研究指導

秋 研究指導

秋 研究指導 福 井 直 樹

秋 研究指導 渡 部 良 典

秋 研究指導 井 上 幸 義

秋 研究指導 市之瀬 敦

秋 研究指導 原 田 早 苗

秋 研究指導 和 泉 伸 一

秋 研究指導 小 柳 かおる

秋 研究指導 本 橋 辰 至

秋 研究指導

秋 研究指導 新 倉 真矢子

─ ─

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ

リング
担当教員名 備考

秋 研究指導 西 村 君 代

秋 研究指導 坂 本 光 代

秋 研究指導 清 水 崇 文

秋 研究指導

秋 研究指導 村 田 真 一

秋 研究指導 水 林 章

秋 研究指導 é

秋 研究指導

秋 研究指導

秋 研究指導

秋 研究指導

秋 研究指導 原 惠 子

秋 研究指導 原 求 作

秋 研究指導 福 崎 裕 子

秋 研究指導 高 橋 亮 介

秋 研究指導 吉 畑 博 代

秋 研究指導 加 藤 孝 臣

秋 研究指導 峯 布由紀

秋 研究指導 秋 山 真 一

秋 研究指導 北 原 真 冬

９	
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─ ─

１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件

要件項目名
必要

単位数

必要

科目数
備考（上限，その他）

総単位数

‣選択必修科目（必修）

┗言語聴覚障害学特論

┗言語聴覚障害研究法Ｂ

（実験計画法）

┗言語聴覚障害研究法Ｄ

（文献講読）

‣選択必修科目
「コミュニケーション科学研究法Ａ 」「同Ｂ」のうち， 科

目は必ず履修すること

‣選択科目

┗自専攻自コース科目

┗自専攻他コース科目

研究指導 必修 単位なし， 年次以降に毎学期履修すること

修士論文 必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論

文登録をすること）

【修士論文審査基準】

１） 研究の内容が言語研究に寄与し，独創性を有すること。 
２） 研究テーマが十分に練り込まれた明確なものであること。 
３） 先行研究を踏まえ，十分な論証がなされていること。 
４） 論文の構成が組織立っており，論理が明晰で，論旨が一貫していること。 

言語学専攻 博士前期課程 言語聴覚研究コース

─ ─

２．授業科目の編成・単位

科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

言語聴覚障害学特論

失語・高次脳機能障害学特論Ａ

失語・高次脳機能障害学特論Ｂ

聴覚障害学特論Ａ

聴覚障害学特論Ｂ

聴覚障害学特論Ｃ（補聴器）

聴覚障害学特論Ｄ（人工内耳）

小児言語発達学特論

言語聴覚学特論Ａ（成人のコミュニケーション障害）

言語聴覚学特論Ｂ（小児のコミュニケーション障害）

言語聴覚障害研究法Ａ（心理統計）

言語聴覚障害研究法Ｂ（実験計画法）

言語聴覚障害研究法Ｃ（データ分析）

言語聴覚障害研究法Ｄ（文献講読）

コミュニケーション障害分析法Ａ

（治療診断学・成人）

コミュニケーション障害分析法Ｂ

（治療診断学・小児）

言語障害研究特殊講義Ａ（機能性構音障害）

言語障害研究特殊講義Ｂ（器質性構音障害）

言語障害研究特殊講義Ｃ（発声発語の生理学）

言語障害研究特殊講義Ｄ（音声障害）

言語障害研究特殊講義Ｅ（吃音）

言語障害研究特殊講義Ｆ（学習障害）

言語障害研究特殊講義Ｇ

（成人の運動性構音障害・摂食・嚥下障害）

言語障害研究特殊講義Ｈ

（小児の運動性構音障害・摂食・嚥下障害）

臨床医学特論Ａ（神経内科学）

臨床医学特論Ｂ

（精神医学・リハビリテーション医学・

コミュニケーション障害と心理臨床）

臨床医学特論Ｃ

（耳科学・形成外科学・歯科口腔外科学）

臨床医学特論Ｄ（神経系の基礎と病態・内科学）

臨床医学特論Ｅ（発達障害医学・脳性麻痺）

科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

言語聴覚病理学特論

（医学概論・解剖学・生理学・病理学）

高次脳機能障害学演習Ａ

高次脳機能障害学演習Ｂ

言語発達障害学演習Ａ

言語発達障害学演習Ｂ

聴覚障害学演習Ａ

聴覚障害学演習Ｂ

発声発語障害学演習Ａ

発声発語障害学演習Ｂ

発声発語障害学演習Ｃ

発声発語障害学演習Ｄ

コミュニケーション科学研究法Ａ

コミュニケーション科学研究法Ｂ

統辞論基礎 ※注

意味論基礎 ※注

音声学・音韻論基礎 ※注

実験音声学特講・演習Ⅰ－Ａ ※注

実験音声学特講・演習Ⅰ－Ｂ ※注

実験音声学特講・演習Ⅱ－Ａ ※注

実験音声学特講・演習Ⅱ－Ｂ ※注

※注

（ ）※注

（他）心理測定学特殊研究Ⅰ ※注

（他）心理測定学特殊研究Ⅱ ※注

（他）認知心理学特殊研究Ⅰ ※注

（他）認知心理学特殊研究Ⅱ ※注

（他）生理心理学特殊研究Ⅰ ※注

（他）生理心理学特殊研究Ⅱ ※注

（他）発達心理学特殊研究Ⅰ ※注

（他）発達心理学特殊研究Ⅱ ※注

※注 ：心理学専攻開講科目。

※注 ：言語学専攻開講科目。

※注 ：英語教授法コース（ ）開講科目。
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件

要件項目名
必要

単位数

必要

科目数
備考（上限，その他）

総単位数

‣選択必修科目（必修）

┗言語聴覚障害学特論

┗言語聴覚障害研究法Ｂ

（実験計画法）

┗言語聴覚障害研究法Ｄ

（文献講読）

‣選択必修科目
「コミュニケーション科学研究法Ａ」「同Ｂ」のうち， 科

目は必ず履修すること

‣選択科目

┗自専攻自コース科目

┗自専攻他コース科目

研究指導 必修 単位なし， 年次以降に毎学期履修すること

修士論文 必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論

文登録をすること）

【修士論文審査基準】

１） 研究の内容が言語研究に寄与し，独創性を有すること。 
２） 研究テーマが十分に練り込まれた明確なものであること。 
３） 先行研究を踏まえ，十分な論証がなされていること。 
４） 論文の構成が組織立っており，論理が明晰で，論旨が一貫していること。 

言語学専攻 博士前期課程 言語聴覚研究コース

─ ─

２．授業科目の編成・単位

科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

言語聴覚障害学特論

失語・高次脳機能障害学特論Ａ

失語・高次脳機能障害学特論Ｂ

聴覚障害学特論Ａ

聴覚障害学特論Ｂ

聴覚障害学特論Ｃ（補聴器）

聴覚障害学特論Ｄ（人工内耳）

小児言語発達学特論

言語聴覚学特論Ａ（成人のコミュニケーション障害）

言語聴覚学特論Ｂ（小児のコミュニケーション障害）

言語聴覚障害研究法Ａ（心理統計）

言語聴覚障害研究法Ｂ（実験計画法）

言語聴覚障害研究法Ｃ（データ分析）

言語聴覚障害研究法Ｄ（文献講読）

コミュニケーション障害分析法Ａ

（治療診断学・成人）

コミュニケーション障害分析法Ｂ

（治療診断学・小児）

言語障害研究特殊講義Ａ（機能性構音障害）

言語障害研究特殊講義Ｂ（器質性構音障害）

言語障害研究特殊講義Ｃ（発声発語の生理学）

言語障害研究特殊講義Ｄ（音声障害）

言語障害研究特殊講義Ｅ（吃音）

言語障害研究特殊講義Ｆ（学習障害）

言語障害研究特殊講義Ｇ

（成人の運動性構音障害・摂食・嚥下障害）

言語障害研究特殊講義Ｈ

（小児の運動性構音障害・摂食・嚥下障害）

臨床医学特論Ａ（神経内科学）

臨床医学特論Ｂ

（精神医学・リハビリテーション医学・

コミュニケーション障害と心理臨床）

臨床医学特論Ｃ

（耳科学・形成外科学・歯科口腔外科学）

臨床医学特論Ｄ（神経系の基礎と病態・内科学）

臨床医学特論Ｅ（発達障害医学・脳性麻痺）

科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

言語聴覚病理学特論

（医学概論・解剖学・生理学・病理学）

高次脳機能障害学演習Ａ

高次脳機能障害学演習Ｂ

言語発達障害学演習Ａ

言語発達障害学演習Ｂ

聴覚障害学演習Ａ

聴覚障害学演習Ｂ

発声発語障害学演習Ａ

発声発語障害学演習Ｂ

発声発語障害学演習Ｃ

発声発語障害学演習Ｄ

コミュニケーション科学研究法Ａ

コミュニケーション科学研究法Ｂ

統辞論基礎 ※注

意味論基礎 ※注

音声学・音韻論基礎 ※注

実験音声学特講・演習Ⅰ－Ａ ※注

実験音声学特講・演習Ⅰ－Ｂ ※注

実験音声学特講・演習Ⅱ－Ａ ※注

実験音声学特講・演習Ⅱ－Ｂ ※注

※注

（ ）※注

（他）心理測定学特殊研究Ⅰ ※注

（他）心理測定学特殊研究Ⅱ ※注

（他）認知心理学特殊研究Ⅰ ※注

（他）認知心理学特殊研究Ⅱ ※注

（他）生理心理学特殊研究Ⅰ ※注

（他）生理心理学特殊研究Ⅱ ※注

（他）発達心理学特殊研究Ⅰ ※注

（他）発達心理学特殊研究Ⅱ ※注

※注 ：心理学専攻開講科目。

※注 ：言語学専攻開講科目。

※注 ：英語教授法コース（ ）開講科目。

９	
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─ ─

３．履修上の注意

１）必修科目の 科目と，選択必修科目のうち，どちらか 科目を含む， 単位以上を履修すること。言語聴覚士国

家試験の受験資格の取得を希望する場合は，在籍期間中に，厚生労働大臣の指定する科目（平成 年 月厚生省

告示 号）を履修すること。なお，言語聴覚士の国家試験受験資格を得るためには 年半の在籍が必要となる。

２） 年次終了までに指導教員を決め，履修計画及び，修士論文の作成に対する指導を受けること。

３） 年次春学期に「修士論文計画書」を提出し，論文審査委員（主査 名，副査 名以上）による面接を受けること。

その結果を受けて，論文の作成にかかり，所定の期限に提出後，学位論文審査を受けること。

■学部開講関連科目一覧（参考）

授 業 科 目 名
担 当 者

＊：非常勤教員
開講学科等

休

休

休

休

言語学概論

言語学概論

言語聴覚障害学概論

言語聴覚障害学特殊講義Ａ（失語症）

言語聴覚障害学特殊講義Ｂ（言語発達遅滞）

学習心理学Ⅰ

発達心理学Ⅰ

発達心理学Ⅱ

認知心理学Ⅰ

認知心理学Ⅱ

人格心理学Ⅰ

人格心理学Ⅱ

カウンセリング概論Ⅰ

カウンセリング概論Ⅱ

心理臨床学Ⅰ

心理臨床学Ⅱ

社会福祉概論

社会福祉原論

社会保障論Ⅰ

精神保健福祉論

障害者福祉論Ⅰ

障害者福祉論Ⅱ

加 藤 孝 臣

加 藤 孝 臣

コ 吉 畑 博 代

吉 畑 博 代

原・＊石田・＊青木・＊大伴

廣 瀬 英 子

荻 野 美 佐 子

荻 野 美 佐 子

道 又 爾

道 又 爾

吉 村 聡

吉 村 聡

毛 利 伊 吹

毛 利 伊 吹

横 山 恭 子

横 山 恭 子

栃 本 一 三 郎

栃 本 一 三 郎

大 塚 晃

藤 井 達 也

大 塚 晃

大 塚 晃

外国語学部

外国語学部

外国語学部

外国語学部

外国語学部

心理学科

心理学科

心理学科

心理学科

心理学科

心理学科

心理学科

心理学科

心理学科

心理学科

心理学科

社会福祉学科

社会福祉学科

社会福祉学科

社会福祉学科

社会福祉学科

社会福祉学科

※科目の詳細（開講期，曜日，時限等）については，学部の の「時間割表」および「履修要覧」で確認すること。

※上記の科目は，履修することは可能だが，修了要件に算入することはできない。

※履修希望者は， を参照。

─ ─

４．開講科目一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名
※ ：非常勤教員

備考

春 言語聴覚障害学特論 原 惠 子 Ｍ 対象

春 コミュニケーション科学研究法Ａ 吉 畑 博 代 Ｍ 対象

春 コミュニケーション科学研究法Ｂ 原 惠 子 Ｍ 対象

春 失語・高次脳機能障害学特論Ａ 吉 畑 博 代 Ｍ 対象

春 聴覚障害学特論Ｂ 進 藤 美津子 隔年開講

春
言語聴覚障害研究法Ｃ

データ分析
山 本 崇 博 Ｍ 対象

春
言語障害研究特殊講義Ａ

（機能性構音障害）
浅 野 和 海

春 高次脳機能障害学演習Ａ 吉 畑 博 代
言語聴覚研究コースの学生のみ履修

可，Ｍ 対象

春 言語発達障害学演習Ａ 原 惠 子
言語聴覚研究コースの学生のみ履修

可，Ｍ 対象

春 聴覚障害学演習Ａ 進 藤 美津子 言語聴覚研究コースの学生のみ履修可

春 発声発語障害学演習Ａ 関 谷 麻美子
集中実習を含む，言語聴覚研究コース

の学生のみ履修可

春 発声発語障害学演習Ｃ 織 田 千 尋 言語聴覚研究コースの学生のみ履修可

春 聴覚障害学特論Ｃ（補聴器） 中 川 辰 雄 隔年開講，春学期集中

春 言語障害研究特殊講義Ｅ（吃音） 酒 井 奈緒美 隔年開講，春学期集中

春
言語障害研究特殊講義Ｈ 小児の

運動性構音障害・摂食・嚥下障害）
高 見 葉 津 隔年開講，春学期集中

春
臨床医学特論Ｃ（耳科学・形成

外科学・歯科口腔外科学）

小 林 一 女

大久保 文 雄

石 井 宏 昭

隔年開講，輪講，春学期集中

春
臨床医学特論Ｄ（神経系の基

礎と病態・内科学）

岡 田 大 助

吉 澤 浩 志

豊 島 裕 子

隔年開講，輪講，春学期集中

春
臨床医学特論Ｅ

発達障害医学・脳性麻痺

今 井 祐 之

栗 原 亞 紀
隔年開講，輪講，春学期集中

春
言語聴覚病理学特論 医学概論・

解剖学・生理学・病理学

木 村 直 史

羽 野 寛

柳 澤 裕 之

橋 本 直 詞

隔年開講，輪講，春学期集中

秋
言語聴覚障害研究法Ｂ

実験計画法
吉 畑 博 代 Ｍ 対象

秋 失語・高次脳機能障害学特論Ｂ
コーディネータ

吉 畑 博 代
輪講，一部集中，Ｍ 対象

秋 小児言語発達学特論 原 惠 子 隔年開講

秋
言語聴覚学特論Ａ（成人の

コミュニケーション障害）
吉 畑 博 代 Ｍ 対象

秋
言語聴覚学特論Ｂ（小児の

コミュニケーション障害）
原 惠 子 Ｍ 対象

秋
言語聴覚障害研究法Ａ

（心理統計）
山 本 崇 博 Ｍ 対象

秋
コミュニケーション障害分析法Ａ

治療診断学・成人
吉 畑 博 代 Ｍ 対象

秋
コミュニケーション障害分析法Ｂ

治療診断学・小児
原 惠 子 Ｍ 対象

９	
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３．履修上の注意

１）必修科目の 科目と，選択必修科目のうち，どちらか 科目を含む， 単位以上を履修すること。言語聴覚士国

家試験の受験資格の取得を希望する場合は，在籍期間中に，厚生労働大臣の指定する科目（平成 年 月厚生省

告示 号）を履修すること。なお，言語聴覚士の国家試験受験資格を得るためには 年半の在籍が必要となる。

２） 年次終了までに指導教員を決め，履修計画及び，修士論文の作成に対する指導を受けること。

３） 年次春学期に「修士論文計画書」を提出し，論文審査委員（主査 名，副査 名以上）による面接を受けること。

その結果を受けて，論文の作成にかかり，所定の期限に提出後，学位論文審査を受けること。

■学部開講関連科目一覧（参考）

授 業 科 目 名
担 当 者

＊：非常勤教員
開講学科等

休

休

休

休

言語学概論

言語学概論

言語聴覚障害学概論

言語聴覚障害学特殊講義Ａ（失語症）

言語聴覚障害学特殊講義Ｂ（言語発達遅滞）

学習心理学Ⅰ

発達心理学Ⅰ

発達心理学Ⅱ

認知心理学Ⅰ

認知心理学Ⅱ

人格心理学Ⅰ

人格心理学Ⅱ

カウンセリング概論Ⅰ

カウンセリング概論Ⅱ

心理臨床学Ⅰ

心理臨床学Ⅱ

社会福祉概論

社会福祉原論

社会保障論Ⅰ

精神保健福祉論

障害者福祉論Ⅰ

障害者福祉論Ⅱ

加 藤 孝 臣

加 藤 孝 臣

コ 吉 畑 博 代

吉 畑 博 代

原・＊石田・＊青木・＊大伴

廣 瀬 英 子

荻 野 美 佐 子

荻 野 美 佐 子

道 又 爾

道 又 爾

吉 村 聡

吉 村 聡

毛 利 伊 吹

毛 利 伊 吹

横 山 恭 子

横 山 恭 子

栃 本 一 三 郎

栃 本 一 三 郎

大 塚 晃

藤 井 達 也

大 塚 晃

大 塚 晃

外国語学部

外国語学部

外国語学部

外国語学部

外国語学部

心理学科

心理学科

心理学科

心理学科

心理学科

心理学科

心理学科

心理学科

心理学科

心理学科

心理学科

社会福祉学科

社会福祉学科

社会福祉学科

社会福祉学科

社会福祉学科

社会福祉学科

※科目の詳細（開講期，曜日，時限等）については，学部の の「時間割表」および「履修要覧」で確認すること。

※上記の科目は，履修することは可能だが，修了要件に算入することはできない。

※履修希望者は， を参照。

─ ─

４．開講科目一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名
※ ：非常勤教員

備考

春 言語聴覚障害学特論 原 惠 子 Ｍ 対象

春 コミュニケーション科学研究法Ａ 吉 畑 博 代 Ｍ 対象

春 コミュニケーション科学研究法Ｂ 原 惠 子 Ｍ 対象

春 失語・高次脳機能障害学特論Ａ 吉 畑 博 代 Ｍ 対象

春 聴覚障害学特論Ｂ 進 藤 美津子 隔年開講

春
言語聴覚障害研究法Ｃ

データ分析
山 本 崇 博 Ｍ 対象

春
言語障害研究特殊講義Ａ

（機能性構音障害）
浅 野 和 海

春 高次脳機能障害学演習Ａ 吉 畑 博 代
言語聴覚研究コースの学生のみ履修

可，Ｍ 対象

春 言語発達障害学演習Ａ 原 惠 子
言語聴覚研究コースの学生のみ履修

可，Ｍ 対象

春 聴覚障害学演習Ａ 進 藤 美津子 言語聴覚研究コースの学生のみ履修可

春 発声発語障害学演習Ａ 関 谷 麻美子
集中実習を含む，言語聴覚研究コース

の学生のみ履修可

春 発声発語障害学演習Ｃ 織 田 千 尋 言語聴覚研究コースの学生のみ履修可

春 聴覚障害学特論Ｃ（補聴器） 中 川 辰 雄 隔年開講，春学期集中

春 言語障害研究特殊講義Ｅ（吃音） 酒 井 奈緒美 隔年開講，春学期集中

春
言語障害研究特殊講義Ｈ 小児の

運動性構音障害・摂食・嚥下障害）
高 見 葉 津 隔年開講，春学期集中

春
臨床医学特論Ｃ（耳科学・形成

外科学・歯科口腔外科学）

小 林 一 女

大久保 文 雄

石 井 宏 昭

隔年開講，輪講，春学期集中

春
臨床医学特論Ｄ（神経系の基

礎と病態・内科学）

岡 田 大 助

吉 澤 浩 志

豊 島 裕 子

隔年開講，輪講，春学期集中

春
臨床医学特論Ｅ

発達障害医学・脳性麻痺

今 井 祐 之

栗 原 亞 紀
隔年開講，輪講，春学期集中

春
言語聴覚病理学特論 医学概論・

解剖学・生理学・病理学

木 村 直 史

羽 野 寛

柳 澤 裕 之

橋 本 直 詞

隔年開講，輪講，春学期集中

秋
言語聴覚障害研究法Ｂ

実験計画法
吉 畑 博 代 Ｍ 対象

秋 失語・高次脳機能障害学特論Ｂ
コーディネータ

吉 畑 博 代
輪講，一部集中，Ｍ 対象

秋 小児言語発達学特論 原 惠 子 隔年開講

秋
言語聴覚学特論Ａ（成人の

コミュニケーション障害）
吉 畑 博 代 Ｍ 対象

秋
言語聴覚学特論Ｂ（小児の

コミュニケーション障害）
原 惠 子 Ｍ 対象

秋
言語聴覚障害研究法Ａ

（心理統計）
山 本 崇 博 Ｍ 対象

秋
コミュニケーション障害分析法Ａ

治療診断学・成人
吉 畑 博 代 Ｍ 対象

秋
コミュニケーション障害分析法Ｂ

治療診断学・小児
原 惠 子 Ｍ 対象

９	

言
語
科
学
研
究
科

言
語
学
専
攻
言
語
聴
覚
研
究
コ
ー
ス



─ ─

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名
※ ：非常勤教員

備考

秋
言語障害研究特殊講義Ｂ

器質性構音障害

浅 野 和 海

山 下 夕香里
輪講，一部集中

秋 高次脳機能障害学演習Ｂ 吉 畑 博 代
言語聴覚研究コースの学生のみ履修

可，Ｍ 対象

秋 言語発達障害学演習Ｂ 原 惠 子
言語聴覚研究コースの学生のみ履修

可，Ｍ 対象

秋 聴覚障害学演習Ｂ 進 藤 美津子 言語聴覚研究コースの学生のみ履修可

秋 発声発語障害学演習Ｂ 関 谷 麻美子
集中実習を含む，言語聴覚研究コース

の学生のみ履修可

秋 発声発語障害学演習Ｄ 西 脇 恵 子 言語聴覚研究コースの学生のみ履修可

休講
言語聴覚障害研究法Ｄ

（文献講読）
隔年開講

休講 聴覚障害学特論Ａ 隔年開講

休講 聴覚障害学特論Ｄ 人工内耳 隔年開講

休講
言語障害研究特殊講義Ｃ

発声発語の生理学
隔年開講

休講
言語障害研究特殊講義Ｄ

（音声障害）
隔年開講

休講
言語障害研究特殊講義Ｆ

（学習障害）
隔年開講

休講
言語障害研究特殊講義Ｇ 成人の

運動性構音障害・摂食・嚥下障害
隔年開講

休講 臨床医学特論Ａ 神経内科学 隔年開講

休講

臨床医学特論Ｂ 精神医学・リハビ

リテーション医学・コミュニケー

ション障害と心理臨床

隔年開講，輪講

※備考欄で特に記載がない場合は前期課程の学生を対象。

※修士論文については ～ 参照。

※研究指導一覧表については ～ 参照。

─ ─

１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件

要件項目名
必要

単位数

必要

科目数
備考（上限，その他）

総単位数

‣選択必修科目（必修）

┗

┗

┗

（ ）

‣選択科目

┗自専攻自コース科目

┗

┗

（ ）

┗

（ ）

┗

┗自専攻他コース科目

研究指導 必修 単位なし， 年次以降に毎学期履修すること

修士論文 必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論文

登録をすること）

【修士論文審査基準】

１） 研究の内容が言語研究に寄与し，独創性を有すること。 
２） 研究テーマが十分に練り込まれた明確なものであること。 
３） 先行研究を踏まえ，十分な論証がなされていること。 
４） 論文の構成が組織立っており，論理が明晰で，論旨が一貫していること。 

言語学専攻 博士前期課程 英語教授法コース（ ）

９	

言
語
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学
研
究
科

言
語
学
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語
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究
コ
ー
ス



─ ─

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名
※ ：非常勤教員

備考

秋
言語障害研究特殊講義Ｂ

器質性構音障害

浅 野 和 海

山 下 夕香里
輪講，一部集中

秋 高次脳機能障害学演習Ｂ 吉 畑 博 代
言語聴覚研究コースの学生のみ履修

可，Ｍ 対象

秋 言語発達障害学演習Ｂ 原 惠 子
言語聴覚研究コースの学生のみ履修

可，Ｍ 対象

秋 聴覚障害学演習Ｂ 進 藤 美津子 言語聴覚研究コースの学生のみ履修可

秋 発声発語障害学演習Ｂ 関 谷 麻美子
集中実習を含む，言語聴覚研究コース

の学生のみ履修可

秋 発声発語障害学演習Ｄ 西 脇 恵 子 言語聴覚研究コースの学生のみ履修可

休講
言語聴覚障害研究法Ｄ

（文献講読）
隔年開講

休講 聴覚障害学特論Ａ 隔年開講

休講 聴覚障害学特論Ｄ 人工内耳 隔年開講

休講
言語障害研究特殊講義Ｃ

発声発語の生理学
隔年開講

休講
言語障害研究特殊講義Ｄ

（音声障害）
隔年開講

休講
言語障害研究特殊講義Ｆ

（学習障害）
隔年開講

休講
言語障害研究特殊講義Ｇ 成人の

運動性構音障害・摂食・嚥下障害
隔年開講

休講 臨床医学特論Ａ 神経内科学 隔年開講

休講

臨床医学特論Ｂ 精神医学・リハビ

リテーション医学・コミュニケー

ション障害と心理臨床

隔年開講，輪講

※備考欄で特に記載がない場合は前期課程の学生を対象。

※修士論文については ～ 参照。

※研究指導一覧表については ～ 参照。

─ ─

１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件

要件項目名
必要

単位数

必要

科目数
備考（上限，その他）

総単位数

‣選択必修科目（必修）

┗

┗

┗

（ ）

‣選択科目

┗自専攻自コース科目

┗

┗

（ ）

┗

（ ）

┗

┗自専攻他コース科目

研究指導 必修 単位なし， 年次以降に毎学期履修すること

修士論文 必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論文

登録をすること）

【修士論文審査基準】

１） 研究の内容が言語研究に寄与し，独創性を有すること。 
２） 研究テーマが十分に練り込まれた明確なものであること。 
３） 先行研究を踏まえ，十分な論証がなされていること。 
４） 論文の構成が組織立っており，論理が明晰で，論旨が一貫していること。 

言語学専攻 博士前期課程 英語教授法コース（ ）

９	
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Ｌ
コ
ー
ス



─ ─

２．授業科目の編成・単位

科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

＜ ＞

（ ）

＜ （ ＞

（ ）

言語テスティング ※注

言語テスティング ※注

＜ （ ＞

実験統計法 ※注

実験統計法 ※注

フランス語教授法 ※注

フランス語教授法 ※注

※注 ：言語学専攻開講科目。

※注 ：日本語教育学コース開講科目。

科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

日本語教育文法Ⅰ ※注

日本語教育文法Ⅱ ※注

第二言語習得Ⅰ ※注

第二言語習得Ⅱ ※注

言語・文化・社会 ※注

日本語教授法概論 ※注

日本語教育文法演習 ※注

日本語教授法特講 ※注

第二言語習得演習 ※注

中間言語語用論概論 ※注

中間言語語用論演習 ※注

談話分析 ※注

日本語評価法 ※注

日本語教授法（初級） ※注

日本語教授法（中上級） ※注

日本語音声学 ※注

日本語教材・教具論 ※注

日本語社会言語学 ※注

バイリンガル教育と多文化共生 ※注

研究法入門 ※注

異文化コミュニケーション ※注

日本語研究Ⅰ ※注

日本語研究Ⅱ ※注

＜ ＞

音声学・音韻論基礎 ※注

統辞論基礎 ※注

意味論基礎 ※注

コーパス言語学 ※注

コーパス言語学 ※注

─ ─

３．履修上の注意

１） 単位以上を履修すること。

なお，上記 単位の中には，次の選択必修科目が含まれていなければいけない。

，これら 科目

は，修了要件上の必修科目であり， 年次に履修することが望ましい。

また， から少なくとも 単位， （ ）から少なくとも 単

位， （ ）から少なくとも 単位履修すること。

２） 年次終了までに指導教員を決め，履修計画及び，修士論文・プロジェクトの作成に対する指導を受けること。

３） 年次春学期に「修士論文計画書」を提出し，論文審査委員（主査 名，副査 名以上）による面接を受けること。

その結果を受けて，論文の作成にかかり，所定の期限に提出後，学位論文審査を受けること。

４）「 ・ 」は， 月から 月に「 」の授業を行い， 月から１月

に「 」の授業を行うが，履修する学生は秋学期の履修登録期間に両方の科目を履修すること。なお，「 」を履修

中止する場合，「秋学期前半科目履修中止期間」に にて手続きを行うこと。９	
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─ ─

２．授業科目の編成・単位

科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

＜ ＞

（ ）

＜ （ ＞

（ ）

言語テスティング ※注

言語テスティング ※注

＜ （ ＞

実験統計法 ※注

実験統計法 ※注

フランス語教授法 ※注

フランス語教授法 ※注

※注 ：言語学専攻開講科目。

※注 ：日本語教育学コース開講科目。

科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

日本語教育文法Ⅰ ※注

日本語教育文法Ⅱ ※注

第二言語習得Ⅰ ※注

第二言語習得Ⅱ ※注

言語・文化・社会 ※注

日本語教授法概論 ※注

日本語教育文法演習 ※注

日本語教授法特講 ※注

第二言語習得演習 ※注

中間言語語用論概論 ※注

中間言語語用論演習 ※注

談話分析 ※注

日本語評価法 ※注

日本語教授法（初級） ※注

日本語教授法（中上級） ※注

日本語音声学 ※注

日本語教材・教具論 ※注

日本語社会言語学 ※注

バイリンガル教育と多文化共生 ※注

研究法入門 ※注

異文化コミュニケーション ※注

日本語研究Ⅰ ※注

日本語研究Ⅱ ※注

＜ ＞

音声学・音韻論基礎 ※注

統辞論基礎 ※注

意味論基礎 ※注

コーパス言語学 ※注

コーパス言語学 ※注

─ ─

３．履修上の注意

１） 単位以上を履修すること。

なお，上記 単位の中には，次の選択必修科目が含まれていなければいけない。

，これら 科目

は，修了要件上の必修科目であり， 年次に履修することが望ましい。

また， から少なくとも 単位， （ ）から少なくとも 単

位， （ ）から少なくとも 単位履修すること。

２） 年次終了までに指導教員を決め，履修計画及び，修士論文・プロジェクトの作成に対する指導を受けること。

３） 年次春学期に「修士論文計画書」を提出し，論文審査委員（主査 名，副査 名以上）による面接を受けること。

その結果を受けて，論文の作成にかかり，所定の期限に提出後，学位論文審査を受けること。

４）「 ・ 」は， 月から 月に「 」の授業を行い， 月から１月

に「 」の授業を行うが，履修する学生は秋学期の履修登録期間に両方の科目を履修すること。なお，「 」を履修

中止する場合，「秋学期前半科目履修中止期間」に にて手続きを行うこと。 ９	
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─ ─

４．開講科目一覧表 ※授業はすべて英語で行う

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名
※（他）：他専攻教員

＊ ：非常勤教員
備考

春 藤 田 保 Ｍ 対象

春 渡 部 良 典 Ｍ 対象

春
）

和 泉 伸 一 Ｍ 対象

春 佐 藤 敬 典

春 渡 部 良 典

春

春 隔年開講

春 坂 本 光 代

春 逸見 シャンタール

春 隔年開講

秋 佐 藤 敬 典

秋 渡 部 良 典

秋 （ ） 和 泉 伸 一

秋 渡 部 良 典

秋

秋 ＆ 坂 本 光 代

秋 坂 本 光 代 隔年開講

秋 他 池 田 真

秋 藤 田 保

秋・前半 狩 野 晶 子 （注１）

秋・後半 狩 野 晶 子 （注１）

休講 隔年開講

休講 隔年開講

休講

休講

休講 隔年開講

休講 隔年開講

休講 隔年開講

休講 隔年開講

休講 前期課程対象

休講 前期課程対象

※注１：履修に際しては， の「３．履修上の注意」の４）を参照すること。

※修士論文については ～ 参照。

※研究指導一覧表については ～ 参照。

─ ─

１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件

要件項目名
必要

単位数

必要

科目数
備考（上限，その他）

総単位数

‣選択必修科目（必修）

┗日本語教育文法Ⅰ

┗第二言語習得Ⅰ

┗言語・文化・社会

┗日本語教授法概論

‣ Ｂ 選択必修科目群
（Ｂ）選択必修科目群から 単位を超えて履修をした場

合，その単位は選択科目として取り扱う

‣選択科目

┗自専攻自コース科目

┗自専攻他コース科目

研究指導 必修 単位なし， 年次以降に毎学期履修すること

修士論文 必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論文

登録をすること）

【修士論文審査基準】

１） 研究の内容が言語研究に寄与し，独創性を有すること。 
２） 研究テーマが十分に練り込まれた明確なものであること。 
３） 先行研究を踏まえ，十分な論証がなされていること。 
４） 論文の構成が組織立っており，論理が明晰で，論旨が一貫していること。 

２．授業科目の編成・単位

科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

＜（Ａ）必修科目群＞

日本語教育文法Ⅰ

第二言語習得Ⅰ

言語・文化・社会

日本語教授法概論

＜（Ｂ）選択必修科目群＞

日本語教育文法Ⅱ

第二言語習得Ⅱ

日本語教育文法演習

日本語教授法特講

第二言語習得演習

科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

中間言語語用論概論

中間言語語用論演習

談話分析

日本語評価法

日本語教授法（初級）

日本語教授法（中上級）

日本語音声学

日本語教材・教具論

日本語社会言語学

バイリンガル教育と多文化共生

研究法入門

言語学専攻 博士前期課程 日本語教育学コース

９	

言
語
科
学
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究
科

言
語
学
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Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
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ー
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４．開講科目一覧表 ※授業はすべて英語で行う

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名
※（他）：他専攻教員

＊ ：非常勤教員
備考

春 藤 田 保 Ｍ 対象

春 渡 部 良 典 Ｍ 対象

春
）

和 泉 伸 一 Ｍ 対象

春 佐 藤 敬 典

春 渡 部 良 典

春

春 隔年開講

春 坂 本 光 代

春 逸見 シャンタール

春 隔年開講

秋 佐 藤 敬 典

秋 渡 部 良 典

秋 （ ） 和 泉 伸 一

秋 渡 部 良 典

秋

秋 ＆ 坂 本 光 代

秋 坂 本 光 代 隔年開講

秋 他 池 田 真

秋 藤 田 保

秋・前半 狩 野 晶 子 （注１）

秋・後半 狩 野 晶 子 （注１）

休講 隔年開講

休講 隔年開講

休講

休講

休講 隔年開講

休講 隔年開講

休講 隔年開講

休講 隔年開講

休講 前期課程対象

休講 前期課程対象

※注１：履修に際しては， の「３．履修上の注意」の４）を参照すること。

※修士論文については ～ 参照。

※研究指導一覧表については ～ 参照。

─ ─

１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件

要件項目名
必要

単位数

必要

科目数
備考（上限，その他）

総単位数

‣選択必修科目（必修）

┗日本語教育文法Ⅰ

┗第二言語習得Ⅰ

┗言語・文化・社会

┗日本語教授法概論

‣ Ｂ 選択必修科目群
（Ｂ）選択必修科目群から 単位を超えて履修をした場

合，その単位は選択科目として取り扱う

‣選択科目

┗自専攻自コース科目

┗自専攻他コース科目

研究指導 必修 単位なし， 年次以降に毎学期履修すること

修士論文 必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論文

登録をすること）

【修士論文審査基準】

１） 研究の内容が言語研究に寄与し，独創性を有すること。 
２） 研究テーマが十分に練り込まれた明確なものであること。 
３） 先行研究を踏まえ，十分な論証がなされていること。 
４） 論文の構成が組織立っており，論理が明晰で，論旨が一貫していること。 

２．授業科目の編成・単位

科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

＜（Ａ）必修科目群＞

日本語教育文法Ⅰ

第二言語習得Ⅰ

言語・文化・社会

日本語教授法概論

＜（Ｂ）選択必修科目群＞

日本語教育文法Ⅱ

第二言語習得Ⅱ

日本語教育文法演習

日本語教授法特講

第二言語習得演習

科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

中間言語語用論概論

中間言語語用論演習

談話分析

日本語評価法

日本語教授法（初級）

日本語教授法（中上級）

日本語音声学

日本語教材・教具論

日本語社会言語学

バイリンガル教育と多文化共生

研究法入門

言語学専攻 博士前期課程 日本語教育学コース

９	

言
語
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科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

異文化コミュニケーション

日本語研究Ⅰ

日本語研究Ⅱ

＜（Ｃ）選択科目群＞

※注

※注

（ ）※注

※注

※注

※注

※注

※注

※注

※注

※注

※注

※注

（ ）※注

※注

※注

※注

※注

※注

※注 ：言語学専攻開講科目。

※注 ：英語教授法コース（ ）開講科目。

科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

※注

※注

※注

※注

※注

※注

※注

※注

※注

※注

※注

※注

統辞論基礎 ※注１

意味論基礎 ※注

音声学・音韻論基礎 ※注

実験統計法１ ※注

実験統計法２ ※注

言語テスティング１ ※注１

言語テスティング２ ※注１

外国語教育評価入門 ※注１

３．履修上の注意

１） 単位以上を履修すること。

なお，上記 単位の中には， Ａ 履修群の 単位， Ｂ 履修群の 単位以上が含まれていなければいけない。

また，学部での日本語教育の知識が不十分な学生については，必要に応じて学部の日本語教育関連コースの科目

の履修を義務付ける場合がある。

２） 年次終了までに指導教員を決め，履修計画及び，修士論文の作成に対する指導を受けること。

３） 年次春学期に「修士論文計画書」を提出し，論文審査委員（主査 名，副査 名以上）による面接を受けること。

その結果を受けて，論文の作成にかかり，所定の期限に提出後，学位論文審査を受けること。

─ ─

■学部開講関連科目一覧（参考）

授 業 科 目 名 担 当 者 開講学科等

休 日本語教育入門 清 水 崇 文 外国語学部

日本語教育入門 清 水 崇 文 外国語学部

日本語教育学 （文法） 村 田 水 恵 外国語学部

休 日本語教育学 （文法） 村 田 水 恵 外国語学部

日本語教育学 （言語習得） 小 柳 か お る 外国語学部

日本語教育学 （言語習得） 小 柳 か お る 外国語学部

休 日本語教育学 （社会言語学） 清 水 崇 文 外国語学部

日本語教育学 （社会言語学） 清 水 崇 文 外国語学部

日本語教授法 （初級） 峯 布 由 紀 外国語学部

日本語教授法 （初級） 峯 布 由 紀 外国語学部

日本語教授法 （中上級） 峯 布 由 紀 外国語学部

日本語教授法 （中上級） 峯 布 由 紀 外国語学部

日本語教授法 （技能別） 小 柳 か お る 外国語学部

日本語教授法 （技能別） 小 柳 か お る 外国語学部

※科目の詳細（開講期，曜日，時限等）については，学部の の「時間割表」および「履修要覧」で確認すること。

※上記の科目は，履修することは可能だが，修了要件に算入することは出来ない。

４．開講科目一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名
※ ＊ ：非常勤教員

備考

春 日本語教育文法Ⅰ 峯 布由紀

春 第二言語習得Ⅰ 小 柳 かおる

春 日本語教授法概論 峯 布由紀

春 日本語教授法特講 小 柳 かおる

春 日本語評価法 小 柳 かおる

春 日本語教授法（初級） ペレラ 柴田 奈津子

春 日本語社会言語学 齋 藤 純 子

春 研究法入門 向 山 陽 子

秋 言語・文化・社会 清 水 崇 文

秋 日本語教育文法Ⅱ 峯 布由紀

秋 第二言語習得Ⅱ 小 柳 かおる

秋 第二言語習得演習 小 柳 かおる

秋 中間言語語用論演習 清 水 崇 文

秋 談話分析 清 水 崇 文

秋 日本語教授法（中上級） 向 山 陽 子

秋 日本語音声学 坂 本 惠 美

秋 日本語教材・教具論 ペレラ 柴田 奈津子

秋 異文化コミュニケーション 清 水 崇 文

秋 日本語研究Ⅰ 峯 布 由 紀 隔年開講

休講 日本語教育文法演習

休講 中間言語語用論概論

休講 バイリンガル教育と多文化共生 隔年開講

休講 日本語研究Ⅱ 隔年開講

※修士論文については ～ 参照。

※研究指導一覧表については ～ 参照。

９	
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科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

異文化コミュニケーション

日本語研究Ⅰ

日本語研究Ⅱ

＜（Ｃ）選択科目群＞

※注

※注

（ ）※注

※注

※注

※注

※注

※注

※注

※注

※注

※注

※注

（ ）※注

※注

※注

※注

※注

※注

※注 ：言語学専攻開講科目。

※注 ：英語教授法コース（ ）開講科目。

科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

※注

※注

※注

※注

※注

※注

※注

※注

※注

※注

※注

※注

統辞論基礎 ※注１

意味論基礎 ※注

音声学・音韻論基礎 ※注

実験統計法１ ※注

実験統計法２ ※注

言語テスティング１ ※注１

言語テスティング２ ※注１

外国語教育評価入門 ※注１

３．履修上の注意

１） 単位以上を履修すること。

なお，上記 単位の中には， Ａ 履修群の 単位， Ｂ 履修群の 単位以上が含まれていなければいけない。

また，学部での日本語教育の知識が不十分な学生については，必要に応じて学部の日本語教育関連コースの科目

の履修を義務付ける場合がある。

２） 年次終了までに指導教員を決め，履修計画及び，修士論文の作成に対する指導を受けること。

３） 年次春学期に「修士論文計画書」を提出し，論文審査委員（主査 名，副査 名以上）による面接を受けること。

その結果を受けて，論文の作成にかかり，所定の期限に提出後，学位論文審査を受けること。

─ ─

■学部開講関連科目一覧（参考）

授 業 科 目 名 担 当 者 開講学科等

休 日本語教育入門 清 水 崇 文 外国語学部

日本語教育入門 清 水 崇 文 外国語学部

日本語教育学 （文法） 村 田 水 恵 外国語学部

休 日本語教育学 （文法） 村 田 水 恵 外国語学部

日本語教育学 （言語習得） 小 柳 か お る 外国語学部

日本語教育学 （言語習得） 小 柳 か お る 外国語学部

休 日本語教育学 （社会言語学） 清 水 崇 文 外国語学部

日本語教育学 （社会言語学） 清 水 崇 文 外国語学部

日本語教授法 （初級） 峯 布 由 紀 外国語学部

日本語教授法 （初級） 峯 布 由 紀 外国語学部

日本語教授法 （中上級） 峯 布 由 紀 外国語学部

日本語教授法 （中上級） 峯 布 由 紀 外国語学部

日本語教授法 （技能別） 小 柳 か お る 外国語学部

日本語教授法 （技能別） 小 柳 か お る 外国語学部

※科目の詳細（開講期，曜日，時限等）については，学部の の「時間割表」および「履修要覧」で確認すること。

※上記の科目は，履修することは可能だが，修了要件に算入することは出来ない。

４．開講科目一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名
※ ＊ ：非常勤教員

備考

春 日本語教育文法Ⅰ 峯 布由紀

春 第二言語習得Ⅰ 小 柳 かおる

春 日本語教授法概論 峯 布由紀

春 日本語教授法特講 小 柳 かおる

春 日本語評価法 小 柳 かおる

春 日本語教授法（初級） ペレラ 柴田 奈津子

春 日本語社会言語学 齋 藤 純 子

春 研究法入門 向 山 陽 子

秋 言語・文化・社会 清 水 崇 文

秋 日本語教育文法Ⅱ 峯 布由紀

秋 第二言語習得Ⅱ 小 柳 かおる

秋 第二言語習得演習 小 柳 かおる

秋 中間言語語用論演習 清 水 崇 文

秋 談話分析 清 水 崇 文

秋 日本語教授法（中上級） 向 山 陽 子

秋 日本語音声学 坂 本 惠 美

秋 日本語教材・教具論 ペレラ 柴田 奈津子

秋 異文化コミュニケーション 清 水 崇 文

秋 日本語研究Ⅰ 峯 布 由 紀 隔年開講

休講 日本語教育文法演習

休講 中間言語語用論概論

休講 バイリンガル教育と多文化共生 隔年開講

休講 日本語研究Ⅱ 隔年開講

※修士論文については ～ 参照。

※研究指導一覧表については ～ 参照。

９	
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件

要件項目名
必要

単位数

必要

科目数
備考（上限，その他）

総単位数

‣選択科目

研究指導（必修） 単位なし， 年次生以降は毎学期， 年次生以前は 年次

までに計 回，履修すること

※ 年度までは「論文指導（単位なし）」

博士論文 必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること

【博士論文審査基準】

１） 研究の内容が言語研究に寄与し，独創性を有すること。 
２） 研究テーマが十分に練り込まれた明確なものであること。 
３） 国内外の先行研究を踏まえ，十分な論証がなされていること。 
４） 論文の構成が組織立っており，論理が明晰で，論旨が一貫していること。 
５） 自立した研究者として研究活動を遂行するに足る能力と学識が示されたものであること。 

２．授業科目の編成・単位

科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

コミュニケーション障害特殊講義

コミュニケーション障害分析法（治療診断学）

３．履修上の注意

１）修了に必要な履修単位数の条件はない。

２） 年次に指導教員を決め，研究上の指導を受けること。

年次に博士論文資格試験を受験すること。詳細は言語学専攻事務室に問い合わせること。

３）「研究指導」については， 年次生以降は指導教員の「研究指導」を毎学期履修すること。 年次生以前について

は必ず同一教員の「研究指導」を春学期，秋学期の 回ずつ計 回， 年次までに履修すること。

４）博士論文提出前に，合計 編以上の論文をしかるべき学術雑誌（査読付き）に発表すること。そのうち少なくとも

編は単著であること。

５）博士論文（課程博士）の作成，提出について

（ ）指導教員の指導の下で作成準備にかかり，適当な時期に，論文審査委員会（主査 名，副査 名以上）を構成

する。

（ ）在学中に論文を提出し，審査を受け，最終試験（公開試問）を受ける。

なお， ～ 年度の入学者については，満期退学後 年以内に論文を提出した場合には，課程博士として

学位論文審査および最終試験を受けることができる特例の適用を受けることができる。本特例の適用を受けよ

うとする者は，「満期退学願」提出時に「課程博士学位論文提出申請書」を提出すること。

本特例の詳細については，学事センター（学籍・証明書）窓口に問い合わせること。

言語学専攻 博士後期課程
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また，「論文博士」の提出手続きについても学事センター（学籍・証明書）窓口に問い合わせること。

６）本修了要件（上記１）～５））は， 年度入学者から施行する。

７） 年度以降に入学し，課程博士の取得を希望する者は専攻事務室で手順書を入手すること。

言語聴覚障害学を専攻する者は以下を参照すること。

１）修了に必要な履修単位数の条件はない。

２） 年次に指導教員を決め，研究上の指導を受けること。

年次に博士論文資格試験を受験すること。詳細は言語学専攻事務室に問い合わせること。

３）「研究指導」については， 年次生以降は指導教員の「研究指導」を毎学期履修すること。 年次生以前について

は必ず同一教員の「研究指導」を春学期，秋学期の 回ずつ計 回， 年次までに履修すること。

４）博士論文の提出前に，合計 編以上の論文（査読付き。そのうち 編以上は英語で書かれたもの）をしかるべき学

術雑誌に発表すること。また，そのうち少なくとも１編は単著であること。

５）博士論文（課程博士）の作成・提出について

（ａ）指導教員の指導の下で作成準備にかかり，適当な時期に，論文審査委員会（主査 名，副査 名以上）を構成

する。

（ｂ）在学中に論文を提出し， 回の論文審査に合格した後，最終試験（公開試問）を受ける。

なお， ～ 年度の入学者については，満期退学後 年以内に論文を提出した場合には，博士課程として

学位論文審査および最終試験を受けることができる特例の適用を受けることができる。本特例の適用を受け

ようとする者は，「満期退学願」提出時に「課程博士学位論文提出申請書」を提出すること。

本特例の詳細については，学事センター（学籍・証明書）窓口に問い合わせること。

また，「論文博士」の提出手続きについても学事センター（学籍・証明書）窓口に問い合わせること。

４．開講科目一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名 備考

春 コミュニケーション障害特殊講義 吉 畑 博 代
後期課程の学生で，言語聴覚障害学

を専攻する者のみ履修可

秋
コミュニケーション障害分析法

（治療診断学）
吉 畑 博 代

後期課程の学生で，言語聴覚障害学

を専攻する者のみ履修可

９	

言
語
科
学
研
究
科

言
語
学
専
攻
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件

要件項目名
必要

単位数

必要

科目数
備考（上限，その他）

総単位数

‣選択科目

研究指導（必修） 単位なし， 年次生以降は毎学期， 年次生以前は 年次

までに計 回，履修すること

※ 年度までは「論文指導（単位なし）」

博士論文 必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること

【博士論文審査基準】

１） 研究の内容が言語研究に寄与し，独創性を有すること。 
２） 研究テーマが十分に練り込まれた明確なものであること。 
３） 国内外の先行研究を踏まえ，十分な論証がなされていること。 
４） 論文の構成が組織立っており，論理が明晰で，論旨が一貫していること。 
５） 自立した研究者として研究活動を遂行するに足る能力と学識が示されたものであること。 

２．授業科目の編成・単位

科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

コミュニケーション障害特殊講義

コミュニケーション障害分析法（治療診断学）

３．履修上の注意

１）修了に必要な履修単位数の条件はない。

２） 年次に指導教員を決め，研究上の指導を受けること。

年次に博士論文資格試験を受験すること。詳細は言語学専攻事務室に問い合わせること。

３）「研究指導」については， 年次生以降は指導教員の「研究指導」を毎学期履修すること。 年次生以前について

は必ず同一教員の「研究指導」を春学期，秋学期の 回ずつ計 回， 年次までに履修すること。

４）博士論文提出前に，合計 編以上の論文をしかるべき学術雑誌（査読付き）に発表すること。そのうち少なくとも

編は単著であること。

５）博士論文（課程博士）の作成，提出について

（ ）指導教員の指導の下で作成準備にかかり，適当な時期に，論文審査委員会（主査 名，副査 名以上）を構成

する。

（ ）在学中に論文を提出し，審査を受け，最終試験（公開試問）を受ける。

なお， ～ 年度の入学者については，満期退学後 年以内に論文を提出した場合には，課程博士として

学位論文審査および最終試験を受けることができる特例の適用を受けることができる。本特例の適用を受けよ

うとする者は，「満期退学願」提出時に「課程博士学位論文提出申請書」を提出すること。

本特例の詳細については，学事センター（学籍・証明書）窓口に問い合わせること。

言語学専攻 博士後期課程
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また，「論文博士」の提出手続きについても学事センター（学籍・証明書）窓口に問い合わせること。

６）本修了要件（上記１）～５））は， 年度入学者から施行する。

７） 年度以降に入学し，課程博士の取得を希望する者は専攻事務室で手順書を入手すること。

言語聴覚障害学を専攻する者は以下を参照すること。

１）修了に必要な履修単位数の条件はない。

２） 年次に指導教員を決め，研究上の指導を受けること。

年次に博士論文資格試験を受験すること。詳細は言語学専攻事務室に問い合わせること。

３）「研究指導」については， 年次生以降は指導教員の「研究指導」を毎学期履修すること。 年次生以前について

は必ず同一教員の「研究指導」を春学期，秋学期の 回ずつ計 回， 年次までに履修すること。

４）博士論文の提出前に，合計 編以上の論文（査読付き。そのうち 編以上は英語で書かれたもの）をしかるべき学

術雑誌に発表すること。また，そのうち少なくとも１編は単著であること。

５）博士論文（課程博士）の作成・提出について

（ａ）指導教員の指導の下で作成準備にかかり，適当な時期に，論文審査委員会（主査 名，副査 名以上）を構成

する。

（ｂ）在学中に論文を提出し， 回の論文審査に合格した後，最終試験（公開試問）を受ける。

なお， ～ 年度の入学者については，満期退学後 年以内に論文を提出した場合には，博士課程として

学位論文審査および最終試験を受けることができる特例の適用を受けることができる。本特例の適用を受け

ようとする者は，「満期退学願」提出時に「課程博士学位論文提出申請書」を提出すること。

本特例の詳細については，学事センター（学籍・証明書）窓口に問い合わせること。

また，「論文博士」の提出手続きについても学事センター（学籍・証明書）窓口に問い合わせること。

４．開講科目一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ
リング

単
位
数

担当教員名 備考

春 コミュニケーション障害特殊講義 吉 畑 博 代
後期課程の学生で，言語聴覚障害学

を専攻する者のみ履修可

秋
コミュニケーション障害分析法

（治療診断学）
吉 畑 博 代

後期課程の学生で，言語聴覚障害学

を専攻する者のみ履修可

９	

言
語
科
学
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究
科

言
語
学
専
攻
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５．研究指導一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ

リング
担当教員名 備考

春 研究指導 吉 田 研 作

春 研究指導 髙 橋 由美子

春 研究指導

春 研究指導

春 研究指導 福 井 直 樹

春 研究指導 渡 部 良 典

春 研究指導 井 上 幸 義

春 研究指導 市之瀬 敦

春 研究指導 原 田 早 苗

春 研究指導 和 泉 伸 一

春 研究指導 小 柳 かおる

春 研究指導 本 橋 辰 至

春 研究指導

春 研究指導 新 倉 真矢子

春 研究指導 西 村 君 代

春 研究指導 坂 本 光 代

春 研究指導 清 水 崇 文

春 研究指導

春 研究指導 村 田 真 一

春 研究指導 水 林 章

春 研究指導 é

春 研究指導

春 研究指導

春 研究指導

春 研究指導

春 研究指導 原 惠 子

春 研究指導 原 求 作

春 研究指導 福 崎 裕 子

春 研究指導 高 橋 亮 介

春 研究指導 吉 畑 博 代

春 研究指導 加 藤 孝 臣

春 研究指導 峯 布由紀

春 研究指導 秋 山 真 一

秋 研究指導 吉 田 研 作

秋 研究指導 髙 橋 由美子

秋 研究指導

秋 研究指導

秋 研究指導 福 井 直 樹

秋 研究指導 渡 部 良 典

秋 研究指導 井 上 幸 義

秋 研究指導 市之瀬 敦

秋 研究指導 原 田 早 苗

秋 研究指導 和 泉 伸 一

秋 研究指導 小 柳 かおる

秋 研究指導 本 橋 辰 至

秋 研究指導

秋 研究指導 新 倉 真矢子

─ ─

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ

リング
担当教員名 備考

春 研究指導 西 村 君 代

秋 研究指導 坂 本 光 代

秋 研究指導 清 水 崇 文

秋 研究指導

秋 研究指導 村 田 真 一

秋 研究指導 水 林 章

秋 研究指導 é

秋 研究指導

秋 研究指導

秋 研究指導

秋 研究指導

秋 研究指導 原 惠 子

秋 研究指導 原 求 作

秋 研究指導 福 崎 裕 子

秋 研究指導 高 橋 亮 介

秋 研究指導 吉 畑 博 代

秋 研究指導 加 藤 孝 臣

秋 研究指導 峯 布由紀

秋 研究指導 秋 山 真 一

秋 研究指導 北 原 真 冬

※「研究指導」の履修年次は後期課程の ～ 年次である。
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５．研究指導一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ

リング
担当教員名 備考

春 研究指導 吉 田 研 作

春 研究指導 髙 橋 由美子

春 研究指導

春 研究指導

春 研究指導 福 井 直 樹

春 研究指導 渡 部 良 典

春 研究指導 井 上 幸 義

春 研究指導 市之瀬 敦

春 研究指導 原 田 早 苗

春 研究指導 和 泉 伸 一

春 研究指導 小 柳 かおる

春 研究指導 本 橋 辰 至

春 研究指導

春 研究指導 新 倉 真矢子

春 研究指導 西 村 君 代

春 研究指導 坂 本 光 代

春 研究指導 清 水 崇 文

春 研究指導

春 研究指導 村 田 真 一

春 研究指導 水 林 章

春 研究指導 é

春 研究指導

春 研究指導

春 研究指導

春 研究指導

春 研究指導 原 惠 子

春 研究指導 原 求 作

春 研究指導 福 崎 裕 子

春 研究指導 高 橋 亮 介

春 研究指導 吉 畑 博 代

春 研究指導 加 藤 孝 臣

春 研究指導 峯 布由紀

春 研究指導 秋 山 真 一

秋 研究指導 吉 田 研 作

秋 研究指導 髙 橋 由美子

秋 研究指導

秋 研究指導

秋 研究指導 福 井 直 樹

秋 研究指導 渡 部 良 典

秋 研究指導 井 上 幸 義

秋 研究指導 市之瀬 敦

秋 研究指導 原 田 早 苗

秋 研究指導 和 泉 伸 一

秋 研究指導 小 柳 かおる

秋 研究指導 本 橋 辰 至

秋 研究指導

秋 研究指導 新 倉 真矢子
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登 録

コード

開
講
期

科目名
ナンバ

リング
担当教員名 備考

春 研究指導 西 村 君 代

秋 研究指導 坂 本 光 代

秋 研究指導 清 水 崇 文

秋 研究指導

秋 研究指導 村 田 真 一

秋 研究指導 水 林 章

秋 研究指導 é

秋 研究指導

秋 研究指導

秋 研究指導

秋 研究指導

秋 研究指導 原 惠 子

秋 研究指導 原 求 作

秋 研究指導 福 崎 裕 子

秋 研究指導 高 橋 亮 介

秋 研究指導 吉 畑 博 代

秋 研究指導 加 藤 孝 臣

秋 研究指導 峯 布由紀

秋 研究指導 秋 山 真 一

秋 研究指導 北 原 真 冬

※「研究指導」の履修年次は後期課程の ～ 年次である。
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